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    「業なり平ひら、ちょっと放課後、時間空あいてるかな……？」


    　西高セイコー祭さいでできた月曜・火曜の代休をはさんでの通常授業二日目。つまり、曜日で言うと、もう木曜日。なんと、あとは金曜に学校行くだけで土日が来る大変よい週である。


    　そんな木曜日に、廊下でばったり会った生徒会副会長のエリアスにそんなことを言われた。


    「人ひと研けんに行くぐらいしかないから、空いてると言えば空いてる……けど」


    　その時のエリアスはいつもの敵を見る嫌いやそうな顔じゃなくて、どこかやりづらそうな顔で視線をそらしていた。


    「じゃあ、生徒会室に来てくれないか。……高たか鷲わしさんとかは呼ばないでほしい」


    「行くのはいいが、なんで高鷲はＮＧなんだ？」


    　生徒会室のドレスコードに「性格悪い女性ではないこと」なんてのがあるのか。


    「来てくれれば、わかる。それじゃあね」


    　エリアスはうつむき気味につぶやくと、そのまま逃げ去るように廊下を走っていった。


    　もう一度整理をしよう。エリアスは「高鷲を呼ぶな」ではなく、「高鷲とかを呼ばないでほしい」と言ったということは、それ以外の人間もあまり来てほしくないということだ。


    　俺の知り合いというと、人研にほぼ限定されるので、人研と関係がない話ということになる。人研と関係がないことで呼ばれたとすると、どんな理由がある……？


    　それと、今の気恥ずかしげとすら言えるエリアスの態度。


    　もしや────これは今度こそ告白フラグ……？


    　いや、落ち着け、落ち着け。


    　出たぞ、また出た。非モテの悪い癖くせ。


    　女子と付き合ったことがない奴やつは、女子が話しかけてくるだけで気があるのではと勘かん違ちがいするというアレだ。ただでさえ相手はエリアスだぞ。そりゃ、愛あい河かなら万に一つはと期待もできるかもしれないが。


    　だいたい、あいつには、中三の時の前科がある。


    　放課後の教室に呼び出されて告白されるのかと思っていたら、こう言ってきたのだ。


    「邪魔」と……。


    　その表現、普通は通行の妨げになってる時に言われるぐらいしか人生ではないはずだ。少なくとも、女子に呼び出されて言われる言葉じゃない。絶対に死ぬまで記憶に残り続ける……。これでまた期待するとか、振り込め詐さ欺ぎに何度もだまされる人みたいなものだ。


    　しかし、万に一つもなくて、億に一つぐらいなら……。


    　俺だって高二だ。「ドレイン」なんてひどい異能力を持っているにしても、彼女ができることだって、あってもおかしくはないのではないか。


    　少なくとも、顔を見た瞬間、キモいと思われたりしないように、見た目には気をつかっている。身だしなみは男友達を得るためにも必要だからだ。今のところ、努力は報むくわれてないけど。


    　ほら、人間の脳はよく顔を合わせている人間には好意を抱いだきやすいようにできているらしいし、幼おさな馴な染じみで今も隣となりの席にいるあいつが好意を持つことも……。


    　夏休みだって、なんだかんだで以前より打ち解けられた気もするし、「邪魔」と言われるほどのネガティブイメージも、あれで清算されたと考えることもできなくはないのでは……。


    　結局、その日は放課後になるまで妙にそわそわして、たまに横の席のエリアスに視線を送ってしまったりした。
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    　こんな日に限って、エリアスがちょっかいをかけてきたり、小言を言ったりしてこない。


    　おかげで高たか鷲わしからこんなＬＩＮＥが来た。


    『今日、ずっとトイレ我慢してるみたいな雰ふん囲い気き出してるけど、生肉でも食べたの？』


    『喰くわねえよ……。俺は野獣か……』


    『きっと何かあるのかもしれないけど、さほどグレ君に興味もないからスルーするわ』


    『いちいち書かなくていい……』


    　相変わらず、ナチュラルに失礼なことを言われた。こころなしか最近、高鷲の返信速度が上がっている気がする。あまり使ってなかったスマホの文字入力機能に慣れてきたということだろうか。


    　まあ、それはどうでもいい。


    　問題は高たか鷲わしに挙動不審を見抜かれているという点だ。


    　しかも、高鷲だけじゃなかった。


    『体調不良なら早くお医者さんに行くべきですわよ』


    　汐しおノ宮みやさんにも変に思われていた……。俺ってすぐに態度に出すぎるのかもしれない……。


    『大丈夫。なんでもないです』


    　原因を隠してることへの罪悪感があるが、これでエリアスに呼び出されたと話したら、守秘義務違反にもほどがあるので、ここは我慢する。


    　人ひと研けんに行くのが遅れることは言っておこうか悩んだが、うかつに言うと高鷲に怪しまれるので、黙って生徒会室に向かった。


    　なんか、心が妙にふわふわしていた。高鷲にＬＩＮＥを送ったらもれなく『痛いポエム？』などと返信でディスられそうだが、そうとでも言うしかない気持ちだった。


    　特別なことが起こりそうな気がする。


    　幼おさな馴な染じみと高校で付き合うとか、ある種、元の鞘さやに収まる的なアレで、アレなんじゃないかな。しっくり来るんじゃないかな。いや、期待はほぼしてないし、エリアスはむしろ敵だけど、好きと言われたらうれしくないわけはないし……。


    　俺は思考を混線させたまま、生徒会室の扉を開けた。


    



    「はい、これが同好会費ね」


    



    　中央のテーブルに「人間関係研究会用」と書いてある茶封筒が置かれている。


    　エリアスがテーブルに置いて、自分の椅い子すを後ろに引いた。表情から判断しても、かなり嫌いやそうなのがよくわかる。幼馴染にする表情じゃない。


    　ていうか、幼い頃に馴染んでなければ、幼馴染とは言えないのだろうか。そこんところ、辞書的な定義、どうなってるんだろう。もしや、幼馴染じゃなくて、ただの知り合い？


    　異能力のせいで、俺からは一メートル離れる必要があるが、それにしても離れすぎだ。別に手渡しぐらいじゃ死なないんだから……。


    「いらないのかい？　西高セイコー祭さいで頑張ってたから、優秀な同好会として認められたんだよ。あまり君たちにあげたくもないから、辞退するならいつでも大歓迎だけど」


    　そっか。嫌そうなのはそれが理由か。俺の顔を見るのが苦痛だったわけではないと考えよう。それぐらいの希望を抱いだく権利ぐらいはほしい。


    　でも、一点、得心がいかないことがあった。


    「……なんだよ、結局、人研のことかよ。だったら、高鷲を連れてきてもいいだろ」


    　億に一つを期待した浅ましい考えを火炎放射器で焼き払いたい。


    「高たか鷲わしさんが来たら、勝ち誇ほこった顔をされて、イラッとくるだろう……。わたしが何かで彼女に負けたわけでもないのにさ……。それが癪しやくだから業なり平ひらだけ呼んだんだ」


    　なるほど。大変よく筋が通っている。


    「わかった。せっかくの同好会費だ。できるかぎり有意義に使う」


    　封筒からお札を出して、額をその場で確かめる。福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちが二枚。こんな謎なぞの同好会で十万も二十万ももらえるわけがないから、これだけでもありがたい。


    「業平にとっての有意義が世間的な有意義と一致するかは知らないけどね」


    「その一言多いの、直したほうがいいぞ」


    「まあ、こっちはドブに捨てたつもりであげてるからいいよ。わたしの財さい布ふから出したお金じゃないし。それはそうと」


    　エリアスが椅い子すを少しテーブルのほうに近づけてきた。


    　なんだ？　ほかに話す話題なんてないと思うが。むしろ、とっとと去れとでも思ってる気がするが。


    「今日さ、やたらとわたしのほうをチラチラ見てた気がするんだけど、何か言いたいことでもあったのかい？」


    　エリアス本人にも気づかれていた！


    　クラスで会話できる人間、ほぼ全員に察知されている。俺、将来、スパイとか探偵になるの、絶対に無理だな。そもそも、近づきすぎると、そいつが衰すい弱じやくして倒れるし。


    「あれは、トイレを我慢してただけだ」


    　ウソをついたが、一切罪悪感を覚えなかった。やはり、スパイや探偵や政治家に向いているかもしれない。


    「昨日、食べた肉が生焼けだったらしくてな。それ以上は言わせるな」


    　ついでに高鷲の仮説をそのまま採用した。ウソにディテールは大事だ。


    「ああ、トイレか。業平の席から扉のほうを見たら、わたしの席が動線上にあるもんね」


    　堂々とついたウソはすんなり信用された。よかった、告白されるかもとちょっとだけ思ってたとか言ったら、死ぬまでキモい奴やつ扱いされるところだった。


    　それと、生徒会室に入る前はさすがに緊きん張ちようしてしまい、尿意は今もまあまあ近かった。


    「じゃあ、人ひと研けんに行ってきな。君はもう用済みだ」


    「それ、ストーリー途中で殺される悪役が、利用してた奴を殺す時にしか言わないセリフだぞ……」


    「あっ、そうそう、一つだけ聞きたいことがあったよ」


    「なんだよ、用あるのかよ」


    　エリアスは素そ朴ぼくな疑問といった顔で俺にこう尋ねた。


    「もうすぐ、修学旅行のことをもろもろ決めるけど、業なり平ひら、班とかどうするの？」


    　全然、素そ朴ぼくじゃない。無む茶ちや苦く茶ちやショッキングな内容だった。


    　言うまでもなく、班を誰かと組む予定などない。


    「班か……。班……。班……ところで班って、斑まだらって字と似てるよな。班もいろんな人間がまだらに混ざり合ってできるからかな。ははは……」


    「あっ、やっぱり業平のことだから、絶賛未定だよね。わたしは副会長だし、裏技があると提案しようかなと思ってたんだよ」


    「何？　裏技だと？」


    　俺がテーブルに近づいたせいで、エリアスにちょっと下がられた。しょうがないことだけど、少しは傷つく。あと、ネタでも絶賛とか言うな。むしろ絶望だ。


    「そうだよ。これなら、ぼっちで修学旅行を過ごすというリスクを防げる」


    「教えてくれ、今すぐ教えてくれ！」


    　フィクションだと、娘を救える方法が一つだけあると医者に言われた時の父親の気分に近いものがあっただろう。


    　その瞬間、にた～っとエリアスが笑った。


    「自由行動の時間、教師とまわるって案なんだけど」


    「エリアス、お前は不幸になれ！　とにかく不幸になれ！」


    　やはり、こいつを幼おさな馴な染じみと言うのは無理がある。ただの面識ある他人だ！


    　用がないので、俺は生徒会室を出た。


    　結局、期待していたような展開にはまったくならなかったが、お金という世の中でほしくない人は一人もいないものをゲットできたので、よしとしよう。


    　これを紛失したら、リアルに高たか鷲わしに一生「同会費を紛失した男」と言われ続けるので、確実にポケットの奥に入れた。十歩歩くごとに落ちてないか確かめた。


    　人ひと研けんに行く前に、生徒会のあるフロアのトイレに入った。一仕事終えたので、リラックスさせてもらおう。


    　そこで、間に一つはさんだ小便器にちょうど誰かが来た。


    　げっ、放課後で、そうそう誰かとかぶることもないのに、同じタイミングかよ。


    　知らない奴やつが横にいると気になってなかなか出ないんだよな。出はじめるのに時間がかかる。あれって、どういうシステムなんだろう。


    　そういう下世話な話って、人研ではできない。女子しかいないからな。下ネタの話をするためには男友達が必須だ。いや、下ネタを話したいがために男友達がほしいわけではないぞ。


    「同好会費ゲットおめでとう」


    　横から声がかかって、俺はびくと肩を上下させた。今日一番驚いた。


    　俺に呼びかける男子なんてまずいない。少なくともクラスの男子にはいない。そう思って、声のしたほうを振り向いたら、生徒会書記の大だい福ふくが小便器の前にいた。


    　大福卜ぼく全ぜんはたしかに俺の友達だ。


    　なぜなら、お互いにそう確認しているから。


    　西高セイコー祭さいの助すけっ人とをやってもらって、そのあと、ちゃんと友達になってもらった。現状、俺が文句なく友達と言える唯ゆい一いつの男子生徒である。


    「ちょっと、業なり平ひらに話したいことがあってついていったら、トイレに入ったからそのまま僕も来たってわけ。つれションってやつかな？」


    　つれション。全然、美しくはない表現だが、俺はその響ひびきにまったりと感動していた。


    　男友達が長らくいなかったのでつれションという行為も小学校以来経験していなかったのだ。


    　ああ、俺はまともな高校生なんだ。つれションだってできるんだ。今日はいい日だ。


    「ありがとう、ありがとう、大福」


    「ここでありがとうって言うの、かなりおかしいでしょ」


    　せめて感謝の意を伝えたかったのだが、ＴＰＯを守れていなかったか。


    「西高祭で人ひと研けんの株、上がったよね。業平たち人研のおかげで盛り上がったって、西高祭のスタッフの中でも話題になってたらしいよ。竜たつ田た川がわ副会長もそれを聞いて、同好会費を出すに値するって推薦したんだ。本人は絶対言わないだろうけど」


    「そっか。エリアスのやつ、フォローはしてくれてたんだな」


    「僕が言ったって言わなくていいからね。わざわざ教えるなって副会長に怒られちゃうから」


    「うん、そのへんは俺もわかる」


    　あいつは偉そうにしている割りに自分からの厚意はそんなにひけらかさない。


    　どこで線引きしているのかよくわからんが、あいつなりの美学があるのだろう。


    　しかし、今日、初めて会話した男子が、このトイレでの大福か。


    　控えめに言って、男子と話せてなさすぎ。


    　エリアスに嫌いや味みを言われたせいもあって、文化祭の前に高たか鷲わしに言われたことが頭に蘇よみがえった。


    　修学旅行までに同じクラスで男子の友達ができてないと、京都観光が絶望的なトラベルになる。


    　うん、知ってる。


    　西高祭も終わって修学旅行もじわりじわりと近づいてきている。そのうちにＨＲを使って、班決めだってやるだろう。


    　でも、わかっていても、対処しようがないのだ。


    　いっそ、赤の他人と友達になることならできなくはない。それはゼロからのスタートだ。努力次第でどうにかなる。やたらと趣しゆ味みが合う奴やつと出会えるかもしれない。


    　だが、二学期の途中から、クラスの男子と仲良くというのはハードすぎる。ゼロどころかマイナスの底のほうからのスタートだ。コミュ力のかたまりみたいな奴でも苦労するのではないか。


    　この調子だと、中学の時みたいに、一人だけ部屋に残されたままで、ほかの班員はみんな違う部屋に遊びに行っているという事態を再現しかねない……。想像するだに、圧倒的な恐怖！


    　人間は恐怖を感じると言葉少なになる。その時の俺もすっかり沈黙していた。


    　隣となりに大だい福ふくもいるのに、無言の気まずい時間が生まれてはまずい。とりえあえず声を出すことにした。


    「あのさ、人ひと研けんの株が上がってるって本当か？」


    　そう聞き返す。関西人の芸人がテレビで「ウソやん」っていう表現を使う時があるが、あれも同じ意味だ。別に疑ってはいない。英語で「リアリィ？」と尋ねるのも同様。ひとまず相あい槌づちを打って、相手からさらに多くの情報を引き出しつつ、こちらは聞くほうに回れる。


    「うん。何かよくわからないけど、すごいところだって認識されてるっぽい」


    「よかった。努力したかいがあった」


    　とくに情報は増えなかったが、友達との会話ってこれでいいんだよな。


    　あるいは、こんな時、俺のほうから話題を出せばいいのか。でも、いざそう身構えると何も思いつかない。こういうの、たわいないことでいいんだけど、意識してたわいないことを話すのは難しい。


    　このあたりで会話が終わったほうが後腐れなくていいかなと思ってしまった。


    　友達同士のはずなのに……。ほんとに、俺っていう奴やつは……。


    「それじゃ。またＣＤかＤＶＤを持ってくるよ。業なり平ひらは映画も見る？」


    　話が終わるようで、少しほっとした自分がいた。初デートの印象を気にしてる奴みたいだと思った。無論、デートなどしたこともないが。


    「うん。俺は雑食だからどんな映画でもいける」


    　ドレインがあるので映画館で見られないため、中学以来、ＤＶＤ派なのだ。


    　今度は友達から映画を借りられる。（会話を続けるのは、ちょっと危ういけど）俺は着実にリア充のほうに近づけている。まだ間に合う！


    　俺はなかば無理矢理にテンションを上げて、トイレの外で大福と別れて、シミュレーション室に向かった。


    　みんなに同行会費を見せたら、高たか鷲わしに「ドリ子は私たちに同好会費とられて、吠ほえ面づらかいてた？」と聞かれた。


    　エリアスが高鷲を連れてくるなと言ったのは大正解だった。


    「でも、たったの二万円じゃない。合宿に行くのも難しいわ」


    「よかったですね！　二万円もあれば百均で豪遊できますよ！」


    　どうせなら高鷲よりも愛あい河かのようにポジティブに物事を考えたいが、全部百均で二万円を消費されたら、かなりきつい。


    「金額は大事ではありませんわ。わたくしたちの西高セイコー祭さいにおける頑張りが評価されたことが重要なのですわ」


    「いや、そうは言っても金額は大事でしょ。霞かすみ食べて生きるわけにはいかないんだから」


    　汐しおノ宮みやさんがせっかくいい言葉でまとめようとしたのに、高たか鷲わしが完全にぶち壊した……。


    　しかし、こころなしか、人ひと研けん全体が明るい気がする。


    　みんなの表情がいい。汐ノ宮さんもミス西高に出たことでクラスで話をする女子が増えているみたいだし、今までより快活になった気がする。


    　メイド長も輝いて……あれ、本当になんか発光してる……？


    「あらあら、メイド長も同好会費がうれしいみたいですわ」


    「ランラン、メイド長って喜ぶと輝くんですか!?　遊園地みたいですね！」


    「菖蒲あやめ池いけさん、本当に遊園地みたいだと思って言ってる……？　こんなシュールな遊園地、あんまりないでしょ……」


    　この件については愛あい河かより高鷲のほうが正しい気がするが、メイド長のことにはあまり踏み込まないようにしよう……。メイド長の真相を知りすぎると、よくないことになる気がする……。


    「こんなゆるキャラ、遊園地にいますよ！」


    「どこの遊園地よ。具体例を出してもらえないと承服しかねるわ」


    　あと、高鷲も愛河の前では以前より表情がやわらかいように思えた。


    　まだ言動につんつんしたトゲはある。あるけれど、殺傷力が落ちているというか、ちょっと痛い程度ですんでいる気がするのだ。人に慣れたハリネズミというか。


    　まあ、ハリネズミを俺が触さわると衰すい弱じやくさせてしまうので、ハリネズミカフェなんかも行ったことないので、あくまでたとえです。


    「何、グレ君？　微ほほ笑えましいみたいな表情してるわね」


    　また、顔に出てしまったか。高鷲は不思議な顔をしていた。


    「二万円もらっただけでそんな穏やかな気持ちになれるなら、将来一生幸せな気持ちで過ごせるわね。よかったわね」


    　俺の前ではまだまだトゲの威力がきつい気がするが……そこは男女の差だろう。


    　西高祭を終えて、俺たちは成長しているのだ！


    　このまま、もっと上を目指すぞ！


    　もうちょっと具体的に言うと、完全にぼっち脱却を果たす！
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    　完全にぼっち脱却を果たす！　と意気込んだ翌日でなんだが──


    　人ひと研けんの株が上がった成果が見えない。


    　気づいたら、もう、帰りのショートホームルームの時間になっていた。金曜なので、今週も終わりだ。


    　今日も、クラスの男子とまったく会話をしていない。


    　たしかに早速、大だい福ふくは隣となりの三組からこの二組に来て、ＤＶＤを貸してくれた。どっちも最近のものじゃない。純粋なエンターテイメント系よりはどことなくアートっぽさがあった。


    「食事しながら見る映画ではないけど、どっちも悪くはないよ。合わなかったら、違うジャンルのを貸すし」


    　大福は休み時間に気兼ねなく二組に入ってきて、俺の机の近くで簡単な映画の紹介をしてくれた。大福の眠そうな目は、周囲の人間の警戒心を薄れさせるのか、どこにでもすぐに溶け込める。俺のクラスに来ても、違和感がほとんどなかった。


    「わかった。そこんところは注意する。取扱説明書は読むほうだ」


    　話しながら、俺は喜びを感じていた。


    　大福と話している間、俺はぼっちという牢ろう獄ごくから解放されている！


    　──しかし、同時に変なうしろめたさもあった。


    　そんなことを感じて、大福の話に集中できてないことに、なんとも大福に申し訳ないと思った。


    　原因はわかっている。


    　俺はクラスでしゃべる男子もいないのに、ほかのクラスの男子と仲良くしてることに不自然さを覚えている。


    　ほかの男子たちは、俺が自分のクラスでぼっちだからほかのクラスのほうに逃げたと思わないだろうか？


    　あるいは俺がクラスにケンカを売っているように見えてないだろうか？


    　おかしな話だ。なんで、自分が悪いことをしているような気持ちになる？　俺がほかの奴やつに話しかけてないのと同様に、ほかの奴も俺に話しかけてないわけだから、そこはイーヴンのはずだ。イーヴンで問題ないのだ。


    　でも、大福が来てくれて、かえって自分が浮いてるように（俺が）感じたのは事実だった。


    　どれだけ孤立していようと、俺が二年二組の生徒であることは変わらないのだ。


    「じゃあ、見終わったら返して。とくに急いでないから。あげてもいいぐらい」


    「いや、そこはちゃんと返すよ」


    　大だい福ふくは俺の机にＤＶＤの入った袋を置いて、さっと立ち去っていく。


    　そして、大福が去ったあとに、さっき以上の孤独感を覚えた。


    　俺が男子と話せるのは大福が来た時だけか。


    　教室でのほかの男子の笑い声を聞くと、自分がどうしようもない負け犬に思えてくる。


    　──そんな鬱うつ屈くつした気持ちを抱かかえたまま、ショートホームルームの時間を迎えていた。


    　担任の坊ぼう城じよう先生が来るまでの間、男子たちがバンドの話をしていた。中には髪を少し染めて、多少遊び人な空気を出している奴やつもいる。どちらかといえば、モテそうな側の人間だ。


    　それ、俺に振ってくれ！　俺もわかるやつだから！　絶対、こいつ詳くわしいな、語り合えるなって思わせる自信あるから！


    　もっとも、俺がそのバンドについて知っているということを連中は把は握あくしてないから、聞きにくるわけがないよな……。


    　ここは俺から行かないと、せめてそのバンドについて詳しいと示さないといけない道理だ。道理ではそうだ。でも、一学期当初ならともかく、十月に話に加わりに行くとか無理ゲーすぎる。どう考えたって、変な空気になる……。


    　俺は相変わらず、浮いていた。いや、むしろ沈んでいた。


    　最後尾の窓際の席で、守り神のようにクラス全体の動きを観察していた。観察者じゃなくて、関わりたいのに！


    　俺の真ん前である一い身しん田でんさんの席は空あいている。高たか鷲わしのところに行って、なかなか濃いバンドトークをしている。最近、結成二十周年を迎えたバンドの話をしているようだった。


    　一身田さんの「最初はお姉ちゃんと一いつ緒しよに行ったフェスで見たんだよ」という声が聞こえてくる。


    「そうなんだ。私は姉が聞いていたから、そのきっかけで聴くようになったの。とくに『トロイメライ』はいいアルバムね」


    　高鷲もすぐにその話に応じる。高鷲の出した固有名詞に一身田さんは、「そうそう！」と力強く同意していた。


    　ああ、楽しそうだ。一身田さんはもとより、高鷲が楽しそうだ。


    　マニアックな趣しゆ味みだからこそ、その趣味の会話で盛り上がれたら、それは至福と言っていい時間だろう。


    　視線を合わすことができなくても、仲良くはなれるんだな。あるいは一身田さんに異能力のことを打ち明けたりしているんだろうか。事情がわかれば、視線を合わせられないことも理解してもらえるだろう。


    　西高セイコー祭さいのあと、高鷲と一身田さんの間にどんな会話があったのか、俺は何も知らない。それは二人のプライベートに属することだから知らなくて当然だ。俺と高鷲が友達を作るために同盟を結んでいたとしても、そこまで開示する義務はないし、俺だって要求する気はない。


    　ただ、どうせなら高たか鷲わしのすべてを理解している一い身しん田でんさんと高鷲は仲良くやってほしいとは思った。何かを隠しながら、友達を続けるのって、そのうちきつくなっていくだろうから。


    　高鷲だってクラスの中で心から落ち着ける時間があったっていいだろう。ずっと、仏ぶつ頂ちよう面づらで、敵の襲撃に備えてる兵士みたいに応戦態勢をとるのは嫌いやだろう。


    　そんな高鷲が何度かこちらに視線を送ってきた気がした。


    　ココロオープンがあるから、あくまで一瞬、一瞬だが、それでも高鷲の意図はわかった。


    　こっちに来て話に加わってもいいぞということだ。


    　俺に救済策を提示してくれている。


    　でも、女子二人の会話に俺が加わりに行くことなんてできるわけがない。ただでさえ、ドレインのせいで、周囲の人に気をつかわないといけない。現実的じゃない。


    　それに高鷲が俺の同盟者で納得をしているとしても、一身田さんはそんなことをあずかり知らない。なんで、俺が来たのだと奇妙に思う。


    　一方、前のほうでは汐しおノ宮みやさんがクラスの女子たちに囲まれていた。


    　よくわからないが、ミス西高セイコーになったことで、汐ノ宮さんのクラス内のヒエラルキーが急上昇したらしい。最低でも、そんなものに出ちゃうぐらいだから、気軽に話しかけにいっても問題ないぐらいに話しやすい子なのだろうと認知されたらしい。


    　汐ノ宮さんの丁てい寧ねいな物腰は次第に女子にも受け容いれられて、壁のようなものも壊れてきているようだ。それは汐ノ宮さんの自然な笑みを見ればわかる。


    　それとメイド長も人気だった。


    　べたべた触さわられていた。


    「ねえ、メイド長ってなんでも教えてくれるの？」「恋の相談とかもできるのかな？」


    　メイド長に恋の相談をするのは、よほど追い詰つめられてる状態か、恋とも呼べないどうでもいい軽い関係に限られるのではないだろうか……。


    「あらゆるジャンルに対応というわけではありませんが、ひととおりのアドバイスならできると思いますわ」


    「へえ、じゃあさ、アタシはどんな人と付き合ったらいいと思う？　前は半年経たずに別れちゃったからさ」


    　クラスでも中心的な立場にある布ふ施せさんがメイド長に尋ねた。カバンにはまあまあ大きなぬいぐるみとかがいくつかついていて、いかにも女子高生を満喫してますというキャラだ。少なくとも、高鷲が勝手に敵認定しているタイプの女子高生であることは間違いない。


    　メイド長は女子に頭を撫なでられているのなど気にせずに、汐ノ宮さんの横に立って、ぼそぼそ言っているようだ。


    「そうですわね。付き合う前に、喫茶店にでも入って三十分ほど相手の男子に話をしてもらってみればいいですわ。その話が退屈なようでしたら、きっと布施さんと付き合ってからも楽しませることはできないでしょう。逆に三十分間、布ふ施せさんを引き込むだけのことができるなら、その人と過ごしても、つまらないという事態は防げると思います──とメイド長は申しておりますわ。無論、その方の人格のほうは別個にご確認ください」


    　なかなかメイド長、真ま面じ目めな回答を行ったらしい……。


    「メイド長、すごくない!?」「卵みたいなのに、めっちゃ頼りになる！」「これはランラン、よい子に育つわ！」


    　まさか、メイド長があんなに役立つだなんて！


    　今日もほかの女子たちとお弁当、一いつ緒しよに食べてたよな。ミス西高セイコーとはいえ、小柄な汐しおノ宮みやさんは妹キャラのポジションで、クラスの女子から認知されているようだ。放ほうっておけない部分があるし、それはわからなくもない。


    　西高祭は確実に高たか鷲わしと汐ノ宮さんにとって、クラスでプラスに作用した。


    　──人ひと研けんの中で俺だけ、クラスで何もプラスになってない。


    　当然のことではある。なにせ、二人はクラスでやったメイド喫茶でも、しっかり活躍した。メイド喫茶のメイドさんとなれば、それは主役だ。


    　一方、俺は事前の荷物運びのみだった。


    　安土城を建てた織お田だ信のぶ長ながの名前は歴史に残っても、土木工事で働いていた多数の人間の名前は残ってないのと同じで、縁の下の力持ちは評価されない。それこそ、替えはいくらでもいる。


    　いくら人研が評価されたからといって、十月になって、俺とぜひ友達になりたいと思わせるほどの力はない。


    　ぼっちを完全に脱却する方法なんて、とてもじゃないがわからない……。


    　人研が軌道に乗っているからこそ、俺個人のクラスでの絶望的状況が目立つ。


    　どうすればいい？


    　どうしようもない……。


    　周囲の音を遮断するように英単語帳を引っ張り出した。それは敗者の象徴だった。


    　学校は勉強に来るところだけど、なぜか友達がいるかどうかでヒエラルキーが決定される場所なのだ。そういうルールだから、しょうがない。俺も学生である以上、ルールには抗あらがえない。


    　英単語帳を読みだしたのとほぼ同時に坊ぼう城じよう先生が入ってきた。こんなことなら、もう少しだけ耐えていればよかった。


    「遅れてごめんね。何かある？　何もないよね～」


    　本当にこの担任、軽いな！　二学期になって、さらに悪い意味で慣れが出てきて、軽くなってるな。


    「そういや、修学旅行も迫りつつあるよね。来週ぐらい、具体的に話をしようかな～。でもその前にハロウィーンがあるよね～。盛り上がるのはけっこうだけど、羽目をはずしすぎないようにはしてね～。私としてもここが正念場なの！　率直に言うと、出会いを作りたいわけよ！」


    　その話、クラスで生徒にするべきことか！


    「じゃあ、解散！」


    　おい、担任！　やっつけ仕事にもほどがあるぞ！


    　あの人を人ひと研けんの顧問にして本当によかったんだろうか……。


    



    　　　　★


    



    「ぼっちからの脱却が本当に難しいってよくわかったわ」


    　放課後、シミュレーション室に行ったら、真っ先に高たか鷲わしに言われた。


    「これがいっそイジメなら、児童相談所に行くとか、登校を一時的に控えるとか、まあ、すぐに解決するかは別としても対処法は言えなくはないじゃない。でも、ぼっちって是正されねばならない不正義ではないから、そういう戦い方ができないわよね」


    「冷静に言うな。余計、絶望的になる……」


    　俺は力なく、外の運動場を見る。運動部の連中が全員、リア充に見える。


    　大半の机は後ろに追いやられて、空あいてるスペースに俺たちは各おの々おの椅い子すだけ出して座っている。俺の椅子がドレインの関係もあって、窓寄りだった。窓の奥に俺の異能力を受ける人間は存在しないので効率がいい。


    「まあまあ。修学旅行は日中、自由行動だったはずですので、その時間は愛あい河かたちと回りましょう！」


    　愛河がまた天使のような提案をしてくる。むしろ天使より愛河のほうが格上だ。


    　愛河と修学旅行を楽しめるなら、部屋に戻ってからのつらい時間（修学旅行の部屋の時間がつらくなるのは中学で経験済み）も乗り越えられるかもしれない！


    「菖蒲あやめ池いけさん、あまり甘やかしてはダメよ」


    　高鷲がすぐに余計なことを言った。


    「そりゃ、修学旅行がグレ君にとっての目下の課題なのは事実だけど、ズルでクリアしてもグレ君のぼっち体質は何も解決しないわ。それは次の世代に国の問題を丸投げする政治のようなものよ。しかも、仲が良くもない男子と同じ部屋になるという点も残ってるし」


    　やたらと大きなことでたとえられた。しかし、言ってることは正しい。


    　高鷲の物言いは厳しいが、あくまでも親身なのだ。


    　ぼっちであることには正面から向き合わないと解決できない。ブラックボックス化して、語ること自体を禁じてしまったら、何も変わらない。もう少し、言葉をやわらかい毛布でくるんでくれてもいいけど。


    「ちなみに、高鷲は何か策は思いつくか？　絶対思いつかないだろ？」


    「はい、出ました、『代案がないなら否定はしてはいけない』という謎なぞのロジック」


    　いちいちムカつく言い方をしやがって……。これが男子だったら殴なぐって……はいないな。デコピンぐらいでやっぱりとどめてるな。俺の場合、ドレインのダメージもデコピンに追加されるけど。


    「でも、えーりんも、ランランもクラスで仲良くやれてるみたいですし、人ひと研けん最大の課題が業なり平ひら君のことになってるのは事実ですね」


    　愛あい河かが右の頬ほおに人差し指をあてながら、思案するふうに言う。


    「ですわね。当面、人研で行わなければならないような行事もありませんわ」


    　汐しおノ宮みやさんにまで追認されてしまった。自分の問題が最後まで残るって、ものすごく恥ずかしいな……。


    　女子三人に自分の友達いない問題を議論されるって、相当な羞しゆう恥ちプレイだな……。地獄の中に一つぐらいこういうのあるかもしれない……。


    　でも、俺みたいな奴やつがどうにかするために人研は生まれたも同然だから、ここはみんなの誠実さに喜ばねばならないところだ（念のため、断っておくが、羞恥プレイで喜んでいるという意味ではない）。


    「かといって、ずっとグレ君の心配ばかりする活動というのも辛しん気き臭くさすぎるし、同好会としてほかの課題も必要ね。グレ君のことはなんか思いついた時にどうにかしましょ」


    　あっ、これはずっと放置される展開だ……。


    　でも、俺がクラスで友達作れるようにどうにかしろと言えるほど恥はじ知らずでもないので、どうしようもない。


    　もう高二だ。先生が「みんな、業平君と遊んであげなさい」とクラスで言うわけにもいかない。むしろ、そんなことをされたら俺じゃなくても当事者は学校に行かなくなる。


    「課題ですか。人研の柱となる継続的な活動がいりますわね」


    　またメイド長が汐ノ宮さんに何か吹き込んでいたので、これは汐ノ宮さんの案というより、メイド長の案だ。


    「同好会なのですから、来年、新一年生が入るかもしれませんし」


    「私が新一年生なら人間関係研究会なんて、怪しいところには絶対入らないわ」


    「おい、お前がつけた名前だろ！　徹底して貶おとしめるのはやめろ！」


    「それじゃ、在校生を対象にした大だい勧かん誘ゆう作戦を計画しましょう！　今、人研はノリにノってますからいけますよ！」


    　愛河は右手をグーにして上に軽く振り上げた。オーバーリアクションがいちいちかわいい。俺がやったらだだすべりするのが確実なだけに、人間って不公平だと思ってしまう。


    「菖蒲あやめ池いけさん、なんでもかんでも『大』をつけたらいいってもんじゃないわよ」


    　高たか鷲わしもいつものようにクソリプをしていた。


    「じゃあ、人研勧誘大会でどうでしょう！」


    「絶対に大会じゃないでしょ。あなた、将来、ホームパーティーや鍋パーティーを開く時に大会って名づけちゃうタイプね」


    　クソリプではあるが、愛あい河かが「明日はトマト鍋大会ですよ！」とか言ってる画えがしっかり想像できた。


    「でも、勧かん誘ゆうとなると難しいよな……。ビラを作って貼るぐらいしか思い浮かばない……」


    「デザインなら任せて。私の姉にやらせるから」


    　こいつ、自分の親族はいくらでもこき使う気だな……。


    「そういえば、西高セイコー祭さいのポスターも作らせてたな……」


    「姉なら、賞味期限の切れたチーズのような安さで使えるわ」


    　自分の姉妹に高たか鷲わしがいなくて、マジでよかった。


    「う～ん、どちらかというと、人集めよりも悩んでいらっしゃる方に、個別・具体的に対策を提案することを考えていくべきかと思いますわ。もし、多人数になりすぎても、活動内容があいまいになっていくのではと危き惧ぐします」


    　汐しおノ宮みやさんはとことん優等生的な発言をする。成績に関しては高鷲が学年最強の優等生なのだが、どうも発言は反社会的で、優等とは言いがたい。


    「汐ノ宮さんの言いたいことはわかるわ。けど、そうそう、ここの門戸を叩たたく勇気ある人間はどっちみちいないでしょ。それだけの勇気があったら先に自力でどうにかしてるわよ」


    　高鷲の厄やつ介かいなところは否定内容がだいたい正論で文句を言いづらいところだ。


    「汐ノ宮さんは人として強すぎるのよ。あなたほどの強さがあれば、人ひと研けんがなくても、いずれ好転してたわ。でも、大半は自分から相談にすら来られないもの」


    　高鷲の言葉はさりげなく、汐ノ宮さんを褒ほめていた。高鷲も人間的にというか、人格的に成長していると思う。基本は否定から入るけど。


    　そりゃ、人間関係研究会に人間関係の悩みをぶちまける勇気がある時点で、もう勝手に動いて解決できそ──


    　どんどん、どんどん。


    　最初、何の音かわからなかった。


    　多分、五階のシミュレーション室を使うようになって、初めて聞いた音だったからだ。


    　部屋の扉がノックされている。プライバシー重視というわけではないが、部屋の扉は一応閉めていた。こいつら、何やってるんだって覗のぞかれると嫌いやだからな。


    　この部屋のノック音だという理解が共有されると、高鷲の顔がこわばった。


    　敵が来たような表情だった。


    　相変わらず、コミュニケーションに慣れてないな。


    　どんどん、どんどん。


    　俺たちの反応が遅れたせいで、もう一度ノックが行われた。


    「どうする？　居留守を使う？」


    　こころなしか、小声で高たか鷲わしが言った。


    　高鷲、異常事態の対応はあまり上う手まくないな……。


    「そういうわけにもいかないだろ……。緊急の事態かもしれないし」


    「差し迫った状況であんなご丁てい寧ねいにノックをする人間はいないわ」


    「丁寧なようなら開けてもいいだろ。ダンジョンの中じゃないんだから」


    「わかった、開けてもいいわ──でも、責任はグレ君がとってね」


    　おい、待て。さらりと俺一人に余計なものを背負わせるな。


    　だが、俺が文句を言う前に、もう愛あい河かが立ち上がっていた。


    「はいはーい。お待ちくださーい！」


    　愛河は最初から開けるつもりだったけど、高鷲の同意を待っていたらしい。これだけわがまま言っても自分を尊重してもらえてる高鷲は愛河に感謝するべきだ。


    　俺たち、座って待っているメンバーは当然、ドアのほうに目がいく。


    　ノックの音からすると、女子だろうか。でも、まあまあ強めだし、男子かな。どっちの可能性もまだある。シュレディンガーのドアノックだ。


    　ただ、本音を言うと──


    　そこにいるのが、男子であってほしかった。


    　といっても、俺は同性に恋愛感情を持つ人間ではない。


    　男友達がほしいからだ。


    　さらに贅ぜい沢たくを言うなら、来るのがクラスの男子であってほしい。それでクラスの男友達問題が解決できる！


    　あと、男子のほうが初対面の人間である場合、圧倒的に話しやすいし。


    　俺のほかが女子だけの人ひと研けんで言っても説得力がないが、面識のない女子と話すよりは、面識ない男子と話すほうがすごく楽だ。


    　じゃあ、クラスの男子とも話せるだろうと言われそうだが、親しくない知り合いと話すのと、面識すらない知り合いと話すのとなら、後者のほうがずっと楽だ。


    　これまで話してないのにいきなり話しかけるって不自然だからな……。


    　もう、クラスの男子たちの中では壁ができているのだ。そうそう、破壊できないほど分厚い壁だ。だから、何かの理由があって人研に来たというような、例外的なパターンでしかその壁をかいくぐれない。


    　来い。クラスの男子！　実は友達がいないとかで悩んでてくれ！　なんか人の不幸を願う奴やつみたいだけど、とくにそういうわけではない！


    「いらっしゃったの、坊ぼう城じよう先生じゃありませんの？」


    　俺がどうでもいい心理戦をしている横で、汐しおノ宮みやさんが現実的なことを言った。


    　ほんとだ……。その線が一番濃いよな……。そもそも生徒であるかすら怪しい。


    　もっとも、答えはどうせすぐに出る。


    「はい、どちら様ですか？」


    　愛あい河かがゆっくりと扉を開いた。


    　そこに立っていたのは、ショートボブの女子（？）だった。


    　なんで「？」がついたかというと、間違いなくスカート姿なのだが、顔立ちが中性的なのだ。こういう顔の男性アイドルがいてもおかしくない。背もすらりと高いし、黒髪にリボンみたいなわかりやすい記号もついてないので、確認に時間がかかった。


    　第一印象は、「この子、男子だったら絶対に女子にモテるな」だった。


    　男臭さがないというか、清潔感がある。少女漫画から抜け出てきた感じがある。しかも、やさしそう。少女漫画の中で一人称が「ボク」の奴やつだ。金髪のオラオラ系の男を諌いさめたり、女子主人公をかばったりする役回りの奴だ。


    　ちなみにタイの色で、一年生だとわかった。二年で見た記憶はあまりない。


    　そもそも、二年の女子の顔と名前すら大半、一致してないが。ぼっちはマジで異性の名前を覚えてない。自分が一年の時も、あまり存在感がない女子の顔と名前は一致しないまま、進級してしまった。


    「あっ、あの……」


    　その中性的な後輩女子は目の前にいる愛河のことしか見えてないらしい。


    　受付の人間をスルーするという選せん択たく肢しは絶対ないから、ここまでは自然だ。


    「はい、なんでしょう？　ここは人間関係研究会ですよ！　ちなみにこの愛河はお菓か子し早食い大会の優勝者です！　えっへん！」


    　きっと、今、愛河がドヤ顔してみせていると思うが、俺からは背中しか見えない。愛河のドヤ顔、見たい。


    「やっぱり、この部屋、人間関係研究会ですよね……。ということは、ミス西高セイコーの……」


    　後輩の視線が部屋の中に移る。


    　その言葉から汐しおノ宮みやさんを捜しているのはすぐに知れた。


    　とはいえ、汐ノ宮さんはおしとやかなので、「ミス西高ですわと」ドヤ顔はできない。


    　ちょっと戸惑い気味になっているところに、高たか鷲わしが「汐ノ宮さん、呼ばれてるわよ」と軽く助け船を出した。


    　困っている人のために何かができるとは……。高鷲も成長したんだなと親みたいな感慨深い気持ちになった。


    「ええと、わたくしがミス西高を運よく獲得した汐ノ宮嵐らん蘭らんですが、何かございましたでしょうか？」


    　汐ノ宮さんが自分の胸のあたりに、ふわっと右手を置く。


    　相変わらず、お嬢様っぽさと育ちのよさがにじみ出ている。


    　汐しおノ宮みやさんを見つけた後輩は、どこか救われたようなほっとした顔になって、それからすぐに今度は思い詰つめたような硬い表情になった。高たか鷲わしがよくなる表情だ。


    　まだ状況が読めないが、俺なりに推理してみよう。


    　この後輩は新聞部の部員ではなかろうか。


    　それでミス西高セイコーの取材に訪れたというわけだ。新聞部といっても、一年生が二年生だらけの人ひと研けんに乗り込むのはそれなりにびくびくする経験ではなかろうか。


    　まして、汐ノ宮さんが在室中かドアを開けるまではわからない。それが表情に出ているのだ。なかなか名推理だと思う。


    　ただ、一つ、難点がある。


    　西高の新聞部って去年、廃部になったはずなのだ……。


    　なので、何をしに来たのか全然わからん……。


    　緊きん張ちようはしているようだが、友達がいないような暗いキャラにも見えない。


    　暗いキャラとかでなければ、友達がほしくても、むしろ人研の門は叩たたかないほうがいい。


    　その後輩はゆっくりと汐ノ宮さんの前にまで来た。


    　汐ノ宮さんも立ち上がるが、後輩である彼女のほうが背が高い。どっちが後輩かわからない。


    「あの、汐ノ宮先輩、その…………私は朝あさ熊くま雫しずくと言います」


    「はい、どのようなご用件でしょうか、朝熊さん？　なんなりと言ってみてくださいませ。わたくしで力になれることなら、お話をお聞きしますわ」


    　汐ノ宮さんはミス西高になってから、一層可か憐れんさが増した気がする。全身から気品が漂っている。


    　やわらかな汐ノ宮さんの態度に対して、後輩の朝熊さんのほうは、ますます硬くなっていた。


    「ええとですね……唐とう突とつな申し出だということは、百も承知ではあるのですが、一念発起してやってきましてですね……あ、早くしないとまた消えちゃうな……」


    　言葉もしどろもどろだ。聞いているこちらが落ち着かなくなってくる。


    　つまり、何なんだ？


    　汐ノ宮さんはどんな要望にも塩対応をすることはないから、堂々と言えばいいって！


    「メイド長もひたむきな人には手を差し伸べたいと言っていますわ。あ、そこにいるのがメイド長ですわ。紹介したから、見えますわよね？」


    　メイド長、そんな意識高いことを思ってるのか……。汐ノ宮さんの横にいるから、俺からはのっぺりした背中しか見えんが。


    　朝熊さんは、そこで両手を腿ももの両側にぴたりとつけて、軍隊みたいに姿勢を正す。


    「先輩、汐ノ宮先輩……汐ノ宮先輩……」


    　ただ、名前の先がなかなか出てこないようだ。


    「あんまり名前を連呼してると、汐しおノ宮みやさんを呪じゆ詛そしているようね」


    　高たか鷲わしが嫌いやなたとえ方をした。


    「思考がネガティブすぎる」


    「グレ君って、クラスでもほかの集団のカラーに染まらずに独立独歩で生きてるわね。素晴らしいわ」


    「俺の惨状を強引にポジティブに表現するな……」


    　やっぱり、俺に対してのやさしさはまだまだ高鷲には足りない。いや、そんなことより、朝あさ熊くまさんのことだ。うかうかしてると聞きそびれる。


    　結論から言うと、その心配はなかった。


    　彼女の声は大きくて、部屋全体によく響ひびくものだったから。


    



    「汐ノ宮先輩、私を弟子にしてくださいっ！」


    



    　俺はおそらくぽかんと口を開けていたと思う。


    　弟子？　どういうこと？　バトル漫画か伝統工芸か武道の世界ぐらいでしか聞かなそうな単語が出てきた……。


    「あの、勘かん違ちがいなさっていませんか？　わたくしに弟子入りと言われましても……。愛あい河かさんなら格闘技を習っていらっしゃいますが……」


    　あっ、なるほど。愛河に格闘技を習うなら辻つじ褄つまも合う。


    　メイド長もあっちが菖蒲あやめ池いけさんですよと示すように、愛河のほうに目を向けた。


    　だが、そうではなかった。


    「私、ミス西高セイコーになった汐ノ宮先輩に弟子入りして、自分を変えたいんです！」


    　窓を開けてはいたが、それでもその声は部屋の中によく反響した。


    　その意欲だけは人ひと研けん全体に伝わった。


    　しかし、すぐに了承しましたということにはならない。ちょっとボールペン貸してくださいなんて次元の頼みではないのだ。


    「弟子入りと言われましても、わたくしは人に教え諭さとすようなファッションセンスも知識もありませんわよ……。ミス西高も、高鷲さんに言われて、急きゆう遽きよ参加しただけのことで……。言うまでもなく、モデルの経験などありませんし……。性格もどちらかといえば内気ですし……」


    　汐ノ宮さんは右手を左右に振って、違う違うというアピールをしていた。顔にも、どうしようと書いてある。


    　彼女特有の強めの謙けん遜そんが含まれているとはいえ、誰だって否定するだろう。内容が内容だけに、自分はそんな器じゃないと言うしかない。


    　それに、あれは高鷲が強引に参加させた偶然の事態なのだ。別に汐ノ宮さんがミス西高になるためにたゆまぬ努力をしていたわけではない。だから練習に付き合わすこともできない。


    「いえ、そこはまったく問題ありません！　よろしくお願いします！」


    　でも、朝あさ熊くまさんも退ひく様子はない。弟子にしてくれと五階にまで来て、「ダメですか。では失礼します」とは言えないだろうが。


    　背水の陣の武将みたいなもので、彼女も戦うしかないのだ。


    　と、高たか鷲わしから、俺の胸に一口チョコが飛んできた。


    　高鷲のほうを見たら、ちらっとこちらを見ていた。それから、汐しおノ宮みやさんのほうに視線をやった。


    　無論、チョコでも食べなさいという意味ではない。ぶつけて意識を向けさせる通信手段だ。この場合は助けてやれということだ。


    　ここで、いやお前がやれよとつまらない協議をしている時間はない。


    「それって、あれかな？　汐ノ宮さんみたいな女の子っぽいキャラに憧あこがれてるとか、そういうのかな？」


    　俺は迷いながらも、座ったまま後輩の朝熊さんに話しかけた。


    　タメ口だけど、タイの色で先輩と後輩の区別は明らかにわかるし、大丈夫だよな？


    　なれなれしくてキモいってふうにはなってない……はずだ。後輩の女子と話すケースなど、ドレインのせいで中学もずっと帰宅部だった俺には皆かい無むと言ってよかった。


    　ひとまず、今ある情報の中で仮定を作りだしてみる。


    　この子は中性的な雰ふん囲い気きの子だけど、そういうキャラを好きでやってるわけじゃなくて、実はフェミニンな格好や甘ロリみたいな格好をしたいのではないか。かわいくなりたいというのは、女子におけるごく普通の願望だと思う。


    　いや、別にガチムチの男がピンクの甘ロリで金髪縦ロールにしてもいいけど。そこは表現の自由だけど。ぶっちゃけ、異様ではあると思う。


    　で、いかにもロリータな格好が似合う汐ノ宮さん（実際、メイド服も最高に似合っていた。普段、着てるのはメイド長のほうだが）に、指南を受けに来るというのは、そうずれた話でもない。


    　なにせ、ミス西高セイコーなのだ。


    　本気で縄なわ跳とびの世界一になりたい奴やつがいたとしたら、縄跳び世界チャンピオンのところに弟子入りに来るだろう。日本の大会で二十五位の奴に教えを乞こうより、そっちのが近道に見える。


    　ところで、俺が話しかけたのに、彼女、こっちを向いてもくれない。


    　まさか、無視されているのか!?　いやいや、そんな露ろ骨こつなイヤガラセはいくらなんでもないはず……。これは聞こえてないやつだ……。


    「グレ君、ドレインのせいで普段から離れてしゃべってるから、おそらく対話の距離感になってないわよ。あと、グレ君、座ったままだし」


    　高たか鷲わしからアドバイスが来た。このミスは意外だったらしく、高鷲ですらいたたまれないような表情で俺を見ていた。高鷲にまで同情されているという、地味に恥ずかしい状況……。


    「えと、ええと、朝あさ熊くまさんは、汐しおノ宮みやさんのような女の子っぽいキャラに憧あこがれているとか、そういう理由で来たのかな……？」


    　俺は立ち上がって、一歩近づいて、もうちょっと大きめの声で言った。


    　やっと朝熊さんもこちらに顔を向ける。


    　これで汐ノ宮さんの混乱は緩和できた。援軍の意味はあった。


    　今度は朝熊さんのほうが戸惑う番だった。


    　汐ノ宮さんに弟子入りを志願していた時と比べても、顔が紅潮している。


    　向こうも向こうで意図がストレートに伝わらずに、焦あせっているのだろうか。


    「別に今のキャラが嫌いではないんですが……私、口数が少ないほうで……その……」


    　たしかに口数が少なくて、かつ美しい人間はクールなキャラと認識されがちだ。


    　美しいという点が重要で、そうじゃなきゃ暗いと言われる。美形であれば、黙っていてもぼっちで暗そうな奴やつとは見えないのだ。やはり人間って見た目が九割どころか九十割である。


    　だいたい、この世界に出回っている恋愛要素のある作品の九割どころか九十割は男女が美形だから成立している。ラブコメはかわいいキャラやかっこいいキャラが主人公の近くにいるからどうにかなるのであって、それが妖怪みたいなのだったらジャンルが変わる。


    　くそっ！　俺も超かっこよく生まれていれば……女子からもドレインでかわいそうな美少年とか思われたものを……。


    　違う、違う。俺のひがみはまったくどうでもいい。


    「もしかして、話すのが苦手だから人間関係研究会でその練習をしたいってことかな？」


    「話すのを改善するだけでどうにかなるというのは思い上がりよ。大半のぼっちはもっと根が深いわ。たとえば、そこの波は久ぐ礼れ業なり平ひらって二年生はクラスでしゃべれる男子、いまだに〇人よ」


    「わざわざ俺を生いけ贄にえに捧ささげるな！」


    「二、三人とかじゃないのよ。〇人よ。かける百をしても、かける千をしても〇人よ」


    「こんな時だけ饒じよう舌ぜつになるな！」


    　高鷲のやつ、俺に対応役をやらせておいてから、自分は好き勝手言うとは……。ほんと、親の顔を見てみたいわ……。ちなみに母親と姉の顔は、そういうの関係なしにしても見てみたい。美形一家なんだろうか。


    「えーりん、今のはひどいですよ。業平君にもこれから友達がたくさんできますよ。こつこつ努力してきた人は報むくわれます！　愛あい河かが習ってるジムでもそういう人がいっぱいいます」


    　すぐに愛河がフォローを入れてくれた。愛河の半分はやさしさでできている。そのやさしさがあるので高鷲に毒舌喰くらっても生きていける。いつもありがとう、ありがとう……。


    「菖蒲あやめ池いけさん、拳こぶしと拳の語り合いすらグレ君はできないの。だから、ジムのたとえは適切とは言えないわね」


    「それは……そうかもしれませんね……」


    　くそっ！　ディベート対決では偏差値がクソ高い高たか鷲わしに軍ぐん配ばいが上がる！


    「だいたい、私たちとごく普通にしゃべってるみたいに、グレ君はしゃべれないわけじゃないのよ。でも、しゃべる空気をクラスで作れない状態なの。それは別種の技術なの」


    　思わず、俺まで首しゆ肯こうしていた。


    「今から新しいコミュニティに所属するなら会話術の意味もあるけど、現時点でクラスで浮いてるならそれは手の施ほどこしようがないわ。会話術の問題じゃない」


    　うんうん、そうだ、そうなんだ。


    「その点はグレ君がとっても詳くわしいから聞いてみなさい」


    「やめろ！　結局、俺の傷口をえぐる展開に持っていくな！」


    　でも、正しいよ！　俺はしゃべれないわけじゃないんだ！　クラスの人間と自然にしゃべれる空気を作れないだけなんだ！


    　そして、それこそが異能力のせいとはいえ、どうしようもないほどの難問で、人ひと研けんが一定の成果を出している今ですら、まったく解決方法が見いだせてない大問題なのだ。


    　科学技術とか医療とかこの百年で大幅に進展したんだから、コミュニケーション対策も進展させてほしい。話す相手がいない気まずさとか解消させてほしい。


    「あの……皆さん、朝あさ熊くまさんから話がずれていますわ……」


    　汐しおノ宮みやさんの言葉で俺たちは根本に立ち返った。


    　本当だ。高鷲の横よこ槍やりのせいで入ってきた部外者を放置するという、かなり無礼なことをしてしまった……。俺が逆の立場ならいたたまれないだろう……。


    　すでにできている集団でだけ盛り上がって、部外者を入れない空気って、閉鎖的でよくないと思っていたのに、それを自分でもやってしまった。


    「ごめん、朝熊さん。俺の話はマジで関係な──」


    　俺の言葉は途中で切れた。


    　別に刺し客かくに急襲されて、死んだとかではない。俺の心臓はいつものペースで動いている。


    　朝熊さんがいないのだ。


    　まさか、自分をスルーして盛り上がってるのにあきれて帰った？


    　いや、いくらなんでも部屋を出るのに気づかないほど熱中はしてない……。


    「あれ、彼女、どこにいったの？」


    「えっ？　もう帰っちゃったんですか……？　愛あい河か、まったくわかりませんでした……。くのいちさんですか？」


    　高鷲も愛河も信じられないという表情をしている。いくらなんでも、愛河が言うように忍びの者じゃないだろ。伊い賀がの者も甲こう賀がの者もおらんだろ。


    　やはり、忽こつ然ぜんと姿を消したようだ。


    　もしも、この謎なぞが三分もわからないままだったら、怪奇現象かと思って気味悪がったかもしれないが、答えは比較的すぐに出た。


    「すみません、まだ、ここにいます」


    　声がした。


    　確実に朝あさ熊くまさんの声だ。それもごく近くだ。


    「どきどきしてたのはわかったので、そろそろなるかなと予感はしてたんですが、やっぱりなっちゃいましたね……」


    　と、いないと思っていたところに、朝熊さんが突とつ如じよ出現していた。


    「うわああっ！」「ひゃっ！」「わっ！」「ほえぇ……」


    　人ひと研けんメンバー全員が声を出した。どことなく呑のん気きでニュアンスが違うのが愛あい河かだ。
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    「これ、私の異能力なんです。名前は『強制カメレオン』って言うんですが、この名称でだいたい見当つきますよね？」


    　申し訳なさそうに言う彼女の顔を見て、異能力の効果に関しては予想がついた。


    「つまり、自分の意思とは関係なく、周囲の人間から見えなくなるってこと？」


    「はい、そのとおりです……」


    　同意というより謝罪みたいな調子で朝熊さんはうなずいた。


    「あくまでカメレオンなんです。なので、物理的に消えるわけじゃなくて、人から見えなくなるんです。私はずっとここにいました」


    「なるほどね。便利なようで厄やつ介かいな異能力ね」


    　腕組みしながら高たか鷲わしが言う。うつむいているが、厄介な異能力を持つ者同士、多少は共感しているのかもしれない。


    　そして、高鷲はちゃんとこの問題の要点がどこにあるかわかっていた。


    「それで、『強制カメレオン』の発動条件は何なの？」


    　高鷲の尋ねたそれが、ずばり、最も重要なポイントだ。


    　役に立たず、害にすらなる異能力だろうと自分で抑制できるならなんら問題はない。使用しなければいいだけの話だ。


    　その発動条件こそが、彼女が汐しおノ宮みやさんに弟子入りに来たことと大きく関係しているはずなのだ。


    　プロボクサーが自分の視界に入った人間を全員殴なぐったら、とんでもないことになるが、そんなことはない。試合や練習でだけ殴るからトラブルも事件も起きない。


    　しかし、ここにいる人ひと研けんの俺たちみたいに常時発動していたり、自分での抑制がまったくできない異能力もある。


    　告白するのがつらいのか、朝あさ熊くまさんも少しうつむき気味になる。


    「発動条件は、緊張することです……」


    　緊きん張ちようとは、またシンプルにして面倒極まりない条件だな。


    　生きてれば緊張することだってあるだろうし……。


    　もっとも、緊張状態にあるということは、最低でも何か特別な環境にあるということで、そこで身を隠すというのは、本来のカメレオンとしては正しいことのような気もする。爆笑した時だけ消えるとかだったら、それこそ本当に意味不明の異能力だ。


    「あっ！　あなたがアーサー王なんですね！」


    　愛あい河かが変なことを言った。


    「菖蒲あやめ池いけさん。現実と物語の区別ができなくなったの？　その子はアーサー王でもヤマトタケルでもジャンヌダルクでもないわよ」


    　また、高鷲の辛しん辣らつな口撃こうげきがきたが、愛河には愛の結界が張られているので、ダメージにはならない。


    　それと学内の情報なら、学年トップの成績を誇ほこる高鷲よりも愛河のほうが上だった。


    「一年生にアーサー王と呼ばれてる美形の女子生徒がいるっていう噂うわさを聞いたことがあるんです。それで、そのアーサー王はたまに消えちゃうって話で」


    　ライオンの檻おりに入れられた羊みたいに怖々と朝熊さんはうなずいた。


    　姫ではなく、王と呼ばれるような美形の女子で、しかも消えるところまで一致していて、まったくの別人ということはありえないだろう。


    「そっか。朝あさ熊くまだけにアーサー王というわけね。『トンズラ熊五郎』だなんてあだ名にされなくてよかったわね」


    　そのあだ名は高たか鷲わしがイヤガラセでつけるセンスのやつだ。たしかに、『トンズラ熊五郎』よりはアーサー王のほうがいい。自分からアーサー王ですとは言いづらいが。


    　これで疑問を解くだけの情報はほぼ出で揃そろった。


    「朝熊さんは緊きん張ちようして上がっちゃうタチなんだね？　それで消えちゃうのが不便だから、なおしたくてここに来たと」


    　自分のまとめでほぼ間違いがないと思ってたけど、高鷲の苦情以外の異論が来た。汐しおノ宮みやさんからだった。


    「業なり平ひら君、それはおかしいですわ。それだったら、アーサー王という異名がつくほどに、彼女の存在が人じん口こうに膾かい炙しやしていることはないんじゃないでしょうか？　人前でおどおどしているなら、アーサー王だなんて勇ましい名前にはならないはずですわ」


    　人口に膾炙するって表現を本の中じゃなくて実際の会話で使ってる人、初めて見た……。


    　しかし、言われてみればそうだ。


    　そんなにしょっちゅう緊張していたら、ほぼステルス状態になっているだろう。


    　目についても、緊張した表情が珍しくないなら、王だなんて勇ましい名前はつかず、それこそ高鷲が『氷の姫』と呼ばれたように、『なんたらの姫』とか、せいぜい『カメレ王子』などと呼ばれるのではなかろうか。


    　おそらく、『カメレ王子』なんて案を口に出したら、高鷲に「センスが昭和三十年代」とか言われそうなので黙っておく。俺もダサいと思った。自覚はある。


    　ちらっと、上目づかいに朝熊さんが俺の目を見た。


    　その表情からすると、やはり王という感じはない。


    　女子の中でもほっそりとしていて、弱々しく見える。


    「あの……もう少し説明がいると思うので、話しますね……」


    「じゃあ、グレ君の解説は見当はずれだったということね」


    　高鷲、いちいちクソリプやめろ。


    　朝熊さんは俺の顔を見ようとしていたが、結局、そこで体をターンさせて汐ノ宮さんと愛あい河かのほうに向いた。高鷲も視界内にはいるが、当然、目を背そむけたので視線は合わない。


    　あれ、俺、避けられた？　いや、女子なら女子に向けて話すほうが自然か。これは被害妄もう想そうか。こういうなんでもマイナスに考えるのがよくないんだよな。もっと積極的にならないと。積極的になろうとして、すぐに変われたら何の苦労もないのだが。


    「私、誰にでも緊張するというわけではなくて、もう少し範囲は限定されてて──」


    「うん、どういう範囲なのかな」


    　ごく普通に尋ねたつもりだった。


    　しかし、注意でもされたみたいに、朝あさ熊くまさんの肩がびくっと吊つり上がった。


    　次の瞬間、また、ぱっと朝熊さんの姿が見えなくなった。


    「あっ！　消えちゃいましたわ！」


    「替え時の蛍光灯みたいね」


    「すごいですね！　マジックそのものですよ！」


    　愛あい河かの感想がずれてる気がするけど、これはなんでもポジティブに考える素晴らしい感受性だと評価したい。あと、高たか鷲わしのたとえは失礼。


    「……ごめんなさい。また、やってしまったみたいですね」


    　声は聞こえるので、そこに朝熊さんはちゃんといるらしい。


    「しばらくすると戻ってくると思います。ただ……あの男子の先輩はあまり話しかけないでいただけますか？」


    　声だけでも、俺の心はまあまあ傷ついた。


    　高鷲が納得したように軽くうなずいた。


    「グレ君、キモいから話しかけないでくれだって。ちなみに彼は波は久ぐ礼れ業なり平ひらって名前よ。ドレインの大たい家かのこと、一年でも広まってるでしょ」


    「高鷲、余計な解釈するな！　それとひどい紹介もするな！」


    　俺だって話しかけないでって言われて、そういう意味かと思って、グサッと来たんだ！　アーサー王のエクスカリバーが胸に刺さったんだ！


    「グレ君の一メートル以内に入ると、衰すい弱じやくしてくるから気をつけてね。言われなくても、そんなに近づきたいとも思わないだろうけど。きっと、グレ君なりの愛なのよ。周囲を傷つけないように、わざとキモさを出してるの。涙なしには語れないわ」


    　そう言ってるお前は悲しげな表情すら浮かべずに真顔じゃねえか！　お前、一回献血行ってこい！　緑色の血とか流れてるかもしれんぞ！


    「あっ！　キモいとかそんな意図はないです！　本当です！　信じてください！」


    　焦あせった朝熊さんの声だけが聞こえる。どうにもシュールな光景だが、キモいという部分が否定されてるので、まだ気持ちは落ち着いた。


    「そうやって必死になって否定してるところが怪しいわね」


    　なんで高鷲は俺がキモいという部分を認めさせようとするんだ……。それでも同盟相手か……。


    　一い身しん田でんさん、こいつの素行を改めるよう教育してやってくれ……。でも、どうせ高鷲は一身田さんの前ではごく普通の友達をやってるんだろうな……。俺だけに強きよう烈れつな毒を吐いているんだろう……。


    　そして、朝熊さんが再び俺たちの視界に復帰した。


    　俺はものすごくいろいろ聞きたかったが、それでまた消えられると困るので、視線もあまり彼女に向けないようにした。


    「見えてますか……？」


    　どうやら消えてるかどうかすら自分ではわからないらしい。その点も含めて面倒な異能力だ。ちなみに鏡とかがあると、見えるんだろうか。


    「見えてますよー！　ばっちりです！」


    　愛あい河かの愛は下級生にも当然向けられる。


    「ご迷惑おかけしました。私、中学校までずっと女子校で、異性──つまり男子に対してものすごく緊きん張ちようするんです……。とくに、年上の男性に話しかけられると消えちゃいがちなんです！」


    　朝あさ熊くまさんの話す様子は、捕らわれの身のアーサー王といった感じだった。終始、おどおどしていた。王位について三十分ぐらいで寝首かかれて死にそうだった。


    「合が点てんがいった。異性と話すと緊張するというのは、俺もよくわかる……」


    「ちなみに、『不快な人間と話すと消えちゃう』の間違いだったりしない？」


    「高たか鷲わし、親しき仲にも礼儀ありだし、親しくない仲なら、なおのこと、礼儀は必要だぞ。大学入試に出なくても、よく覚えとけ。社会に出た時、困るぞ。むしろ、困って後悔しろ……」


    　俺も怒る時は怒る。これだけ言われて怒れない時点で、その「時」って、いつだという気もするが。


    「報復として、社会に出た時のグレ君をシミュレートする遊びをしてみるわ」


    「……マジでやめてくれ。ごめん、後悔しろって表現は取り消すから……」


    　むしろ、俺が余計な一言を言ったことを後悔した。毒舌で高鷲に勝てるわけないのだ。プロに素人しろうとが向かっても、返り討ちだ……。


    　高鷲の礼儀ぶった斬ぎり発言は置いておくとしても──緊張の理由は俺もたいへん共感できるものだった。


    　異性と話すハードルの高さは、俺も日々実感している。朝熊さんの苦しみもわかる。


    　俺だって女子に気さくに話しかけることなど、クラス内の女子でも不可能だ。向こうから話しかけられるケースなら、多少のやりとりはできるが、ほぼそんなものはない。


    　あるとしたら、一い身しん田でんさんがテニスラケットに載せたプリントやノートをこっちに向けてくる時の「取って」「ありがとう」の会話ぐらい。それ、コンビニ店員に「ありがとう」って言うのと同じレベルだ。


    　異性との会話を平然とクリアしている、カーストが上の男女を見ていると、本気でうらやましくなる。もはや、嫉しつ妬と心しんすら起こらない。


    　実は女子が盛り上がってる横で取り残されるというケースは今年になってから、まあまあ経験していた。


    　なぜかと言えば、愛あい河かと行動することが多くなったからだ。


    　かつてはサキュバス呼ばわりされて女子ウケが悪かった愛河も、今ではすっかりクラスの女子に溶け込んでいる。昼間など、一いつ緒しよに弁当を食べるのは基本で、ほかのクラスの女子が混じることすらあるらしい。


    　そんな調子だから、俺と愛河がいる時に、女子が愛河に話しかけてくることも珍しくない。たとえば、こんな感じ。


    



    「あー、愛河じゃん！」「どもー」「あっ、なっちーと、りかっちじゃないですか！」「もう、国語、マジ眠いわ。三十分以上寝てた」「それなら愛河は数学で四十五分寝たことありますよ」「らしい、らしい（笑）」「それ、さすがに欠席扱いでしょ？」


    



    　誰が誰だかわかりづらいかもしれないが、俺も相手の女子二人の区別がよくついてなかったので、ある意味当然のことだ。


    　そして、こういう時、俺は「あっ、愛河の友達なの？」などと話しかけたりすることは一切ない。


    　まるでそこに建ってた電柱のように、ほどほどに距離を置いて、突っ立っている。


    　この場合、距離を置いてるのはドレインとは関係ない。ドレインがなくても俺は離れていただろう。


    　愛河は、あとで必ず「別に避けなくてもいいですよー。みんな、いい人たちですからー」と言ってくれるのだが、俺はいい人か悪い人かみたいなことで判断してるんじゃなくて、ただ、ただ、話しかけづらくて、話せないだけなのだ。


    　異性というだけで、同性とは異なる高い壁がある。心象風景として三十メートルはあるような絶壁が俺の前にある。


    　愛河みたいに向こうからばしばし話しかけてくれるなら、そういうのも気にせずにすむけど、そんな例は極めて稀まれだ。


    「ああ、男のうっとうしい視線を浴びたりしたら、それだけで呪のろい殺したくなるものね。私もわかるわ」


    　高たか鷲わしが変な同意を示した。


    「呪い殺したくなるのはお前ぐらいだろう。そこに殺意を持ち込むな」


    　でも、『氷の姫』と呼ばれるほどの美び貌ぼうの持ち主なら、やたらとじろじろ見られたりするということもあるんだろうか。それこそ痴漢に遭あったりしたことがあれば、そりゃ呪いたくもなるはずだ。聞いたらセクハラだから聞けないが。


    　高鷲だって、異能力的に他人の視線を浴びたくない側の人間だ。一般人よりははるかに朝あさ熊くまさんに共感してる部分もあるだろう。朝熊さんは他人に殺意まで抱いだいてはないと思うけど。


    「この『強制カメレオン』のせいで、実は西高セイコー祭さいで大失敗をしてしまいまして……」


    　そこでまた思い出して緊きん張ちようが発生したのか、朝あさ熊くまさんが消えた。


    　しかし、一秒後にまた復活した──と思ったらすぐ消えて、また戻った。


    　一言で言うと、点滅している状態！


    「あなた、誰かからダメージを受けたの？　消えたり、出たりしてるわよ」


    「あ、そうですか……。たまにこうなる時もあるんです……。緊張と我慢しなきゃって気持ちが拮きつ抗こうしてる時になるんです……」


    　状況からして、西高祭の説明にプレッシャーがあるのだろう。


    「消えて大失敗したって、人にぶつかりまくったとか、そういうことですか？　それでクレープのクリームを人につけちゃったとか」


    　愛あい河かの仮説はいかにも愛河が考えそうなものだった。実際、クレープを買ってたし。


    「いいえ……。もっと、悲ひ惨さんです……」


    　朝熊さんは首をゆっくりと振る。


    　点滅のほうはまだ収まってない。これ、チカチカして目に悪いな……。


    「私のクラスは演劇をやっていて、私は主役の王子役だったんですが……」


    　うわ、圧巻の主役か！　やはりアーサー王なだけあるな！　まったく日陰者じゃない！


    　そこで、朝熊さんは思わず、両手で顔を押さえた。


    「男性のお客さんに見られてると思うと恥ずかしくて、劇の序盤から終わりまでずっと消えてしまってたんです！！！！！」


    　それはヤバい！　予想以上に深刻だ！


    「劇中にいきなり王子が消えて、客席から『消えた？』『どこに？』といった声がどんどん聞こえてきました……。私はすぐに裏に戻ったんですが、そんな事態になって、とても平静ではいられなくて、そのまま消えたままで……」


    　主役なのに消えるという失態をやったら、落ち着けるわけもないよな……。


    「結局、王子は急病で死んだことに設定を変更して、王子がいないまま最後まで劇は行われました」


    「あなたのクラスのアドリブ能力、なかなかすごいわね」


    　俺も高たか鷲わしに同意する。たとえば、桃から生まれた桃太郎が鬼退治に行く前に死んだら、どういう展開にすりゃいいんだ？　おじいさんとおばあさんが鬼退治にでも行くしかないぞ……。


    「あんなに人に迷惑をかけたことは人生初でした……。西高祭が終わってからも、ずっと落ち込んでました……」


    　ようやく朝熊さんの点滅が止まった。説明もひととおり終わったから、落ち着いたんだろう。


    「いや、それはあなたのせいというより、その配役でゴーサインを出した奴やつの責任でしょ」


    　奇跡的に高鷲がフォローをした。これはフォローというよりツッコミの範はん疇ちゆうか。


    「練習中は女子中心でやっていたから平気だったんです……。クラスの男子ぐらいなら、休み時間にいきなり話しかけられたりしない限り、そこまで緊きん張ちようもしませんし。でも、本番になって、知らない男の人がたくさん観客席にいて……それで……」


    　そりゃ、男子禁制とかでなきゃ、男の客もいるだろう。


    「異能力に目覚めたのは中学の時だったんですが、女子校だったので、このデメリットも最初はあまり気づかなかったんです。でも、高校で西高セイコーに入学して、深刻な異能力なんだと知りました……」


    　たしかに女子校と共学との差は大きそうだな。


    「男子の先輩、さっき、社会に出る時に困るとおっしゃってましたよね？」


    　この部屋で男子は俺しかいないので俺のことだ。


    「波は久ぐ礼れ業なり平ひらな。ああ……、高たか鷲わしがいつものひどい発言をしたから文句言った時だな」


    「私も西高祭で悟りました。異能力者ばかりのこの学校ならまだみんな理解もありますけど、このまま社会に出たら大変なことになるなって。だって、初対面の人に会うたびに消えたら、緊張してますと相手にわかってしまいますから。それが失礼に当たる時だってありますよね」


    「それは……あるな……」


    　変な話、男と出会うと必ず消えるとかなら、まだマシだ。


    　しかし、「強制カメレオン」の発動条件はあくまでも緊張なのだ。


    　Ａさんと出会っても平気なのに、Ｂさんの前では毎回消えるとかだったら、Ｂさんはどういうことだと思うはずだ。絶対に悪い印象を与える。


    「ですから、この緊張症を克服したいんです！」


    　朝あさ熊くまさんの表情はとても凛り々りしくて、しかも、しっかりとかわいくもあった。ある種、モデル寄りの正統派美少女と言ってよかった。


    「それで、汐しおノ宮みや先輩に弟子入りしたいなって……」


    　汐ノ宮さんのほうをじっと朝熊さんは見つめる。


    　ほとんど愛の告白みたいな思い詰つめた表情だった。


    「えっ……。男子慣れなら、わたくしよりもフランクな愛あい河かさんのほうが適任なのでは……？　わたくしも男子慣れしているわけではありませんわ」


    「だからこそです！　男子慣れしているわけでもないのに、ミス西高だなんて緊張の極致に達するようなイベントに出て優勝した、汐ノ宮先輩みたいに私もなりたいんです！　汐ノ宮先輩の生き方には見習うべきところがたくさんあると思うんです！」


    　そういう考え方もあるな。


    　愛河の物もの怖おじしない要素はなかば生来のものだ。


    　緊張は精神的なものだから、元の性格が違いすぎる人間ではあまり参考にならない。


    「でも、わたくしは人を指導できるような人間では……」


    　まだ汐しおノ宮みやさんは否定する。俺は三さん顧この礼れいという言葉を思い出す。汐ノ宮さんみたいに控えめな性格の人には三回ぐらい頼んで、ようやく受け入れてもらえるのだ。


    　だが、意外な言葉がヒットしたらしい。


    「汐ノ宮先輩──いえ、汐ノ宮師匠！　弟子にしてください！」


    　きれいな角度で、朝あさ熊くまさんは頭を下げた。


    　彼女のそこまで長くない黒髪がわずかに動いた。


    　そして、弟子入りを志願された側の汐ノ宮さんは──


    　目をきらきらと輝かせていた。


    　師匠という言葉がうれしかったのか？　そういうのにあこがれてたのか？


    　それに汐ノ宮さんは、人から頼られまくってきっぱりと断れる性格なんかじゃない。


    「わかりましたわ！　必ずわたくしがあなたを最高のレディに育ててみせますわ！」


    　言い放った！


    　背は低くても、その時の汐ノ宮さんには先輩の、否いな、師匠の貫かん禄ろくがあった。


    「考えてみれば、ここは人間関係研究会。人間関係を改善したいと悩んでる方に寄り添わないわけにはまいりませんわね！」


    　まさか、高たか鷲わしが愛あい河かを誘さそう時にテキトーにでっちあげた名称が、そんな崇すう高こうな理念を持ったものとして語られるようになるとは……。ウソから出たマコトとはこのことだ……。


    「朝熊雫しずくさん、でしたか。あなたを人間関係研究会は全力でサポートいたしますわ！」


    　さっと、汐ノ宮さんは右手を朝熊さんのほうに差し出す。


    　背後でメイド長も短い手を差し出すように向けた。お前も出てくるんだ……。


    「お願いいたします！」


    　朝熊さんもぎゅっと汐ノ宮さんの手を握にぎる。


    　今日の西高セイコーの中で最も美しい握手だと思った。


    　問題はいつのまにか、汐ノ宮さんへの弟子入りが人間関係研究会を挙げての課題になっていることだが──


    「いいじゃない。西高祭も終わって、ちょうど次に何をするべきか迷ってたところだし。ドリ子も文句なく立派と言わざるを得ない活動内容じゃない」


    　高鷲があっさりと了承したので、このまま人ひと研けんで協力することになるようだ。


    　その時の高鷲も、以前より毒気が抜けていたように見えた。二、三歳年上みたいな印象を受けた。


    　本当に一い身しん田でんさんと友達になったことで、高鷲は何か内面から変わりつつあるのかもしれない。


    「お前、やさしさが一割ほどアップしたな」


    「ちなみに、グレ君は何がアップしてるのかしら」


    　余計なことを言ったせいで、皮肉が返ってきた。これぐらいならかゆいものだ。


    　愛あい河かは早速、「あらためて自己紹介をしますね！　菖蒲あやめ池いけ愛河です。よろしく！」と男女かかわりなく、最高の笑顔を向けて、あいさつをした。その勢いで手もぎゅっと握にぎっていた。


    　早い。ボディタッチの展開が早い。女子同士だとこれができるんだよな。たまに寝る前に見る深夜アニメでも、女子キャラはけっこうこうやって身体接触している。男同士だとあれはない。俺の場合は、ドレインのせいでさらにない。


    「はい、よろしく……。菖蒲池さんのことも聞きおよんでいます……。お噂うわさはかねがね……」


    　多少、愛河の勢いに朝あさ熊くまさんは押され気味だったが、消えたりはしていなかったので、女子となら普通にコミュニケーションがとれるのだろう。


    「朝熊さん、クマクマと呼んでいいですか？」


    　愛河、今度はもうあだ名を決めようとするフェイズか！　息も切らせぬ攻撃か！　フランクすぎる。アーサー王ならぬ、フランク王か！　あっ、このネタ、寒いから絶対に口に出さないでおこう。


    「クマクマ……ですか。じゃあ、そう呼んでください。アーサー王よりはそちらのほうが好みです。女の子っぽいですしね」


    　もう人ひと研けんの受け入れ態勢は万全と言ってよかった。


    　次は順番的に高たか鷲わしが自己紹介する番だ。高鷲は座ったまま、顔だけ、朝熊さん側に向けた。


    「私は高鷲えんじゅ。あまり目を合わさないけど、異能力のせいなの。気にしないで。気になっても、私に気をつかって、気にならないふりをして」


    　ややこしい自己紹介だし、しかも自分に気をつかえというあたり、前代未聞だと思う。


    「あと、汐しおノ宮みやさんの紹介はもう必要ないわね。そっちの男子はさっきも言ったけど、波は久ぐ礼れ隅すみっこネズミ野郎業なり平ひら」


    「さっき言ったのと異なってる」


    「源みなもとの九く郎ろう義よし経つねみたいでかっこいいでしょ？」


    「隅っこネズミ野郎と九郎では情報の質が違いすぎるわ！」


    　どこの誰が隅っこネズミ野郎と自称するんだよ。


    　ただ、朝熊さんがくすっと笑っていたので、高鷲の毒舌も大目に見てやろう。


    　笑っているということは口元がゆるんでいるということ。


    　つまり、緊きん張ちようはしてないということだ。


    「じゃあ、明日すぐにっていうのは難しいから、週明け月曜日に、全員一人ずつ、朝熊さんの緊張の克服や改善に役立つと思われるネタを持ってくること。考えつかなかったっていうのは許さないから」


    　今日は金曜だし、土日をはさんだ月曜に案を出せというのは妥当なところだ。


    「考えつかなかったら、どうなるんですか～？」


    　愛あい河か、素すで何も出てきませんでしたとか言いそうだな……。失礼な想像だけど。


    「軽い場合でも口頭による注意、重い場合では人ひと研けんからの除名ね」


    「処分がきつすぎる！　あと、思いつかなかったことに関する、軽い場合と重い場合の差って何なんだよ！」


    「そこは日本人らしく、その場の空気なんじゃない？」


    　独裁者みたいなことを高たか鷲わしは言い出した。こいつが権力を握にぎったら、暗い未来しかないな。みんなの笑顔のためにもあんまり出世しないでほしい。


    「ところで、どうして、高鷲、お前が仕切ってるんだ？」


    　これ、主導権は汐しおノ宮みやさんが握るべきじゃないのか。


    「グレ君より人間の格が高いから」


    　しれっと高鷲が言った。


    「お前の財さい布ふには俺に失礼なことをするとポイントがたまるカードでも入ってるのか……」


    　案が出せなかったら除名というのは冗談にしても、高鷲の意識は思ったより高いと思った。俺は比較的付き合いが長いから、ふざけてるだけの時と、真ま面じ目めな時の違いがわかる。


    「汐ノ宮さんには言わずもがな健闘してもらうとしても、ほかの人研の人間が我関せずだなんてことはおかしいでしょ。同好会なんだから打開策ぐらいは持ってくるべきよ」


    　視線こそ床に向けられていたままだが、高鷲の姿勢は確実に上向きのものだった。


    　きっと褒ほめれば、ああだこうだ言い訳を作るんだろうけど──その時の高鷲は誰かのために何かをしようとしていたのだ。


    　これ、俺より人間の格が高いって発言を笑い飛ばせないな。


    　もし、クラスで同性の友達ができたことで高鷲が変わろうとしてるなら、俺も友達を作れないと、どんどん置いていかれる。


    　友達がいないことで偏へん屈くつになって、人としてダメなままになってしまったりしたら救いがないじゃないか。本気で俺も男友達を作っていかないとな……。


    　よし、来週はクラスの男子に話しかけるという目標を課そう。


    　すごく難しい目標だが、いけなくはない（ぼっちにとっては富士山に登るより確実にハード）。気持ちさえ強く持てばいける。


    「それでは、クマクマ緊きん張ちよう克服大会を実行に移しましょう！」


    　今度は愛河が大会名をつけた。高鷲の指摘どおり、愛河ってなんでもかんでも大会にしちゃうタイプだな……。


    「えいえいおー！」


    　愛河が右のこぶしを天井に向けて突き上げる。


    「はい、皆さんもご一いつ緒しよに！　えいえいおー！」


    　その言葉に俺と朝あさ熊くまさんもなんとなく、右手を上げていた。気恥ずかしさがあるので、とりあえずやりはしましたぐらいの勢いだったけど。


    　それと、高たか鷲わしは、言うまでもなく一いつ緒しよにやったりなどせずに椅い子すに座ったままだが──


    　汐しおノ宮みやさんも最大級の気合いを入れて、右の拳こぶしを振り上げていた。


    「やりますわよ！」


    「はい！　汐ノ宮師匠、お願いします！」


    　朝あさ熊くまさんもそれに追つい随ずいする。これからどうなるのか読めないが、とにかく「クマクマ緊きん張ちよう克服大会」がスタートすることは確定した。


    「でも、クマクマは元気ではあるようですし、この様子なら消えちゃう問題も早目に解決できそうですね～」


    　愛あい河かが楽天的なことを語っているのと、メイド長が「じぃぃぃぃ～」っと、朝熊さんに近づいて凝ぎよう視ししているのが同時だった。


    　メイド長、見慣れない人物に興味を持つのはわかるが、お前のほうが絶対に興味持たれる側だからな。そこのところ、わかってるのか。


    「こ、これ……どういう生物なんですか……？」


    「メイド長ですわ」


    　汐ノ宮さんの発言、答えになってないようで正しい。そうとしか答えられない。


    　無表情でメイド長は朝熊さんの真横にまでやってきた。


    「ほんと、何なんですか……。師匠の何なんですか……」


    　メイド長の目力というか、無表情の不気味さに負けた朝熊さんはまた消えた。


    　本当に早く解決できるのかな……。


    



    　　　　★


    



    　そのあと、朝熊さんは女子バスケ部に行き、俺たち人ひと研けんも解散、帰宅の流れになった。


    　バスケか。どうでもいいが、俺はバスケに関係なく、他人との距離がだいたいスリーポイントシュートになる程度離れてます。


    　自転車置き場から自転車を取って、校門のほうに出ていくと、高鷲が待っていた。高鷲はおそらく一い身しん田でんさんと一緒にでも帰ろうという腹づもりなのだろう。


    　去り際だと、考えてることをそう拘こう泥でいせずに口にできる。


    「お前があっさり人助けに協力するとは思わなかった」


    　そう、今回の課題は本当に世のため人のためになることなのだ。


    　一身田さん効果は、きっとこれまで隠れていた高鷲のよさを引き出している。


    　ありがとう、一身田さん。君がいてくれるおかげで、高鷲の周囲の人間すべてが利益を得られる。今後とも、無毒化・無害化をよろしくお願いします。


    「アーサー王と呼ばれてる有名人が人ひと研けんに通っているという話が広まれば、人研の地位も上がるでしょ。サプリメントのＣＭで芸能人が愛用してますと謳うたうようなものよ」


    「そうだな、人研にもメリットがあるよな」


    　急に世のため人のためと言われても気持ち悪いし、打算を語ってくれるぐらいのほうが俺としても気楽だ。


    「それにあの子の悩み、私たちにとってあまりにも他ひ人と事ごとじゃないでしょ」


    　高たか鷲わしが少し視線を上げる。


    　一秒足らず、視線が合う。


    　俺たちがとれるぎりぎりの範囲のコミュニケーションだ。


    「だな」


    　亀の歩みだか、カタツムリの歩みだかしらないが、俺たちは前進できている。


    「とくにグレ君の修学旅行対策はマジで難しいからね。比較的、簡単な問題で慣らすべきなのよ」


    「もっと聞きたくないことを聞いた……」


    　十月になってクラスで友達を作る。絶望的なほどつらい戦いだ。


    「私は慣らすと言ったのよ。グレ君の問題を無視するとは言ってないわ」


    　ちらっと、高鷲の横顔を見る。その顔は心外だと語っているようだった。


    　同盟相手をないがしろにすることはない、そういうことだ。


    「……ありがとな」


    　礼を言うのは、やっぱり照れくさいと思いながら、俺は自転車のペダルをぎゅっと踏んだ。


    　自転車は動かす時に一番、力がいる。


    　友達作りも、きっとそうなんだろうな。
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    　朝あさ熊くま雫しずく、異名はアーサー王。


    　西高セイコー入学当初から美しく、かつ、かっこいいと男女問わず評判になった長身の女子。期待を裏切らず、運動能力も抜群で、女子バスケ部のほうでも、一年でレギュラーを獲得。


    　その人気は折り紙付きで、告こくられたことも最低四回はあるらしい。なお、そのうち三回は女子だというから、アーサー王という名前に偽いつわりなしだ。一部の女子からは、朝熊雫はれっきとした王、いや王子様というわけだ。


    　なお、この情報はＬＩＮＥで愛あい河かから休日中に流れてきた。


    　別に愛河に個人情報を調べる探偵能力が備わっているわけではなく、友達にアーサー王について知りたいとＬＩＮＥで聞いたら、その程度の噂うわさを含む情報はすぐに返信されてきたらしい。


    『一言で言えば、高たか鷲わしや愛河に負けず劣らずの有名人だな。一年だから、俺たちの耳にはあまり入ってなかったみたいだけど』


    　土曜の夜、ベッドに寝転びながら、そう人ひと研けんのＬＩＮＥグループに書き込んだ。


    『クマクマって、女の子の願望を集めてできたようなところがありますからね。スポーツができて、イケメンで、やさしそう。それでいて、どことなく物静か。これは確実にモテます！』


    　愛河の中ではすでにアーサー王ではなくて、クマクマで定着しているようだ。


    『そうね。何か変態的な趣しゆ味みでもないと、釣り合いが取れないわね。人間味がない』


    　高鷲が人間性を否定しようとしているけど、その態度はともかく、完かん璧ぺきすぎるというのは同意する。


    『だから、その欠点がまさにこの異能力と、緊きん張ちようする性格なんだろ』


    　これもソースは愛河の友達なのだが、朝熊さんの中学は女子大の付属校で、見事に女子しかいない環境だったという。本人も中学まで女子校だったと発言していたし、間違いない。


    　大半の生徒はそのまま付属の女子高に進学し、場合によってはエスカレーター式に女子大まで進む。


    　つまり、彼女だけでなく、彼女の周辺にすら男に免めん疫えきがある人間がほぼいなかったわけだ。滅菌処理された温室育ちの野菜みたいなものだ。


    　それが、中学で異能力に目覚めてしまい、いきなり男女共学という、外の環境に追い出されることになった。


    　しかも、その容姿は男子だって引きつけるから、注目も浴びてしまう。


    　どうしたって「強制カメレオン」は発動し、西高祭ではついに主役なのに消滅するという不ふ祥しよう事じに至ったというわけだ。


    　ドレインを持ってる俺に同情する権利があるかはわからないが、かわいそうだなと思う。


    　人から見ればまぶしいほどのものを持って生まれ、それなのに異能力のせいで苦しむことになる。そのあたりは、高たか鷲わしに似ている気がする。


    『彼女が中性的なのも納得だわ。女子しかいない環境だから、かえって過か剰じように女子らしく振る舞う必要がなかったのよ。まさにキモい異性の目がないから』


    　高鷲の考察はやはり的確だと思う。


    『キモいは余計だけど、わかる』


    　そういや、高鷲も普段着の時はスカートはいてないな。カジュアルなパンツスタイルだ。それでもモデルみたいに見えるので結局目立つけど、一般的に男ウケを狙ねらった格好ではないと思う。


    『途方に暮れてしまっている朝あさ熊くまさんのお気持ち、わたくしにはわかります。どうにかしてあげたいですわ』


    　汐しおノ宮みやさんの言葉はＬＩＮＥでもリアルでもまったく変わらない。


    　思わず、「汐ノ宮さん、善ぜん人にん力りよく、高いよな」とひとりごちた。


    　彼女は世間知らずなぐらい善人で、だからこそ過去にトラブルを起こしてしまった。俺にできることなんて、ほぼ何もないけれど、汐ノ宮さんのような人が幸せになってほしい。小ずるい世渡りのノウハウを駆使して偉くなったような奴やつらに負けないでほしい。


    『みんな、ちゃんと緊きん張ちよう克服作戦、考えてきてね。師匠になった汐ノ宮さんは言うまでもないけど、菖蒲あやめ池いけさんもグレ君もサボっちゃダメよ』


    　その上から目線をやめろ、というスタンプがあったら即座に使っているが、そこまでピンポイントなのは持っていなかった。なので代わりにこう返信する。


    『そう言う高鷲は何か策があるんだろうな？』


    　すぐさま返事が来た。


    『愚ぐ問もんね』


    　なんで言葉だけでも圧を感じるのだろう……と思っていたら、何かのゲームのキャラらしき男が「愚問だ」と言っているスタンプが送られてきた。


    　さらに、何かの漫画のキャラが「口をふさげ、凡ぼん夫ぷ」と言っているスタンプが送られきた。


    　続いて、「黙れ、小こ童わつぱ！」と叫んでるオッサンのスタンプが送られてきた……。


    「どんだけ、言い返すスタンプ、持ってるんだよ！」


    　あいつ、こういう時のためにストックしてるな……。


    『私は策を考えついてるから、こう言ってるのよ。月曜、早速私から緊張克服作戦を実行に移すわ』


    　穏おん便びんな方法でありますようにと俺は願った。


    　あいつは、身を切る改革を他人に課すからな……。


    　そこで愛あい河かから、返事が来た。


    『緊きん張ちよう克服作戦じゃなくて、緊張克服大会ですよ』


    　予想どおり、高たか鷲わしから『ぶっちゃけ、どっちでもよくない？』という煽あおり画像のスタンプが貼られた……。


    「あいつ、煽り芸に磨きをかけすぎだろ……」


    『では、月曜日は朝あさ熊くまさんにも、バスケ部はちょっと抜けて出てきてもらうよう連絡しておきますわ。比較的、そういう自由は利く部活動らしいですので』


    　汐しおノ宮みやさんがマネージャーのように返信してきた。


    『あと、作戦で疑問点がありましたら、わたくしにご相談くださいませ』


    　これは汐ノ宮さん、ガチもガチだ……。


    



    　　　　★


    



    　月曜日、俺はひそかに決めていたことを実行に移した。


    　来きたるべき修学旅行に向けて、クラスの男子に話しかける！


    　かといって、親しくもない人物の机のそばにいって話をするというのは無理難題だ。それ、路上での怪しい勧かん誘ゆうみたいなもので、不自然すぎる。


    　なので、どうするのか。幸い、その日の授業に移動教室のものがあった。日本史は俺のクラスは全員が受けるわけではないので移動となる。これを利用する。クラスの人間が一斉に廊下を歩いている状況なら、語りかけるのもそんな変ではないはず！


    　かといって、遊んでる系の空気を出している男子（本当に遊んでいるのかは知らん。ただ、少なくとも、休み時間に女子とも気さくにしゃべっている）に話しかけるのは、さらに難しいので、どちらかというと接しやすいキャラにしよう。


    　ちょうど、野の島じま君が少し前を歩いていた。


    　野島君といえば、俺と高鷲が同盟を結んだ直後に、高鷲も彼となら仲良くなれると判断したぐらいには可能性がある相手だ。前回は彼の出すお菓か子しを俺がドレインでゲロマズにしてしまったので変な空気になったが、今ならいける。


    　なお、しゃべるネタは決めていた。


    　日本史と間違えて世界史の教科書持ってきてしまった、というものだ。


    　これなら、いきなり話しかけても変ではない。誰でもありえるうっかりミスだ。


    　俺はおもむろに野島君の後ろから、さっと横に並ぶ。


    　行動すると決めたらすぐにやらないといけない。じっくり話すと相手が疲れてくるからな。


    「いや～、間違って世界史の教科書、持ってきちゃったよ～」


    　言えはした。声が妙に裏返るようなこともなかった。自然体を守れた。


    「あっ、ほんとだ。間違ってるね」


    　野の島じま君もとくに引くようなこともなく、答えてくれた。成功した。そこまでは完かん璧ぺきと言っていい！


    　問題は──そこからが何もないことだった。


    　あれ、このあと、何を言ったらいいんだろう……。


    「……ま、まあ、日本史ってほとんど配布されたプリントに文字埋めるだけだから、教科書いらないんだけど……」


    「だよねえ。そもそも持ってきてない人もいるもんね」


    　ちゃんと野島君は返答してくれている。


    　だが、空気がおかしい。会話がつながらないのだ。一問一答的にその都度、完結しているというか……。


    「じゃ、じゃあ…………トイレ寄ってくる……」


    　俺は言い訳のようなことを言って、早足で前に出てトイレに入った。力尽きたように、洋式便器の上に腰を下ろした。


    　おかしい……何かがおかしい……。頑張ったのに、成功しなかった……。


    　その時、ＬＩＮＥ通知が来た。高たか鷲わしからだった。


    『ここで一句。野島にて　波と砕ける　はぐれ者』


    　見られていた……。痛々しいところを見られていた……。


    　再度、通知が来た。


    『句の意味。野島という島に、遭難者が波で岩肌に打ち上げられた』


    『いや、もう明らかに俺が玉砕したって意味じゃん』


    『大丈夫よ。毎日、こうやって野島君に話しかけ続ければ、それが日常になるから。修学旅行までには間に合うわ』


    　絶対にそんなことを思ってないのが痛いほどにわかる。


    『三日目ぐらいで俺のほうが心労で限界になる……』


    　努力ってそうそう報むくわれはしないものだな……。


    　地味に、これ、記憶に長く残りそう……。


    　チャイムが鳴りそうになったのでトイレから出たら、すぐ前を何かのコピーを読みながら、汐しおノ宮みやさんがメイド長と並んで歩いていた。


    　歩き読書は危ないぞと思ったが、廊下はガラガラだったので、本人も安全と判断したうえでの行動なのだろう。ちなみに何を読んでいるのか。


    「緊きん張ちようと異能力の発動の因果関係」という論文らしきタイトルが見えた。


    　汐ノ宮さん、「弟子」のためにどこまでも全力を尽くすみたいだな……。


    　いっそ、俺も「汐ノ宮師匠、男友達を作るの協力してください！」とでも言えばすべて解決するのではなかろうか。


    　ああ、でも、それをやるとクラス中の男子に「波は久ぐ礼れ君と友達になってあげてください！」と選挙活動みたいに言って回る可能性が濃厚だ……。やっぱり、頼るのは無理だ……。


    「メイド長、いい論文のチョイスですわ。今後ともよろしくお願いしますわね」


    　手を動かしてメイド長が反応した。


    　あの短い手でどうやって検索したのだろう……？
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    　そして、その日の放課後。


    　人ひと研けんの活動場所であるシミュレーション室に、朝あさ熊くまさんが少し遅れてやってきた。バスケ部に遅れると連絡してきたらしい。バスケ部もこんな理由で遅れるとは思ってないだろう。


    「先輩方、よろしくお願いしますっ！」


    　はきはきと朝熊さんがあいさつをする。運動部らしく、うっすらと体育会系の香りがするあいさつだ。


    　──ただ、そのあいさつは俺のほうに尻を向けたままのものだった。


    　あれ……俺、イヤガラセを受けてる……？　お前なんてあいさつする価値もないとか思われてる……？　これも被害妄もう想そうだよな。男が苦手なせいだ。俺が個人的にキモいわけではない。断じてない。


    「よ、よろしくね……」


    　俺のほうから、朝熊さんの背中にあいさつした。


    　朝熊さんが顔だけ振り返った。


    　なぜか、苦笑いを浮かべられていた。


    　顔だけだと、蔑さげすまれているように見える……。俺はＭではないぞ……。


    「波久礼先輩……こんにちは……。すいません、男の人は避けがちで……。蔑んでるとかではないんです……」


    「ああ、うん……。わかってるから……。別に失礼とか思ってないから……」


    　ドレインの有無と無関係に、これだけひどい扱いを受けるとは、人間、なかなか底がないものだな、うん。


    　この部屋に入るだけでも緊きん張ちようしそうなものだけど、それでもまだ彼女が消えていないということは、性格自体が極度の緊張症というわけではないんだろう。


    　気が小さかったら運動部で活躍できなそうだし、汐しおノ宮みやさんに弟子入り志願する前に緊張で消えていたはずだ。


    　朝熊さんのあいさつが終わると、汐ノ宮さんが黒板の前に出た。うちの担任かつ顧問の坊ぼう城じよう先生より、よほど教師らしい物腰だった。


    「では、初日ですわね。僭せん越えつながら、朝あさ熊くまさんの師匠を拝命したこの汐しおノ宮みや嵐らん蘭らんが司会進行を行わせていただきますわ」


    　今回の件は師匠として汐ノ宮さんが仕切るらしい。


    　いつものように高たか鷲わしに仕切られるよりは活動も穏やかなものになるのではないか。


    「本日は高鷲さんにとっておきの策があるということですわ。高鷲さん、よろしくお願いいたします」


    　ゆっくりと、腕組みしたまま高鷲が立ち上がる。


    「朝熊さん、よく来たわね。今日はまず私が考えた方法を実践してもらうわ。一円もかからず、準備も簡単。まさに二十一世紀にふさわしいエコな方法よ」


    　こいつ、よもや……。


    　しょうもない方法でお茶を濁して、とりあえず自分は何か策を試したぞという態度をとるつもりでは？　やったことはやったから文句言われる筋合いはないぞ作戦（作戦名は今決めた）をやる気じゃないか？


    　この作戦は、俺も小学校の夏休みの宿題でよく使っていた。


    　理科の自由研究は、二年に一回は梅干しで十円玉をピカピカにするというやつを提出していた。梅干しと十円玉だけでやれるので、ホームセンターに行ったりする手間がかからん。


    　真っ先に策を出してきた高鷲からもこういう空気を感じる。


    　もっとも、最初から大がかりな方法を試すよりはシンプルなものからやるべきなので、そんなに間違ってもないか。


    　ちなみに俺はまだ何も思いついてない。


    　土日もちゃんと考えてはいたんだ……。でも、まったく打開策が出てこなかった……。本当なんだ……。俺は宿題サボったままで平気でいられるような性格の人間じゃないんだ……。


    　おそらく今日中に全員の策を試すことにはならないだろうから、どうにか回避できるだろう。もし、高鷲が全員、発表しろと言ってきた場合は素直に謝罪しよう……。俺が一方的に悪いし……。


    「高鷲先輩、よろしくお願いします！」


    　運動部らしく、上級生への礼儀がなっている朝熊さん。高鷲なんかに頭下げなくていいよと言いたいところだけど、そういうわけにもいかない。


    「ええ、任せて」


    　そう言うと、高鷲はなにやら取り出した。


    　どうやらカギらしい。無骨なネームタグだけついてることからして、学校の部屋か施設なのは間違いない。


    「それじゃ、行きましょうか」


    



    　五分後。


    　俺たちは屋上に出ていた。


    　風がまあまあ強くて肌寒い。日差しが弱い日でもなかったが、十月ともなると放課後の時間は太陽もかなり傾いている。


    「屋上に出てきて、何をする気だ？」


    　俺は周囲を眺めながら、尋ねた。


    　なお、西高セイコーの屋上は普段は開放されていない。なので、ここで弁当を食べたり、授業をフケたりもできない。あと、縁えん起ぎでもないが、飛び降り自殺を防ぐ意味もあるのだろう。フェンスは二メートル近い高さまで張ってあるが、自殺するような奴やつならそれぐらいよじ登るだろうし。


    「単純明快よ。内容を聞いて十秒後には実践できるわ」


    　高たか鷲わしはフェンスを指差した。


    　まさか落ちそうになるまでフェンスをよじ登れとは言わないだろうけど、相手が高鷲なので油断はできない。


    「あのフェンスの向こうは運動場よね、部活中の男子がわんさかといる」


    「ああ、そうだな」


    　そこで高鷲は朝あさ熊くまさんのほうを向いた。


    　といっても視線は例によって合わせない。向いただけだ。


    「朝熊さん、フェンスの前から『私は恥ずかしがり屋でよく緊きん張ちようします。とくに男子と話すとものすごく緊張します』らしきことを叫びなさい。長ければ長いほどいいわ」


    　本当に単純だけど、ひどい方法だ！


    　なんだ、その、未成年の主張みたいなやつ！


    「え、え……そんなの……困ります……」


    　朝熊さんが泣きそうな顔になっている。


    　緊張以前に困惑が来ているという様子だ。


    「困るぐらいのことでなきゃ、やっても意味がないでしょ。ショック療法よ。ものすごく恥ずかしいことをやって、それに慣れるの。こういうのの何割かは食わず嫌いのせいなのよ」


    　あまり高鷲にしゃべらせるべきじゃないな……。弁が立つから言葉だけ聞くと、もっともなように感じる……。


    　高鷲の考え方もこの何か月かの付き合いでかなりわかってきた。


    　こいつは成績がものすごくいい。


    　そういう人間はえてして努力論者になりがちなのだ。


    　挑戦したら、たいがいのことをクリアできた成功経験があるから、他人にもそれを強要するところがあるのだ。


    　本人に問い詰つめたらおそらく「努力論とか論ですらないわ。ただの信仰じゃない」とか言いそうだけど、実態はかなり努力論に近いことをやりがちだ。


    　こういうのは高たか鷲わしに限らず、基礎的な能力が高い奴やつや人生の成功者が陥りがちな問題だ。努力の結果、いい地位についてしまっているので、努力すればどうにかなるといつのまにか思い込んでしまっている。


    　結果として、弱者の痛みや苦しみがあんまりわからない。


    　俺は現在、ツイッターはやってないが、だいたいツイッターとかで炎上するタイプの二割ぐらいはこういう奴の気がする。


    　そういや、俺と最初、友達作り作戦を試してた時も、カラオケをやってる男女の部屋に突撃するというのがあったな……。


    　あれは人生のトラウマとして長期的に心に残り続けるだろう……。俺の歌、マジで誰も聞いてなかった……。あれだったらヒトカラのほうが自分の歌声を自分が集中して聴ける分、千倍マシだった……。


    　その場で立ち尽くしている朝あさ熊くまさん。そりゃ、運動場で絶賛練習中の運動部員たちに聞こえるように、屋上から叫ぶのは誰だって嫌いやだろう。


    　そこで、汐しおノ宮みやさんが朝熊さんに近づいていった。


    　ぎゅっと両手を祈るように組んで。


    　汐ノ宮さん、師匠として弟子を助けてやってくれ。このままじゃ、朝熊さんが心にデカい傷を受ける！　今日、俺が野の島じま君に話しかけたやつの比じゃない痛々しいことになる！　あっ……野島君の件、思い出してしまった……。


    「し、師匠……」


    　朝熊さんも助けを求める視線を汐ノ宮さんに向けた。


    「朝熊さん、挑戦してみてください。恥ずかしさ以外に、失うものは何もありませんわ。克服のためには自分を変える必要があるのですわ！」


    　嗚あ呼あ！　汐ノ宮さんも明らかに真ま面じ目めな性格だった！


    　こういう時、真面目な人は安易に努力論者の片棒をかついでしまうのだ！


    「あの、汐ノ宮師匠……ショック療法とはいえ、ショックが強すぎるというか……」


    　朝熊さんは抵抗を試みる。


    「わたくしを師匠と呼ぶのなら……弟子のつもりなら……やってくださいませ！」


    　汐ノ宮さんの顔は「こういうことを言う自分もつらいんだ、わかってくれ！」というものだった。


    　一昔前の体罰を平気で指導に入れてるスポーツの指導者みたいだ。いや、汐ノ宮さんはマジでつらいのだろうし、悪意など一グラムもないだろうが、これはさすがにやりすぎだ……。


    　愛あい河かのほうを一いち瞥べつしてみたが、すぐに反対に入ろうとする様子でもないらしく、首をかしげている。どうやら「強引だけど、まっ、いっか」ぐらいの態度だ。


    　俺が止めるしかない。


    　やむをえないので、俺が朝あさ熊くまさんの前に、ただし、かなり前に立った。ドレインの都合だ。高たか鷲わしたちも、ドレインの都合により何歩か後ずさる。


    「落ち着け、高鷲。お前は急進派すぎる」


    「どういうつもり、グレ君？　私は間違った意見は表明してないわ。効果もあると思ってる」


    　高鷲に鷲のごとくにらみつけられた。俺がネズミなら狩られると怯おびえるだろう。


    　長時間、相手をにらむことはできないが、高鷲は瞬時に相手に不満の念をぶつけることが可能なのだ。怖いからそんな技術、身につけないでほしい。


    「違う、効果があるかどうかじゃないんだ！」


    　俺は顔を横に振った。


    「今からやろうとしてることは……それはそれは恥ずかしいことだぞ。それでな、そういうことは人間の記憶に、長く、なが～～～～く刻み込まれるだろ。お前にもそんな黒歴史の一つや二つ、あっただろ……？」


    　俺はゆっくりと高鷲のほうに視線を送る。


    「過度の心の痛みを伴う手段は封印するべきだ。それを強制する権利はない……と思う」


    　わずかに高鷲と目が合った。俺の本気度は通じたはずだ。


    「……悪かったわ。心にダメージになるという発想が足りなかったかも」


    　うん、同じ痛みを知る者同士、ここは理解も得ることができた。


    　そう、仮にこれで上う手まくいったとしてもだ、高一の時にあんなとんでもないことしたな……と何かあるたびに思い出す羽目になりかねない。そこまでして緊きん張ちようするのを治す価値があるのか？


    　人間というのは、嫌いやなことほど記憶に残りがちなのだ。


    　どうやら、脳の構造としてそうなっているらしい。


    　たしかに嫌なことは避けるべきこととイコールだから、二度とそんな目に遭あわないように強く覚えているということはありえる。


    　毎日が生きるか死ぬかのサバイバルだった原始時代、嫌なこととは命の危機に関する案件だった率が高い。それを繰り返さないために、何かきっかけがあるたびに思い出すようにしていたとしても、なんらおかしくはない。


    　幸せな体験を繰り返すより、生存にかかわる危難を確実に回避するほうが重要だ。


    　あっ……そんなことを考えてたら、中学の時、祭りの日にケンカして一人でとぼとぼ帰ったことを思い出した……。


    　くそっ、こういうことを考えると俺の身にも被害が来る！　俺は地味だけど、今、自分を犠牲にして立ちはだかっているのだ！　献身的行為なんだぞ、ほんとに！


    「業なり平ひら君、どうしました？　おなかでも痛いんですか？」


    　愛あい河かが心配そうにのぞきこんでくる。


    　ある意味、腹痛よりきつい。だが、心配されるようなことでもない。ていうか、そんなにつらそうな表情になってるのか、今の俺。


    「たいしたことはない……。余計なことを思い出しただけだから……」


    「波は久ぐ礼れ君、体調が悪いようなら、保健室に行きますか？」


    　汐しおノ宮みやさんも気にかけてくれているが、できればそっとしていてほしい。嫌いやな記憶が噴き出してきたんで、保健室で寝かせてくださいなんて言えないし、むしろ言いに行ったらそれが嫌な記憶として残る。


    「あの、先輩……波久礼先輩……」


    　朝あさ熊くまさんに呼ばれて、俺はゆっくりと振り返る。


    「何かな、朝熊さん」


    　けど、俺と目が合った朝熊さんの表情がゆがんだ。
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    「あの……先輩、き、きもっ……」


    　なんか噛かんだな。おそらく「気持ちはありがたいのですが」とか言おうとしたのだろう。「キモい」ではないと信じたい。


    　朝熊さんはビビってるのとにやけてるのを足して二で割ったような。で、また苦笑いみたいな顔だ。


    　能力云うん々ぬんを置いておいても、俺以上に異性に耐性がない気がする。


    　そして、朝あさ熊くまさんは──点滅しはじめた。


    「ごめんなさい。私のために親身になっていろいろ言ってくれたのはうれしいんですが……そのせいで男子の先輩を意識しちゃって落ち着かなくて……ええと……」


    　言ってるうちに朝熊さんは完全に消えた。


    「あ～あ、グレ君が消しちゃった」


    「高たか鷲わし、俺がやらかしたみたいな発言はやめろ」


    　印象操作で俺のほうが悪いみたいにするな。


    「すみません、また消えてしまいました」


    「うん、見ればわかる。見えないから……」


    「でも、感謝はしています。先輩が私のことを考えてくれてるのはわかります」


    　声だけ聞こえてくるので、独特のシュールさがあったが、感謝されてるようなので、悪い気はしない。人から避けられる人生では、人から感謝されることもまずないのだ。


    「──けど、自分を変えるためには、多少の困難はしょうがないと思ってます…………私、やります」


    　力強い声が聞こえてきた。顔は消失中でまだ見えない。


    「なので、復帰できるまで、もうちょっと待ってもらえますか？」


    「いいんですの？　荒あら療りよう治じは波は久ぐ礼れ君の言うようにリスクも伴いますわ。わたくしもほかの方法でもいいんじゃないかなと思いはじめています……」


    　心配そうに汐しおノ宮みやさんが弟子のいるあたりに駆け寄った。


    　彼女も人の痛みがわかる人間だ。その点は人ひと研けんメンバー全員に共通している。弟子が傷つくかもしれない可能性を指摘されて、この案のヤバさを理解したのだろう。


    「自分から進んでやることだから、たいして記憶にも残りませんよ。改善してみせます！」


    　いい言葉なのだが、声だけだといまいち締まらない。


    　だが、師匠もＧＯサインを出すことに決めたらしい。


    「それじゃ、朝熊さん、勝負に出てくださいませ。目に映る人を敵ではなく、味方だと考えるのですわ。そしたら、人前でも堂々としていられますから！」


    　そして、汐ノ宮さんは右手をさっと掲げる。


    　そこに復活した朝熊さんがぱっと出現して、


    「はい！　行きます！」


    　汐ノ宮さんとハイタッチをする。


    　朝熊さんの表情は美少女と美少年の要素が同居していて、かっこいいうえにかわいかった。


    「なるほど。アーサー王というだけのことはあるわね。惚ほれる子も出るわ」


    　手放しで高鷲が褒ほめた。


    　容姿のよさだけでなく、立ち向かう人間の高潔さみたいなものを朝あさ熊くまさんから感じる。


    　ここがアーサー王の戦場だ。


    　朝熊さんはすたすたと運動場を見下ろせるフェンスの前に移動する。


    　彼女はフェンスの隙すき間まに手を入れると、ぎゅっと両手で握にぎり締める。


    　まるで痛みにこらえるために手を握るように。


    「やってください。自分に勝つんですわ。自分の敵は自分だけなんですわ」


    　用語辞典作れそうなほど、汐しおノ宮みやさん、師匠ぽい発言を続けてるな。


    「ふぅっ」


    　一度、呼吸を整えるように、朝熊さんは息を吐くと、


    「私、朝熊雫しずくは男の人と話したりするのが、とことん苦手だーっ！」


    　運動場に向けて、主張を開始した。


    「よく異能力が出ちゃって、消えるーっ！　見えなくなるーっ！　見事なステルス状態ーっ！」


    　俺も運動場が見える位置にいたので、何事だと練習中のサッカー部員や陸上部員が見上げているのがわかった。


    「だけど、だけどっ！　いつかきっとそれを克服してみせる！　これでも、おばあちゃんからは、雫は強い子だねと何度も言われてきたんだからっ！」


    　いい言葉だ。朝熊さんの心の声がたしかに表出されている。彼女はちゃんと立ち向かった。これなら黒歴史なんかにもならないだろう。


    「人前で消えることなんか、もう卒業するぞおおおおっ！　卒業するっ！　男子に囲まれても消えない！　男子だって所しよ詮せん同じ人間なんだから！　モンスターじゃない！　ビビる必要なんてない！　朝熊雫を今後ともよろしくお願いしますっ！」


    　最後に朝熊さんの咆ほう哮こうのような決意が語られ、屋上からの主張作戦は無事に完かん遂すいされた。


    「とっても、よかったですわ。メイド長も褒ほめていましたわ」


    　メイド長の評価はともかく、汐ノ宮さんは弟子の頑張りを素直に喜んでいた。


    「ナイスファイトね。朝熊さんは自分との戦いに勝ったわ。やっぱり、私たちぼっちとはポテンシャルが違うわ。いきなりこれだけのことをやれるだなんて」


    　高たか鷲わしもディスることなく高評価を見せていた。ただ、その代わり自分のことをディスっていた。何かは落とさないと釣り合いがとれないらしい。


    「うん、よくやったな。ぶっつけ本番にしては、すごい度胸だ」


    　これだけ苦手なものに立ち向かえるのだ。やはり運動部って根性があるのだろうか。いや、それって偏見か。


    「問題があるとすれば──」


    　俺はフェンスのほうに視線を向けて、小さく嘆息した。


    「──叫びだした直後から消えてたことだな……」


    　つまり、勇気を出して叫ぶことはできていたが、緊きん張ちようを克服して、消えなくなることに関してはまったく成功していなかった……。


    　彼女は自分には勝ったかもしれないが、恥ずかしさには負けていたのだ……。トータルで見ると、失敗。


    「先輩方！　私、やりました！」


    　足音だけがどたどた聞こえてきて、怖い！


    「お疲れ様でしたわ。今の朝あさ熊くまさんは、きっとこれまで以上に美しい顔をしていると思いますわ」


    　汐しおノ宮みやさんが指導者として一回り大きく感じられた。汐ノ宮さん、俺のクラスの担任、やってくれないかな。坊ぼう城じよう先生より絶対に向いてる。


    「あれ……。汐ノ宮師匠、何を見てらっしゃるんですか？」


    　どうやら朝熊さんがいる場所とずれているらしい。


    「それは……朝熊さんが見えないもので……」


    　汐ノ宮さんが言いよどんでいる……。


    「あわわわ……もしかして消えてますか……？」


    　人ひと研けんメンバー全員が気まずい顔になりながら、うなずいた。


    「ちなみに、どのあたりから消えていましたか？」


    「『私、朝熊雫しずくは』の時から全身消えていたわ」


    　無む慈じ悲ひに高たか鷲わしが言った。


    「ほんとに冒頭じゃないですか！」


    「だから、運動場の誰一人として、あなたのことを見てはいないわ。不幸中の幸いね」


    　それ、フォローにも何にもなってない。フォローする気ないのかもしれんが。


    「ちなみに今も現在進行形で消えてるわ。どこにいるのかわからない」


    　高鷲が一思いにとどめを刺した。


    「じゃあ、何の意味もないじゃないですか！　チャレンジしたつもりになってただけで、チャレンジもできてない感じじゃないですか！」


    「私はあなたのスピリッツを讃たたえるわ。特別に賞をあげる。努力賞っていう名前なんだけど」


    「自己満足しかないじゃないですか！」


    　これだけキレのいいツッコミ入れてるのに、なかなか朝熊さんは出現しない。ずっと声だけ聞こえてるので、相当奇妙な空気になっていた。


    「さて、戻りましょ。あんまり長い間いると、教師に気づかれて怒られるわ」


    　あっ、そういえば、屋上にいる時点で不法侵入だ！


    「てか、高鷲、許可とってねえのかよ！」


    　普通、作戦の発案者がやっとくものだろ！


    「許可をとったら、緊きん張ちよう感かんが減るでしょ。あえてとらなかったのよ」


    「絶対、それ、後付けだろ！」


    「さすが、小物界の大御所、小さいことにこだわるわね。だいたい、こんな理由を説明しても、許可を得られるか怪しいでしょ」


    「それもそうか……」


    　屋上から大声出したいので、カギ貸してくださいと言って、通るとは思えない。そんなんだったら、何を言っても許可が出そう。


    「あと、小物界の大御所って表現、もう使うな。かなりムカつく……」


    「わたくし、先生に叱られたことってありませんの……」


    　どうしようという顔になる汐しおノ宮みやさん。まずい。こういうタイプは一度でも教師に注意を受けると、ものすごく記憶に残るのだ！


    「みんな、逃げましょう！」


    「菖蒲あやめ池いけ先輩、そこ、私がいます！　私──」


    　愛あい河かが透明な朝あさ熊くまさんに衝突したらしい。運動神経のいい愛河はこけなかったが、何かが倒れた音がした。


    「クマクマ、ケガはないですか？　足、くじいたりしてません？」


    「ケガはないですけど、スカートが……。パンツ見えてませんか……？」


    　どうやら、朝熊さんのほうは盛大にずっこけたようだ。


    「心配ないわ。まだ、透明だから」


    　やはり極度の緊張を伴うことだったせいか、朝熊さんのカメレオン状態は部室に戻っても十五分ほど続いた。


    　そりゃ、これでは、男性客も大勢いるなかで、演劇の主役なんかやった日には最後まで出てこられんわ……。


    



    　朝熊さんは姿を見せられる状態になったあと、バスケ部の練習のため、去っていった。


    　医者でもないのに、おだいじにと声をかけたくなった。


    「ままならないものですわね」


    　汐ノ宮さんが心底同情するように言った。こればっかりはやむをえない。朝熊さんが緊張に起因する異能力を持ってしまっているのが不幸としか言いようがない。


    「私もショック療法で対処できる次元だと考えてたけど、意外と根深いかもしれないわね。でも、私は案を出したから、次はあなたたちの中から案を出してね」


    　後半が自分の責任逃れみたいな内容だから、高たか鷲わしの言葉からはいたわりが感じられん。


    「はい。高鷲さんはよい方法を考えてくださいましたわ。朝熊さんに代わってお礼を言わせていただきます」


    　汐しおノ宮みやさん、マジで師匠の立場で発言してるな。


    　また、汐ノ宮さんは黒板の前に立つ。司会者ポジションだ。


    「さて、次の案ですが、どなたかやりたいというご意見はありますでしょうか？」


    　従来までなら、ここまで汐ノ宮さんが積極的に仕切ることに違和感もあったかもしれないが、今の汐ノ宮さんはいたって自然体で無理をしている印象もない。


    「では、明日は愛あい河かがやります！」


    　わざわざ立ち上がって、右手をえいやっと伸ばす愛河。小一の子供が発表する時の姿勢だ。


    　よし、この流れだと、今の時点で案を思いついてなくても、許されそうだ。


    「次は菖蒲あやめ池いけさんね。お手並みを拝見させてもらうわ」


    「高たか鷲わし、お前のセリフのチョイス、全体的に下に見てる感が出てる」


    　こいつは他人を対等な存在として扱う努力をもっとするべきだ。


    「愛河だけが使える人脈がありますから、それを活用させていただきます！　きっと、上う手まくいきますよ♪」


    「『きっと』とか『絶対』とか安易に使うと火傷やけどするわよ。証人喚問を受けた時は注意しなさい。世の中に絶対なんてことは何もないのよ」


    　高鷲、実は自分の案が失敗してイライラしているのだろうか。いつも以上にトゲが多い。


    「絶対大丈夫ですから！」


    　愛河と高鷲の対照的な反応を見比べながら、俺は愛河が言っていた人脈って何だろうと考えた。


    　これで男友達が十人ぐらい呼ばれて来たりしたら、ちょっとショックだな……。


    　いや、俺なんかが愛河に男友達がたくさんいることにショック受けることがおかしいわけで、彼氏でもないのに彼氏面づらみたいなの最悪だと俺もわかってるんだけど……それでも、可能であれば、こういう時に頼れる男友達は俺ぐらいであってほしい……。こう思うことは、そんなに間違ってないだろ……。


    　俺はいったい何に言い訳をしているのか。


    　もっとも、今の俺が愛河に頼られても、何も緊きん張ちよう克服策を思いついてないので、ただの役立たずである。ちゃんと対策を考えよう……。


    　帰宅後、ＬＩＮＥで愛河に人脈について聞いてみたが、『秘密です』と返された。かえって、気になるようになっただけだった。


    『どうせ、菖蒲池さん以外には人ひと研けんに人脈自体がないけどね』


    　高鷲の自じ虐ぎやく発言が事実でしかないのが、きつかった。


    



    　　　　★


    



    　翌日の放課後。


    　シミュレーション室に集まった人ひと研けんメンバーと朝あさ熊くまさんの前で、愛あい河かは開口一番こう言った。


    「今から、愛河が通っているジムに行きます！」


    　一瞬、何を言われているのかよくわからなかったが、愛河が格闘技全般を護身用に修めていることを思い出した。その実力は俺が強盗を蹴けり倒しているのを間近で見たので間違いない。


    　なお、あの時、しっかりパンツが見えた。これは誰にも言わずに墓まで持っていく。大だい福ふくがたとえ友達でも決して言わない。


    「クマクマのために説明しときますと、愛河はチャームの異能力のせいで男の人に過か剰じように好かれることがあるんですよね～。いきなり、大人に抱きつかれたりするようなこともありました。それで、念のため、ジムに行くようになったんです」


    「皆さん、本当に苦労なさってるんですね」


    　朝熊さんも顔を曇らせた。それもむべなるかな。


    　正直、こんなハンディキャップを背負っていて、愛河が快活なキャラを続けられていることが奇跡に近い。


    　俺も目撃したことがあるが、街を歩いてるだけで、いきなり謎なぞのオッサンに結婚してくれと迫られるとか、呪のろいでしかないだろ。


    「今でも、たまにジムには顔を出してるんです。そこに行ってみたいと思います。あっ、ちなみに師範から了承は得てますから皆さん、気兼ねなく来てくださいね！　うちのジムは初心者にもやさしくがモットーですから！」


    「初心者にも厳しくがモットーのジムはあまりなさそうだものね」


    　高たか鷲わしのクソリプにも愛河はとくに気を悪くしない。人間力が高い。


    　本音を言うと、ジムに行くとか気が引けるにもほどがあるが、すでに愛河に逃げ道を封鎖されているに等しい状態で、これは行くしかない。


    「ジムっていうと、やっぱり男の人が多い場所じゃないですか。体を動かしながら、その空気になじんでいくことができれば、男の人と話す苦手意識もなくなっていくと思うんです」


    「菖蒲あやめ池いけさん、ごめんなさい。どうせ、しょうもない子供すらだませないような子供だましの案が出されると思って鼻で笑ってやろうと思ってたけど、とても建設的な内容だわ」


    「お前はまた一言多いんだよ！」


    　明らかに「とても建設的な内容だわ」だけでいいだろ！　前半はすべてカットしろ！


    「ちゃんと、『ごめんなさい』と言ってるでしょ」


    「謝罪から入ったら、何を言ってもいいってわけじゃねえよ！」


    　この調子だと、ほどほどに時間が経ってから高鷲が一い身しん田でんさんにも失礼な一言を言って、関係が崩れるのではないか……？　気の置けない関係とたんなる無礼の区別がつかずに失敗する気がする……。


    「師匠、先輩方お二人は仲がいいんですね」


    「息が合ってますわよね。阿あ吽うんの呼吸とはこのことですわ」


    　弟子と師匠が好き放題な解釈をしていた。俺は口の悪いメンバーを諌いさめているだけだ。


    「汐しおノ宮みやさん、場合によっては訴訟よ」


    　高たか鷲わしも不本意らしいが、この程度で訴訟を起こされるなら、お前はその二十倍は訴えられてる。俺だけで五件ぐらい訴えてる。


    「早速行きましょう！　繁華街に近いところにあるから行くのもらくちんですよ！」


    　愛あい河かがシミュレーション室を飛び出したので、俺たちもあわてて後を追った。


    



    　ジムなんてあっただろうか。なんだかんだで十七年、この街に住んでるが全然知らないぞと思っていたが、ちゃんと駅前にジムはあった。


    　ごく普通の住宅地の一角がジムになっている。駅前といっても、住宅地の通りを逐ちく一いち歩くことはないから、少し中に入ると知らない店があるものだ。


    　入り口には総合格闘技やプロレスのポスターまで貼ってあるし、なんでもありという印象が強い。ジムといってもボクシングジムみたいなのではなく、格闘技全般を扱っているところのようだ。


    　中に入ると、グローブをつけてサンドバッグを殴なぐってる人から、自転車のようなものを延々とこいで足を鍛きたえてる人もいる。畳っぽい色のマットも敷いてあって、そこでは組み手をしている二人組もいる。


    「皆さーん、今日はよろしくお願いしますね！」


    「あっ！　愛河ちゃん！」「こんにちは、愛河ちゃん！」「押忍オスっ！」


    　愛河があいさつをすると、一斉に野太い声が返ってくる。


    「今のやりとりだけでわかったけど、菖蒲あやめ池いけさんはここのアイドルという立ち位置ね」


    　高鷲が冷静に分析した。


    　判断が早すぎる気もするが、そんなにズレてもいないと思う。


    　ジムはやはり圧倒的に男のほうが多いんだな。というか、俺たちが来た時は夕方ということもあって、大学生男子とおぼしき人たちだけで、人ひと研けん以外の女性は皆かい無むだった。


    　こんな環境で愛河がいたら、それは目立つ。むしろ、みんなチャームにあてられて変にならない時点で自制心がよくきいているというか、愛河はこのジムみんなの娘みたいな存在なのだろう。


    「ここでクマクマには一日体験特訓をしてもらいます。そしたら、苦手意識も──」


    　愛河の言葉が途中で一度止まり、


    「……クマクマ、もう消えちゃってますね」


    　気まずそうに、後半部が発せられた。


    「えええっ！　そうなんですか！　すみません……。少しお時間をください……」


    　いや、男の俺でもジムに連れてこられたら、かなりの緊きん張ちようを強いられるから、これはしょうがないだろう……。


    　すーはー、すーはー、深呼吸をしているとおぼしき音がする。


    「じゃあ、クマクマについては見えるまで待つということで──」


    　透明な敵と戦うとか、バトル漫画的すぎるからな。


    「──みんなの道着もありますから、着替えてきてください♪」


    　にっこりと、いつもと変わらぬ天使のようなスマイルで愛あい河かは言った。


    　ただ、内容が不穏だった。


    「愛河、俺たちもやっぱりやらないといけないのか……？」


    　高たか鷲わしは壁のポスターを間違いなく興味ないだろうにじろじろ見て、聞いてないふりをしていた。汐しおノ宮みやさんはサンドバッグを叩たたいてる短髪の青年を見て、軽く怯おびえていた。


    「クマクマ一人に頑張らせるわけにはいかないじゃないですか！」


    　勢いでうなずいてしまいそうになったけど、あんまり理由になってないぞ。


    「それに、ここまで来てやらずに帰るのはもったいないですよ！」


    　もったいなくてもいいからやりたくない。


    「私、実は風邪気味なの。見学しておくわ」


    　心のこもっていない声で高鷲が言った。


    「けほっ、けほっ……。弱ったわね。朝は少しノドが痛いだけだと思ってたのに悪化してるかも」


    「お前、わざとらしいを通り越して見え見えのウソで、やりたくないアピールをする作戦だな」


    「同好会のメンバーを疑うだなんて、心が汚いのね」


    「高鷲にだけは言われたくないことを言われた」


    　お前より汚い奴やつなんて、あんまりいないからな。ボラも棲すめないドブ川みたいな奴だからな……。


    「私は思ったことをストレートに口にしているから、むしろ純真よ」


    　ああ言えばこう言う奴め……。


    「ほら、今日はあまり元気にはしゃいだりしてないの、グレ君もクラスで感じたはずよ」


    「お前が元気にはしゃいだところなんて見たことがねえよ……。この状態がお前の正常だろ……」


    　もう、高鷲をやらせるのは無理だな。十万円あげるとでも言わないとやってくれないと思う。


    「わたくしも、昔から運動は得意ではなくて……」


    　見るからにお嬢様という空気が出ている汐ノ宮さんはここに来ている時点で、もう浮いていた。そりゃ、断るだろ──


    「ですが、弟子の朝あさ熊くまさんも波は久ぐ礼れ君もやると言うなら断るわけにはいきませんわ！　参加させていただきます！」


    　その決意は素晴らしいけど、俺がメンバーの中に入ってる！


    「はーい。それじゃ、業なり平ひら君とランラン、カメレオン状態が解けたらクマクマにやってもらいましょうか♪」


    　俺がやるのはもう確定らしい。


    「拒否してもいいのよ。その場合、グレ君からヘタレ君に改名させてもらうけど」


    　高たか鷲わし、安全なところから石を投げてくるみたいなスタンス、いいかげんやめてくれ。


    「不参加の奴やつにヘタレって言われるのは納得がいかない」


    「だから、私は風邪気味なのよ。こほ、こほ……」


    　お前は死後に閻えん魔ま大だい王おうの裁判にかけられろ。俺の権力では裁くことはできんから。


    「わかった……。着替えてくる……」


    「愛あい河かも着替えてきますね。ランランもクマクマも愛河の後ろについてきてください。女子更衣室はこっちなんです」


    「はい。わかりました」


    　一時的に何かが体の横を通過する感覚があったから、透明な朝熊さんが横を通っていったのだろう。霊的な何かではなかったと信じたい。


    　──と、汐しおノ宮みやさんが何もないところでこけていた。


    「ごめんなさい、朝熊さん、ぶつかってしまいましたわ……」


    「いえ、こちらこそ申し訳ありません！」


    　師匠と弟子の連携がとれてない！


    　ところで、幽霊にもドレインは効くのだろうか？


    　だとしたら悪あく霊りようよりタチが悪いな、俺……。


    



    　更衣室は汗臭いかと思ったら、むしろ消臭用スプレーの香りが漂っていた。


    　そこで道着に着替えて、俺は戻ってくる。


    「波久礼君、なかなか似合っていますわ！」


    「弱そう」


    　感想がかなり分かれているが、まあ、いいや。


    　それに自分が似合うかどうかより、もっと重要なことがあった。


    「はーい。それじゃ、やりましょうか～♪」


    　ジムの空気の中に異質な甘くてのんびりした声の先には、道着姿の愛河がいる。ちなみに、しっかりと黒帯だ。


    　道着の愛河。これはこれでとってもいい。写メで保存しておきたい。むしろ、制服なんかよりはるかにレアだ。それと裸足はだしなのもいい。


    「まずはしっかりと柔軟体操をやりましょう！　愛あい河かと一いつ緒しよに軽くジャンプしてください！」


    　俺たちも愛河に続いて、ぴょんぴょん、マットと畳の間みたいな弾力性のある床上で跳ねる。


    　なんとなくだが、愛河の胸が揺れている気がする。重力に逆らっているのだ。


    　俺が愛河を見ているのは愛河がコーチ役だからなので、なんらおかしなことはない。むしろ、しっかりと見るほうが正しい。よこしまとか言う奴やつのほうがよこしまである。


    「はい、次は股また割りですよ～。両足をゆっくりと床につけていきます。愛河は完全に床につきますけど、無理しない程度にしてくださいね～。痛いた気持ちいいぐらいがいいです！」


    　痛気持ちいい、か。愛河らしい言語センスだな。


    　汐しおノ宮みやさんが動きのぎこちないロボットみたいな動きをしていた。やはり、運動はまったく得意じゃないらしい。明らかに体が硬い。
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    「はぁはぁ……これでも、メイド長よりは柔らかいのですわわわわ……」


    「メイド長、そこに突っ立ってるだけだよね!?　今、柔軟体操してるわけじゃないよね!?」


    　微動だにせず、メイド長は汐ノ宮さんの背後にいた。


    　もっとも、俺の視線はすぐにコーチである愛河のほうに移った。そんなに、股を開くのははしたないのでは……と思ったが、言ったらそういう目で見ていたとわかってしまうので、ここは沈黙は金という言葉を守って生きていきたい。


    　参加してよかった！


    　やっぱり、たまには体を動かさないとな！


    「今、『グレ君がいやらしいことを考えている』に、日本の国家予算賭かけるわ」


    　高たか鷲わしから非難の声が飛んでくる。


    　それ、死ぬまで借金完済できないし、国家予算賭ける権限、お前にねえよ。


    　あと、余計なこと言わないでくれ……。人ひと研けんでの印象悪くなるかもしれないし、朝あさ熊くまさんだって聞いている……。でも、だいたい合っているので、強く反論もできない。もっとも強く反論したところで、高鷲は「強く反論するのが怪しいわね」とか言ってくるけど。


    「大丈夫ですよ～。胸元はきっちりガードしてますからね！」


    　愛あい河か、胸元とかそういう問題じゃない。貴重なコスチュームであることに価値があるんだ。胸元がちらつくなら、もちろん、それはそれでうれしい。


    「ちなみに、クマクマは柔軟はできてますか？」


    　うん、実はまだ朝熊さんは見えていないのだ。


    　ここは屈強な男たちが体を鍛きたえてるからな。なかなか、緊きん張ちようが解けないのだろう。


    「やってます！　バスケ部でよくならしてますから！」


    　威勢のいい声だけは汐しおノ宮みやさんの横あたりから聞こえてくる。


    　少なくとも、メイド長のセリフではないはず。あいつは「ニャー」としか鳴かない。


    　あと、汐ノ宮さんの体から、ボキッとかいう鈍い音がしたのだが、大丈夫だろうか……。本人は平気みたいだが。


    「それじゃ、準備体操も終わりましたんで、いろいろ体験してみましょう！」


    　快活な愛河がほんとのインストラクターに見えてきた。絶対、人を教える役に向いてる。もう、一日中指導してほしい。はっ……これはチャームの力か？


    「俺は柔道とかより、あのサンドバッグがやりたいんだけど」


    　組み手は痛そうだからやりたくないし、そもそも論としてドレインがあるのでやれないのだ。


    「じゃあ、グローブも持ってきますね」


    　俺は黙々と隅すみっこのサンドバッグを殴なぐることになった。道着の意味はとくになかった。


    　拳こぶしを打ち込むごとにほどよいめり込み具合と、ほどよい反発を感じる。


    　バスン、バスンという音が耳に響ひびく。


    　これは────いいストレス発散になる！


    　たしかに日常生活で何かを殴ることなんてない。日常的に何かを殴ってる奴やつは高確率で犯罪者だ。いかに人間が内側に獣の部分を秘めていたとしても、それを表に出すことは許されないのだ。


    　しかし、ここでなら気兼ねなく人間の暴力性を安全に放出できる！


    　──ただ、開始一分も経たないうちに、息が上がってきた……。


    　いくらなんでも早いだろう……。自分でもショックだ。せめて五分はもてよ……。


    　自転車通学で脚は鍛きたえられてるけど、一方で中学以来帰宅部だったので筋力的な意味でもスタミナが足りない。もう、しんどい……。


    　ボクシングは腕だけでなく、全身を使う競技らしい。最高で十二ラウンドやってるボクサーがいかにとんでもない職業かと思い知らされる。


    　それでも、サンドバッグからバスバスと音が響ひびくのを聞くのは心地ここちいい。


    　よし、このまま半年分ぐらいのストレスを解消するぞ！


    　──十分後。


    　むなしさがストレスの発散を上回ってきた……。


    　トレーニングって孤独なものだもんな。


    　誰からも顧かえりみられることなく、ただ、己と向き合う作業だ。


    　本音を言えば、己なんかに向き合いたくない。ぼっちだから、普段からよく向き合ってる。友達とか彼女と向き合いたい。


    　後ろからは「愛あい河かさん、お見事ですわ！」「いい投げっぷりね」といった声が聞こえてくる。


    　愛河が組み手で男子大学生を投げているらしい。


    「今のは少し強引に投げちゃったんで、よくないんですけどね～。もっと相手の力を利用しなきゃダメなんですよ～♪」


    　見たい。見たいけど、サンドバッグを叩たたいてる間は無理！　目の前にある窓から道路が見えるだけ！　せめてガラスにもうちょっと愛河、映らないかな……。


    「えーりんたちにも簡単な護身術をお教えしますね。まず、相手の顔を狙ねらいます。顔を狙われると、人間は本能的に防御しようとしたり、目をつぶったりしますから」


    「なるほど。目をつぶすつもりでやればいいのね」


    「そんな知識が不要なままであれば一番いいのですが……頑張りますわ！　えいっ！」


    　割りとえげつない情報ばかり聞こえてくる。


    　ああ、俺一人、スルーされてる！　己と向き合わされている！


    　くそっ！　せめて俺も話題にしてくれよ！


    「それで、逃げられそうなら、声を出しながら逃げましょう。無理に戦ってはいけません。ですが、それが難しい場合は──ここで腕をとってキメます。全体重をかけましょう」


    「わたくしには難しそうですわね……てやあ！　てやあ！」


    　汐しおノ宮みやさんのかわいらしい声だけが聞こえてくる。子供が紛まぎれてる感がある。


    「汐ノ宮さん、メイド長にボディガード機能とかないの？」


    「そういうのはないですわね。メイド長はあくまでメイド長であって、護衛ではありませんから」


    「メイド的な仕事をしているところも想像できないんだけど」


    　ああ、くそっ！　俺もあっちに交じりたい！　確実にあっちのほうが楽しそうじゃん！　もう、サンドバッグを一年分は殴なぐった！


    　しかし、ここはあくまでも愛あい河かが連れてきてくれたジムだ。愛河がちゃんと俺のことも見てくれている。


    「業なり平ひら君、業平君」


    　その声がかかった時点で、俺は本当に救われたと思った。


    　捜索隊に発見された雪山遭難者の気分だ。


    「うん、なんだ？」


    　顔がにやけないように注意して、久々にサンドバッグ以外の何かに顔を向けた。もちろん、愛河だ。


    「業平君も、ためしに愛河と柔道の組み手、やってみませんか？」


    　そんな卑ひ猥わいなことをして許されるのか。


    　けど、ここで「喜んで！」とは言えない。気恥ずかしさとか心理的な問題じゃなくて、もっと現実的な問題のせいだ。


    「いや、ドレインがあるから……」


    　中学の時、一時期、柔道の授業があったけど、俺は全時間、見学だった。大おお外そと刈がりすらやれなかった。


    「ドレインといっても、触さわったらすぐ倒れるわけじゃないですよね。ちょっと触るぐらいなら大丈夫ですよ」


    　なっ!?　それはそうだが、その理屈だと、キスもできることになるぞ。


    　キスさせてって頼みたい。一生キスできないと思うから記念にキスさせてくださいと頼んだら、愛河はＯＫしてくれるだろうか？　いや、さすがの愛河でも一生避けようとする可能性が高いので頼めない。


    　あと、人間としてキモい。ドレインがあっても、心は錦にしき。心までキモくなってはダメだ。それに、その感情、愛じゃなくてエロじゃん。友達に向けていいものじゃないじゃん。


    「ほら、業平君、せっかく道着を着たわけですし、やってみませんか？」


    　愛河が上目づかいでのぞき込むように言ってくる。ドレインがなかったら、ジムに入会していた。


    「わかった。ただし、きついと感じた時点で、申告して俺から離れることな。ドレインの被害者は出したくない」


    　思ったより紳士的に言えたと思う。


    　なのに、高たか鷲わしが冷たい目で、ぼそっと「似非えせ賢者」と言ったのが聞こえた。


    　なんだ、似非賢者って……。あんまり詳くわしく意味を知りたくないけど。


    「それじゃ、行きますよ！」


    　畳っぽいマットの上に移動して、組み手がはじまった。二メートルほど先に愛あい河かがいる。


    　その距離があっという間に縮まる。すり足で愛河が近づいてくる。


    　これ、胸元のあたりの道着も引っ張っていいんだよな？　引っ張らないと組み手にならないもんな？　いいんだよな？


    　愛河に近づきたいという気持ちが柔道とかとは無関係に強くなっている。引っ張るというより、抱きつきたい。許されるなら密着したい。おのれ、ドレインめ！


    　やっぱり俺は愛河に恋心を抱いだいて──ないな。これは愛河のチャームのせいだ。


    　でも、原因はわかっていても、近づきたいのは事実だ。それに、そうしないと組み手になら──


    　愛河が踏み込んできたなと思った時には、自分の体が宙に浮いていた。


    　右手で無意識のうちにマットみたいに弾力のある畳を叩たたいて、受け身を取っていた。


    　あっさりと投げられた。


    　むしろ、見事に宙を舞って、気持ちいいぐらいだった。


    「受け身、上じよう手ずですよ。よくできました！」


    　褒ほめるのが上手な人間は褒める場所を見つけるのも上手だな……。


    「やっぱり、黒帯ってすごいな……」


    　いくら俺にドレインがあろうと、ここまで短時間なら本当になんの問題もない。


    　そのあとも、愛河が疲れてないか確認しながら、数回、組み手をやった。


    　すべて、俺があっという間に投げられているので、実際に組み手をしていた時間は全部足しても二十秒ぐらいだと思う。


    　一言で言うと──忙しかった。


    　愛河が近づいてくると、それだけで心が躍る。間違いなくチャームの力だ。


    　でも、躍ったのはむしろ心じゃなくて、体のほうだったかもしれない。愛河の顔が近づくのと、俺が宙を舞うのは見事にイコールになっていた……。


    　くるくる回ったせいで、体が多少よろけているが、不快な感じはない。物珍しい。俺がこんなに誰かと接触してることなんて、それだけで奇跡なのだ。


    「じゃあ、このへんで終わりにしましょうか！」


    　元気な愛河の声が響ひびく。美しさと強さって現実でも両立するんだな。


    「うん、ありがとう。いい運動になった……」


    　俺はふらつきながら、壁際に座り込んだ。


    　愛河じゃなくても、きっとかわいい女子に投げられまくったら、惚ほれそうになると思う。吊つり橋効果の強化バージョンだ。体が浮く感覚を恋愛感情だと勘かん違ちがいする。


    「ところで、朝あさ熊くまさんはどうなってるんだ？」


    　俺はずっと蚊帳かやの外だったので、肝心の作戦がどうなってるかわかってなかった。


    　愛あい河かが高たか鷲わしと汐しおノ宮みやさんが並んでるほうを見た。


    「ここにいますよー！」という声が汐ノ宮さんの横、正確にはメイド長の横から聞こえてきた。


    「まだ透明なままですね。ジムはハードルが高かったですかね」


    　この「強制カメレオン」、思った以上に厄やつ介かいな異能力だ……。


    



    　五分後、みんなで休憩していると、やっと朝あさ熊くまさんが復活した。


    「ごめんなさい……。普段来ない場所なので、余計に緊きん張ちようしちゃったみたいで……」


    　朝熊さんは道着姿で恐縮していた。


    　そう、あくまでも今日、人ひと研けんがジムに来ているのは朝熊さんのためで、俺がサンドバッグを殴なぐるためではない。今からやっと本来の目的に入れる。


    「朝熊さん、バスケ部では消えていないんですわよね？」


    　師匠の汐ノ宮さんが弟子に尋ねる。


    「はい。問題なく、レギュラーをやっています。女子の部活に男子が応援に来るとかって、普通ないですし」


    　たしかに女子の部活には女子しかいない。バスケ部は顧問も女の先生だったはずだ。


    「じゃあ、まずは愛河と組み手をしてみましょうか。女子と組み手をするのに集中していれば、緊張も忘れると思うんです」


    　なるほど。ほかのことに意識を向けて、緊張どころじゃないようにさせるわけか。


    「そのあとで、慣れてきたら男の人と組み手をしてみましょう。それで消えないようだったら、克服できたと言っていいですよね」


    「はい！　やってみます！」


    　こうして、愛河と朝熊さんの組み手がはじまった。


    　なお、朝熊さんは俺よりはるかに善戦していた。運動能力はやっぱり高い。アーサー王の名は伊だ達てじゃない。


    「えいっ！」


    「クマクマ、いいですよ！」


    「やあっ！」


    「いいです、いいです！　クマクマ、もう一歩、踏み込んできてください！」


    　俺は高鷲と汐ノ宮さんの横でぽつんと立って観戦していた。


    「これ、私たち全員で来る意味はなかったわね」


    「そこは同じ同好会なんだから、来るべきだろ……」


    　俺だけ道着に着替えてるのに見学しているので、謎なぞの新入り感があって、落ち着かない。


    　たまに、ジムの生徒から「あいつは誰だろう」みたいな視線を受けている。俺ももう制服に着替えたい……。


    「ですが、運動を取り入れるというのは正しいかもしれませんわね。今の朝あさ熊くまさんは異能力のことを考えていないはずですわ」


    　その指摘は正しいだろう。朝熊さんは勝負に集中していた。目を見ればすぐにわかる。


    　で、その目がまたかっこいい。真剣になると、美少年要素がより強く出る。


    　そりゃ、女子も告白しようとするわ。馬に乗って本当の騎馬試合とかやりそうだ。


    　しかし、ジムで女子二人が組み手をしていたら、言うまでもなく目立つ。


    「筋がいいな」「身体能力が高い」「足の運びが上う手まい」「愛あい河かちゃんと張り合ってる」


    　ジムにいた男たちが朝熊さんを話題にしだした。もちろん、それはまっとうだ。むしろ、かわいいとか容姿に言及してないあたり、みんな純粋に強くなるためや鍛きたえるためにここに通ってるのだなとわかる。


    　しかし、話題になっていることは事実なわけで……。


    「もっと、いろいろやらせてみたいな」「いいとこまでいけるかも」


    　そういった声や視線に朝熊さんも気づいたらしい。


    　いつのまにやら、ジムのほぼ全員が愛河と朝熊さんの組み手を見物していた。


    「よーし！　クマクマ、そろそろ男の人と──」


    「…………ダメです、もう顔も熱くて……。この発熱の感じだと無理です」


    　ギブアップのような一言を発すると、また朝熊さんが透明になった。


    　ギャラリーの注目に耐えられなかったか……。


    「あれれ……。まだ男の人と対戦してませんよ……？」


    「限界です、菖蒲あやめ池いけ先輩……」


    　朝熊さんが消えたことで、愛河がとてつもなく高度なパントマイムをしているように見えた。


    「菖蒲池さんも失敗に終わったわね」


    　腕組みしながら、高たか鷲わしがため息をついた。なんか、こいつ、しょっちゅう腕組みしている気がする。サマになっているとも言えるが。


    「ですわね」


    　その隣となりの汐しおノ宮みやさんも腕組みをしていた。どことなく視線が監督っぽかった。


    「しかし、集中することで緊きん張ちようを忘れるという愛河さんの発想はよいものですわ。その方向性をさらに発展させた方法を試してみますわね」


    「あら、汐ノ宮さん、ついに師匠として動き出すのね」


    　なんか、指導者同士の会話の空気、出てる。少なくとも、女子高生が発する空気じゃない。


    「はい。わたくしなりに朝熊さんの問題について考えてみましたわ。休日を一日使いますが、これで彼女を変えられると思っております」


    　汐ノ宮さんの一途な情熱は俺にも伝わってくる。これだけ考えてもらっているだけでも、朝熊さんは幸せ者だ。


    　たとえば、中学や高一の時に、これぐらいガチで俺のドレインをどうにかしようとしてくれる男子がいたら、もう、そんなの大親友じゃないか。ドレインがずっと足あし枷かせになろうと、俺は幸せな中学生活や高校生活だったと胸を張って言えただろう。


    　まっ、そこまで人生は甘くないよな。わかってる。待ってて助けが来るのは美少女かイケメンぐらいのものだ。あとの奴やつは自分で自分を変えるしかない。


    　どのみち、本格的にイケメンになる努力を一秒も試したことのない俺が、イケメンをうらやむ権利なんてないし、イケメンになっても男友達は作れない。


    　俺が変わらないと。


    「じゃあ、次は汐しおノ宮みやさんね。大トリはグレ君。大トリはグレ君」


    「二回言って俺にプレッシャーをかけさせるな」


    　あと、大トリって、汐ノ宮さんが成功しないの、前提になってないか……？　汐ノ宮さんが朝あさ熊くまさんの問題を解消すればそれでおしまいだぞ。俺も何もせずにすむ。


    「グレ君はとっても面おも白しろくてすべらない案をやってね」


    「淡々とイヤガラセ発言してくるのやめろ！」


    「ちなみに、これはお願いじゃなくて、強制だから」


    　暴君か。


    　高たか鷲わしの表情に悪意はなくて、昔よりまともになったように見える。そこは認める。


    　でも、それはあくまで表情であって、中身は悪意の塊かたまりなのであまり変わってない気もする。人間、そんなすぐに聖人君子にはなれん。


    「ご心配には及びませんわ。このわたくしの方法を使えば、朝熊さんは自分を乗り越えることができますから！」


    　俺は真剣そのものの汐ノ宮さんを見て、こう思った。


    　まだ実績は上げられてないけど、人間関係研究会としては割りと機能してるな。


    　でも、後日、俺は自分が全然学習していなかったことを知る。


    　真剣な汐ノ宮さんは高確率で暴走するのだ……。


    



    　　　　★


    



    　俺たちがジムに行った二日後。授業の最後にＨＲがあった。


    「はーい。みんな、資料はいったかな？　すでにご存じのように修学旅行は京都でーす。インスタ映えする写真、たくさん撮れそうだよねー」


    　一い身しん田でんさんのラケット経由でプリントを受け取ったタイミングで、坊ぼう城じよう先生がそう口にした。


    「期間は二泊三日で、まっ、日中は基本的に全部、自由時間ね。一時間ほどで移動できるから、京都から大阪や奈良に行ってもいいわよ。ちなみに過去には新幹線で広島に行ってた猛も者さもいたわ。いくらなんでもやりすぎだと思ったわ」


    　俺はプリントを握にぎり締めたまま、心がちっとも躍らないのを感じていた。


    　プリントにはどっかの素材サイトから拝借してきただろう舞まい妓こさんや紅葉、金きん閣かく寺じらしき建物、なぜか鹿（奈良？）などのイラストが舞っていたが、俺の心は寒々しかった。


    　ついに修学旅行の話が具体的にやってきた……。


    「最近のことだから修学旅行も海外にしたらって話もあったんだけどね、そこは異能力によってはトラブルになることもあるし、京都ということになりました。移動時間もしれてるしね。先生はインスタ映えする抹茶パフェ食べに行きます、一人で」


    　一人で、と先生が言った時、ちょっと笑いが起きた。独身の先生なりの自じ虐ぎやくネタだ。


    　でも、俺はちっとも笑えなかった。


    　自由行動とはぼっちにとって不自由行動である！


    「班決めはまた今度やります。でも、ほかのクラスの子と行動するのもアリだし、そんなに気にせずに決めちゃってね」


    　そりゃ、日中はそれですむだろう。最悪、一人で世界遺産とか見ても時間はつぶれるだろう。


    　夜はそうはいかんだろうよ……。


    　高たか鷲わしからＬＩＮＥがきた。ＨＲでも一応授業中だぞと思いながら、それを見る俺も俺だ。


    『清きよ水みず寺の中に地じ主しゆ神社っていう、縁結びの超有名スポットがあるわ。そこでクラスで男友達ができますようにって祈ってみたら？』


    　悪意が巧妙になってきてるのが腹立つ。


    『へえ、それは名案だな────って、修学旅行中に願掛けしても遅いんだよっ！』


    『大丈夫。班決めは今日のＨＲじゃないから』


    　その高鷲からの返信は心のこもってないあしらいなのか、ガチのフォローなのかわからず、変にはがゆかった。


    



    　そのＨＲ後の放課後、俺はいたたまれない気持ちでシミュレーション室に避難した。しばらくしてから、朝あさ熊くまさんもやってきた。


    「皆さん、この資料をご覧ください！」


    　朝熊さんの到着後、汐しおノ宮みやさんが出してきたのは一枚のカラーのチラシだ。


    「これに朝熊さんを連れていこうと思いますの！」


    　そこには四人組の女の子が立っていて、おどろおどろしい文字列が並んでいた。


    



    『地下アイドルならぬ地下牢アイドル　ふぁいとくらぶ　激闘地下牢ライブ』


    



    　なんか、嫌いやな予感しかしない……。
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    　そのカラーのチラシを見せつけられて、俺たちはしばらく固まった。


    　もう一度、文字列を見る。


    『地下アイドルならぬ地下牢アイドル　ふぁいとくらぶ　激闘地下牢ライブ』


    　そう、たしかに書いてある。


    　さらに細かく読むと、今度の土曜のライブらしい。場所は渋しぶ谷や駅前のライブハウス。


    「みんな、かわいいですねー♪」


    　愛あい河かの言葉にウソはないんだけど、なんか白々しさを覚える。このアイドル、かわいさよりも、異様さが先に目立っている。鎖くさりが手についてる子とか囚人服の子とかまでいる。


    「へえ」


    　何の感情もこもってない声を高たか鷲わしが出した。高鷲はロックには詳くわしいがアイドルはまったく門外漢だ。超有名なアイドルでも全然知らないのはすでに把は握あくしている。


    「ちなみにグレ君、このアイドル、知ってる？　売れてるの？」


    　俺はブレイクしているアイドルに関しては話題作りのために押さえている。高鷲もそれぐらいは知っているはずだから尋ねたのだろう。


    「売れてないと思う。地下アイドルということは、つまりマニアックなアイドルってことだ。俺は初耳だ」


    「へえ」


    「すがすがしいぐらいに興味持ってないな、お前……」


    　もっとも、ここで俺がこのアイドルについて詳しく語ってもスルーしてきただろうが。


    「グレ君、動物の『象』って漢字、あるでしょ。あれの上の一画目と二画目って『ク』よね」


    「ああ、そうだな」


    　なぜ、今、そんな話を……？


    「あれって、もともとゾウの長い鼻を意味してる部分だったのよ」


    「へ、へえ……」


    　あっ、俺も「へえ」と言ってしまった。


    「私のアイドルに対する興味はそれぐらい」


    「マジで興味ないんだな！」


    　まったく使い道のない豆知識ぐらい、どうでもいいってことか……。


    「で、汐しおノ宮みやさんは、このオモシロアイドルのファンなの？」


    　なんだ、オモシロアイドルって。地下アイドルより侮ぶ蔑べつ表現っぽくなってる！　それ、絶対面おも白しろくない奴やつに使う表現だし。


    「まったく知りませんわ。わたくし、音楽には疎うといので。先日、渋しぶ谷やでアイドルメンバーらしき方たちがビラを配っていた時にいただいていましたの」


    　メンバー自身が配ってるあたり、やはり地下アイドルっぽさがある。


    「そうよね。私もアイドルって全部同じ顔に見えるの」


    　こいつがツイッターをやってたら、毎日炎上してると思う。


    「実際、似た名前のユニットって色違いの同キャラみたいなものでしょ？」


    　この場にアイドルファンがいなくてよかった。刺されているところだ……。


    「渋谷では、ちっとも人が入らないからお願いだから来てくださいと懇こん願がんされていましたわ。存続がかかっているとかおっしゃっていました」


    　アイドルって夢を売る仕事なのに、そんな世せ知ち辛がらい現実を見せつけていいのか。


    　それとも、そういうアイドルが出しちゃいけない面を出すのも地下アイドルのやり方なのか？　そのあたりは俺にも判断がつかん。


    「その時はあまり意識もしていなかったのですが、後になって、はたと気づきましたの。こういうライブに来るお客さんは男性ばかりですわよね！　ね、波は久ぐ礼れ君？」


    　なんか俺がアイドルマニアみたいな扱いになってるが、たんに相対的にみんなより知ってるだけだ。ライブにすら行ったことないし、推しメンとかもいない。


    「最近は女子のアイドルでも、女性のファンも多かったりするんだけど……一般的には男が大半かな」


    「ですわよね！　よし、朝あさ熊くまさん、いざ鎌かま倉くらですわ！」


    「会場は渋谷だけどね」


    　高たか鷲わしのクソリプはどうでもいいとして、朝熊さんは見るからに困惑していた。


    「男の人だらけの狭い空間……。大丈夫でしょうか……」


    「むしろ、だからこそ選んだのですわ！　これが師匠であるわたくしの策です！　メイド長と二人で考えましたの！」


    　どういう方法でコミュニケーションをとってるのか謎なぞだが、汐しおノ宮みやさんは自宅でメイド長と相談したんだろう。汐ノ宮さんのことだからウソではあるまい。


    「それにライブですから！　ライブに興奮している間は男性ばかりということも忘れるはずです！　知らない間に暗い場所で男の人にもみくちゃにされていれば慣れますわ！」


    　もみくちゃって……。そんなの朝熊さんが耐えられるのか……？


    　あと、満を持して師匠の汐ノ宮さんによる提案だったけど──


    　結局、またショック療法系のやつ！


    　愛あい河かに続いて、男に無理矢理慣れさせるやつになってる。ショック療法という意味では高鷲から三回続けてとも言える。もう、やっぱりそういう手段に出るしかないのか!?


    　それにしても、高鷲以上の力業だ……。男が苦手な朝熊さんにとったら、高鷲の未成年の主張っぽいやつより、さらにきついかもしれん……。


    　これが高たか鷲わしならやめとけと言えるのだが──


    　汐しおノ宮みやさんの熱意が明確に感じられるのだ。


    　背中から炎でも立ち上りそうなほどに。背中に炎があるって、不動明王の仏像ぐらいでしかないぞ。


    「朝あさ熊くまさん、わたくしを師匠と呼んでくれてありがとうございます！」


    「え、あ……はい……。師匠は師匠ですから……」


    　朝熊さんは圧を感じて、少し及び腰になっている。もうひと押しで転倒しそう。


    「一いつ緒しよに成長いたしましょう！　わたくしもこのような場所に行くのは初めてで怖くもありますが、朝熊さんのために頑張りますわ！」


    　朝熊さんも師匠と呼んだ手前、もはや断れない感じになっていた。


    　なにせ、汐ノ宮さんの瞳ひとみはきらきら輝いているのだ。さすがミス西高セイコーの名は伊だ達てではない。違う。こういうキャラでミス西高になったんじゃない。


    　汐ノ宮さんは朝熊さんの手をぎゅっとつかんだ。


    「わたくしも一学期の終わりに西高に来たばかり。まだまだ西高のビギナーですわ。痛い目を見たことも、恥ずかしい失敗をしたこともたくさんあります。ですが、そんなわたくしだからこそ、朝熊さんのために寄り添えることもあると思うんです！」


    　いい人！　本当にいい人！


    　どんな教育を受けたら、こんなすれてない純真な女子高生が生まれるのだろう。天然記念物なのでは……。保護したほうがいいレベルだぞ……。


    　そして、ここまで押されて断れる人間などいなかった。まして、師匠から弟子への言葉なのだ。


    「わかりました……。行きます……。し、師匠と共に戦います！　戦っちゃいます！」


    　やけくそのように、朝熊さんは答えた。


    「そうですわ！　やりましょう！　『強制カメレオン』は次のライブで卒業で──」


    「グレ君、ちょっと廊下に」


    　汐ノ宮さんがまたアツイことを言ってる最中に高鷲に呼び出しを受けた。逆らう権利はない。


    　高鷲と俺は廊下に出る。放課後の五階だから、見事に誰もいない。


    「グレ君、あの二人だけで行かせるの怖いから、ついていってあげて」


    　あっ、これは本気で心配してるな。疲れた顔で右手を壁に当てて、よりかかっている。


    「透明になった朝熊さんがファンのモッシュでつぶされたりしたらまずいわ……。汐ノ宮さんだけじゃ守りきれない……」


    　だろうな……。最悪、二人まとめて共倒れになりかねない。比ひ喩ゆならいいが、文字通りの共倒れだったらケガの危険もある。


    　だいたい、汐しおノ宮みやさんだってライブハウスの経験などないだろう。地の利がないところに発案者みずから突っ込むとかトラブルを体験しにいくようなものだ。


    　ここは人ひと研けん唯ゆい一いつの男子である俺が行くのが筋ではある。だが──


    「あのさ、高たか鷲わしの言いたいことはものすごくよくわかるが、俺はドレイン──」


    「むしろ、客をドレインで弱らせるぐらいの気持ちで行って。そしたら会場の後ろに避難させる程度のことはできるでしょ。入り口まで立りつ錐すいの余地もないということはないわ」


    　別に高鷲はふざけているわけではない。


    　問題があるとすれば、ドレインの使用を許可するとか言ってることだけだ……。積極的に危害を加えるのはナシだろ……。


    「愛あい河かは…………男ばかりの空間で危ないからダメだけど、お前はライブとか行ってたりしないのか？」


    「それはそれ、これはこれ」


    「逃げてるよな。それ、逃げてるよな？」


    「私、渋しぶ谷やよりは新しん宿じゆくのほうが好きなの」


    「そこで好き嫌い、関係しないだろ！　行けよ！」


    「あと、新宿駅から徒歩圏内のところが渋谷区だったりして、あのあたり入り組んでるわよね」


    「おい、露ろ骨こつに話題をそらすな！」


    　こいつ、自分が嫌いやだという理由だけで、ドレイン持ってる俺に行かせるつもりか？　自分さえよければそれでいいのか？　でも、聞かないでおこう。「うん」って言われて終わりな気がする。
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    「ちなみに、三人で行けとは言ってないわ。ほかに誰か呼んでもいいわよ。大事なのは私と菖蒲あやめ池いけさんは行けないということだけだから」


    　お前が行けない合理的な理由が見当たらない。だが、人生はもともと不合理なものなのだ。


    　それと、打開策を一つ思いつきはした。


    「わかった。俺も参加する」


    「ありがとう。グレ君を信じてたわ。さすが同盟相手ね。きっと来世では報むくわれるわ」


    　そらぞらしいし、現世で報われるようにしろ。死後は遅すぎる。


    「ただ、一つ条件がある」


    　俺は右手の親指と人差し指で、金銭を示すマークを作った。向こうから見ると、「６」っぽく見えるやつだ。


    「ライブチケット代三人分を同好会費から出せ。チケット一人二千五百円、ライブハウスだからワンドリンクは必須で五百円。三人分で九千円。いや……助すけっ人とが一人行く場合は一万二千円」


    　いくら朝あさ熊くまさんのためとはいえ、こんなことで三千円も支払いたくない。人生において金は武器だ。で、高校生に金はない。他人の貯金をドレインすることはできんのだ。


    「一万二千円って、坊ぼう城じよう先生が三回街コンに行ける額じゃない」


    「換算する単位がおかしい！」


    「心配しないで。坊城先生は高望みしているから相手が見つからないだけで、妥だ協きようすればどうにかなるわ」


    「顧問の心配じゃなくて、朝熊さんの心配についての話をしてるんだよ！」


    「がっついてる感が消せれば、顔は中の上だと思う」


    「重いから、その話、やめろ！」


    「独身アラサーが猫を飼いだしたら、その時は結婚を諦あきらめたと解釈できるけど、まだ猫は飼ってないからチャンスはあるわ」


    「一応、顧問なんだしそのへんでやめてあげてほしい……」


    　とにかく、話はまとまった。まとめられてしまった。俺が行くことになった。


    　厳密には汐しおノ宮みやさんの了解も得ないといけないが、シミュレーション室に戻って尋ねたら、そちらは一秒でＯＫが出た。


    　さて、さらなる保険をかけておくか。


    　俺はすぐにＬＩＮＥで貴重な友達に連絡を送った。


    



    　　　　★


    



    　ライブ当日。俺は最寄り駅から渋しぶ谷やまで電車で一時間半ほどかけて行った。


    　ドレインがあるので、混雑する特急や急行には乗れないのだ。各停でのんびり向かうしかない。そのため、待ち合わせ場所も渋谷駅にしている。


    　集合場所である、渋谷の中でも小さめの改札の前でしばらく待つ。


    　各停にしか乗れないこともあり、念のため、三十分近く早く着くように設定していた。いくらなんでも誰もいない。二十分は文庫本でも読んで過ごすか。


    　と思ったら、五分ほどで朝あさ熊くまさんがやってきた。


    「あっ……だ、男子の先輩……お早いですね……」


    　また苦笑いが朝熊さんの顔に浮かんだ。そんなに男は嫌いやか……。


    　で、この言い方からすると、俺の名前を忘れられている可能性すらある……。


    「……波は久ぐ礼れだ。今日はよろしく」


    「はい、よろしくお願いします、波久礼先輩……」


    　自動改札機のほうに視線を向けながら、朝熊さんは言った。


    　つまり、目をそらされていた。


    　そして、恒例の無言の時間が続いた。


    　まずい。


    　話題がない。


    　正しくは、話題がないことはないんだけど（ライブの話とかすればいいと思うんだけど）、男が苦手とわかってる相手に話していいのかとか考えてるうちに無言の時間が長くなり、結局言い出しづらくなった。


    　朝熊さんのほうから話してくることはない。男子、苦手だもんな……。


    　やたらとスマホをいじってるし、自動改札をちらちら見てるし。


    　俺も改札にはよく視線を送っていた。早くほかのメンバーも来ないかなと願った。


    　なかなか階段を降りてやってこない。


    　やっぱりだ……。愛あい河かみたいに一度親しく打ち解けることができたら大丈夫だけど、そうなってない女子と話をするような技術を俺は持ってない。


    　ダメだ、ダメだ。どんだけザコのメンタルなんだよ！　初対面でもないし、多少は話せ。


    　それに汐しおノ宮みやさんとも最初はこれぐらいの距離感だった。だから、スタートラインはこのあたりでいいのだ。ここから上がっていけばいい！　せめて挑戦していけ！


    「あのさ……朝熊さんは普段ライブとか行くの……？」


    　どうにか俺は話しかけた。これだけで精神力の一割ぐらいを消耗した。ほら、機械でも起動する時に多めの電力使うだろ。あれと一いつ緒しよだ。


    「いえ……あんまり……」


    「あっ、そうなんだ」


    　会話が終了した。


    　うあああ！　これなら何も話しかけないほうがよかった！


    　次に話しかける難易度が上がるだけ、もったいない！


    　野の島じま君に話しかけた時と同じじゃん！　会話がそこで途絶したら何の意味もないんだよ！　ただの参加賞になっちゃうんだよ！　多少は実りのあることをやれ！


    　つなげ、なんとかつなげ！


    「汐しおノ宮みやさん、まだ来ないね」


    「集合までまだ時間ありますからね」


    　また会話が終了した。


    　さらに状況が悪化した。


    　共通の友人が来ないねって言うの、典型的な気まずい時に出るやりとりだろ！　どうして俺はそんなこと聞いたんだ？


    　今日のライブのことでも話すかと思ったが、俺自身、そのアイドルについて全然知らなかった。ちなみにウィキペディアすらなかった。そういうの、熱心なファンが編集してるもんじゃないの？


    　完全な地下アイドルだな、これ……。ライブ数日前でも問題なく四人分のチケットが取れた時点でお察しだけど……。


    　ミスった……。こんなことなら渋しぶ谷や駅ホームのベンチに座って、時間をつぶしておけばよかった……。それで十分前ぐらいに改札口に降りてくれば、どうとでもなったのに……。


    　もう一度、朝あさ熊くまさんのほうを向いた。


    　熱心に、過か剰じようなほど熱心にスマホをいじっていた。


    　あっ、これは「自分はスマホを使っているので話に応じられません、すいません」のポーズだ。泣きそうな表情なので、それがわかる。ただの時間つぶしであんな形相でスマホをいじる奴やつはいない。時間をつぶすことに全力を尽くしている時になる顔だ。


    　待とう。明けない夜はない。待ち人も来る。


    　でも、こうやって隣となりにいて話していても消えたりしない程度には、俺に慣れてきてくれたのかな？　だとしたら、救いがあるな。


    　でも、おそらく緊きん張ちようじゃなくて、気まずさを感じてるだけなんだとは思う……。


    「あのさ……渋谷でよく行く店とかあるの……？」


    　俺はまだ諦あきらめない。話題をしぼり出す。


    「いえ、一人だとあまり出ませんね……。女子同士ならいいんですけど」


    「あっ、そうなんだ……」


    　そろそろ、何か食いついてきてほしい……。おすすめの店とか一つぐらいあってもいいんじゃないの？


    「先輩は渋しぶ谷やによく行くお店とかあるんですか？」


    「ええと……うん、とくにない……」


    　ごめん、俺も何も話せなかった。


    　いや、そこはドレインがあるから都会には出ないんで。基本、八はち王おう子じ市で済ませてます。八王子だって人口五十万人ぐらいいるから、かなりの都会だから。


    　まあ、挑戦することと成功することはまた別だからな。挑戦しただけ、よしとしよう。高たか鷲わしなら『犬死にご苦労様です』とかＬＩＮＥ飛ばしてきそうだが。


    　そして、待ち合わせ十分前に汐しおノ宮みやさんが来た。


    　大だい福ふくを連れて。


    「お待たせいたしましたわ。あ、メイド長はひっかからないように幅の広い改札のほうから出てくださいね」


    「こんにちは。汐ノ宮さんとちょうど同じ電車だったんだ」


    　偶然なのか計ったのか知らんが、それはどっちでもいい。大福を呼んだのは俺だし。


    　朝あさ熊くまさんを守るために異能力がデメリットにならない男子を用意したのだ。俺が用意できる男子はイコール大福だ。ほかにはマジで一人もいない。


    　大福は大福で、汐ノ宮さんと会える機会になるわけだから、悪い話じゃなかった。実際、元々あった映画の予定をキャンセルしてまで来てくれたのだ。


    「はじめまして、朝熊雫しずく、です……」


    　大福を見た朝熊さんはあいさつしながら──消えた。


    「あっ、いなくなっちゃった。汐ノ宮さんに聞いたとおりだね。大福卜ぼく全ぜんです。よろしく。異能力はカラスを呼んだり話したりすることです」


    　淡々と大福は言った。


    　やっぱり、初対面だとハードル高かったか。


    　人畜無害にしか見えない大福相手でも消えるんだな……。


    



    　ライブハウスは渋谷駅から坂を上がっていったところの地下にあった。


    　おそらく二百五十人も入れば満員の会場だが、俺たち四人を入れても五十人ぐらいしかいない。はっきり言ってガラガラだった。ドレイン持ちの俺としては理想的な環境だが、アーティスト側はかなりきついだろう。


    　俺と大福は後ろのほうで、絶対一杯は買わないといけない五百円のドリンクを飲みながら、のんびりと開演を待っていた。


    「マイナーなアイドルが無理をしてワンマンライブをやろうとして失敗した──そんなところだね」


    「そうだな。けど、ライブなんて滅多に来れないから俺は新鮮だ」


    　滅多にも何も、初体験である。その点はありがたかった。こんな機会でもなきゃ来なかった。


    「うん、僕も汐しおノ宮みやさんと車内で話せたからよかったよ」


    　やはり、こいつ、時間の調整を行っていたな。一いつ緒しよに行こうぐらいのことは連絡してたかもしれない。


    「メイド長が微妙に邪魔してくるんだけどね。だけど、僕は諦あきらめないよ。汐ノ宮さん、やっぱりいい子だよ。付き合いたい。ファッション恋愛じゃなくて、ちゃんとした恋愛ができそうな気がするし」


    「俺には夢のまた夢の夢の夢ぐらいだから、それについては何も言えないけど、そこそこ応援する」


    　恋愛か。彼女か。俺にとったら月より遠い。


    「いやいや、業なり平ひらも恋愛ぐらいはできるんじゃないの？　ドレインがあるからって諦めるの早いよ」


    　少し大だい福ふくが語調を強めた。


    　離れてるうえに、会場が暗いので表情はよくわからなかった。


    「恋愛に関しては心情の問題だけでしょ。恋愛する権利は誰にだってあるよ。それこそ誰かに好きって言われることだってありうるわけだし、そこはドレインは影響しないって」


    「応援してくれてるのか？」


    「業平は今日、汐ノ宮さんのことで僕に協力してくれたし──それに、僕ら友達なんでしょ？」


    　ライブがはじまる前から目頭が熱くなるとは思わなかった。


    「マジうれしい。今日来られてよかったわ」


    　文化祭でも、否定的なこと言ったのに、そんなの大福はみじんも気にする様子も見せないし。大福、マジでいい奴やつ！


    　そうだ、大福がいい奴で、その大福の友達が俺ってことは、きっと俺も人格やら内面やらはいい奴なんだ。これまではいい奴に巡り合うことが偶然少なかっただけだ。これからは友達も増える。絶対増える。ここからは上り調子！


    「でも、修学旅行までにクラスで男子の友達を作るのは無理みたいだけどな……」


    　そろそろ班決めが行われる。すでに内々で「一緒に班作ろうぜ」みたいなことが進んでいるのではなかろうか。選挙当日の前に誰が当選するかほぼ決まっているようなものである。


    「ああ、修学旅行か。あんなの、たかだか数日だよ。人生全体で見たらあくび程度のものだよ」


    　大福がのんびりした声でフォローをしてくれる。フォローなんだけど、友達がごく普通にいる人間には俺の苦しみは実感できんだろう。クラスで友達皆かい無むとか一種の異常事態だからな。


    「あくびかもしれないけど、そのあくびはな、人生で一度きりのあくびなん──」


    　そこで、会場がさらに暗くなる。


    「あっ、客きやく電でんが落ちたね。はじまるよ」


    　専門用語っぽいものを大だい福ふくが言ったなと思った次の瞬間、ステージにライトが当たる。


    　一部の野太い声が響ひびく。


    　俺はステージより客席に目をやる。汐しおノ宮みやさんのツインテールは目立つから見失うことはない。


    　汐ノ宮さんと朝あさ熊くまさんは会場のそこそこ前のほうに行っていた。といっても、人数が少ないので、俺と大福みたいにモロに後ろで見てる奴やつを除くと、立って前に集まってる客の最後尾あたりだが。


    　朝熊さんのフォローを汐ノ宮さんがやり、その汐ノ宮さんにも何かあった時は俺がフォローに入るという構図だ。


    　さっきまで汐ノ宮さんはずっと朝熊さんに話しかけていた。


    　その間、朝熊さんも消えたりしなかった。緊きん張ちようをやわらげる効果はたしかにあった。


    　そして不気味な音楽のＳＥとともに四人組の地下アイドルが出てくる。


    　眼帯やら包帯やらの子が多くて、遅れてきた中二病っぽさがある。十年ぐらい旬が遅い気がする……。


    「今日は私たちの単独ライブにようこそ」「お前たちの絶叫が我々の糧かてになるのだ！」「ふっふっふっふ！　闇やみの饗きよう宴えんじゃ！」「盛り上がっていくよー！」


    　そんなアイドルのＭＣに男のファンの野太い声が上がるが、いまいち盛り上がりに欠ける。声を出してる人数が知れているようだ。


    「レベル低いね」


    　大福が少し俺に顔を近づけて言った。ドレインのこともあるので、また離れた。


    「まだ一曲もやってないぞ。あと、もしファンに聞こえたらまずい内容は控えろ……」


    「前まで聞こえるわけないよ。本人たちに恥ずかしさが残ってる。自信がないのもわかる。役にも入りきれてない。中途半端。これじゃ、続いても一年だね。それで解散するよ。業者がテキトーに四人集めましたってのが丸わかり」


    「お前、相当手厳しいな……」


    「ちょっとかわいいだけでアイドルできると思ったら大間違いだからね。歌って、踊って、ほかとの差別化を行って、ファンに笑顔見せて、年齢的に学業とも両立させてるわけだからね。ハードモードもいいところだからね。アイドルっぽいことをやるだけならハードルは下がってるけど、のし上がるのはその分どんどん難しくなってる。ファンのほうも、ファンが少ないアイドルに寄ってきてるマイナー勢を応援するのが趣しゆ味みの連中だよ。たしかに顔や名前も覚えてもらいやすいけどさ」


    　文字数が多い。


    　それと、表現がファンに聞かれるとヤバいものばかりなので、今はやめてほしい。


    　あと、ミスコンの時もそうだったけど、大だい福ふくって見た目よりはるかにこのジャンルに情熱を持ってるっぽい。


    　人間、ひたむきになれるものがあるのはいいことだ。あんまり何かを悪く言うのはやめたほうがいい気もするけど。


    　冒頭から大福のお叱りの言葉が出たが、ライブはスタートした。


    　汐しおノ宮みやさんのツインテールが揺れているのはよく見えた。前で押し合いへし合いになってるところにほどほどに参加しては、押し戻されて後ろの定位置に復帰する。


    　なんか、子供が大人のやり方を必死に真ま似ねしてるようで、ちょっとほっこりした。


    「大福は汐ノ宮さんの横には行かないんだな。俺の横にいなくてもいいんだぞ」


    「汐ノ宮さんは朝あさ熊くまさんって子のためにここに来てるからその邪魔はしたくない。僕が一いつ緒しよにいたら、さっきみたいに消えちゃうかもしれないし。僕はあくまでも緊急事態のヘルプ要員だよ」


    　こういうところで、しっかりしたことを言える大福が友達で誇ほこらしい。


    　前の男たちは盛り上がってるみたいだけど、後ろで観察している分には──


    「下へ手ただな……」


    　ライブに詳くわしくない俺すらそう感じた。


    「でしょ。この程度じゃダメだよね。夢を見せられてないじゃん」


    　途中、衣装を替えるのか、アイドルが一度舞台から下がった。


    　そのタイミングで汐ノ宮さんが上気した顔でこちらに戻ってきた。汗のせいか、ツインテールがいつもよりしんなりしている。


    　場違いかもしれないが、色っぽいと思ってしまった。大福も似たことを思っているのだろうか。普段と違う汐ノ宮さんの一面を見たからだろうか。


    「初のライブでしたが、なかなか楽しめていますわ！　わたくしも自分の殻からを破れた気がいたします！」


    「汐ノ宮さん、とっても楽しそうだね。後ろで見ていてもよくわかったよ」


    　大福もいつも以上に目を細めて微ほほ笑えんでいた。


    「はい！　なにせ、師匠と呼ばれてしまいましたから。わたくしも恐れていてはいけないのですわ。朝熊さんの模範にならなければなりませんの！」


    「……それで朝熊さんは？」


    　言いづらかったのだが、俺の目には朝熊さんが見えていない。


    「あれ……？　さっきまでいらっしゃったはずなんですが……」


    　汐ノ宮さんが周囲を見渡すが、やはり見つからないらしい。


    　すると、メイド長が少し移動して、誰もいないところで突っ立った。


    「こ、ここです……」


    　か細い声がメイド長の前から聞こえてきた。


    「ライブ中は大丈夫だったんですが……休憩時間になったら、また周囲の男の人が気になって……」


    　結論から言うと、ライブでも肝心の男性恐怖症の問題は克服できなかった。


    



    　　　　★


    



    　帰りは別々の電車で帰るというわけにもいかないので、比較的すいてる快速にだらだら揺られることになった。通過駅は少ないし、途中から各停に変わる。


    　八はち王おう子じに向かう路線は純然たるベッドタウンを走るので、平日の混み具合と比べて休日はかなりマシになる。俺が混んでる車内に乗ると、テロになるので、乗った経験はほぼないが。


    　俺だけドアにへばりつくような場所に立っていて、ほかの面メン子ツはドア側の席に固まっている。男に慣れるためということで、ドア側から汐しおノ宮みやさん、大だい福ふく、朝あさ熊くまさんという順に座っている。大福が結果的に両手に花という状態になっている。


    「きつかったら、違うところに移ってもらっていいからね？」


    「ありがとうございます。別に倒れたりするわけじゃないので、大丈夫です。ただ、消えてたら、教えてください。誰かが座ろうとしちゃうので……」


    　大福も無難に朝熊さんをいたわっていた。大福は人ひと研けんのコミュニティにぶっ込んでも浮かずに対応できるのがすごいと思う。


    　どうやったらそんなふうにフレキシブルに場になじめるのだろうか本気で勉強したい。というか、大福に教えてくれと聞いたことすらある。結果は、「勉強とかで学ぶものじゃないよね」という、ある程度予想のついていたものだった。


    　学ぶものじゃないとして、だったら俺はどうやってコミュ力を磨けばいいのか。


    「今日もまだ克服とまではいきませんでしたわね。お力になれず、申し訳ありませんわ」


    「いえ！　こちらこそ師匠の期待にこたえられず、ごめんなさい……」


    　間に大福をはさんで師弟の会話が行われている。これ、対面で座ってるサラリーマンとか、どういう関係性なんだと思ってるんじゃなかろうか。


    「しかし、今日でわかったこともちゃんとありますわ。無駄なことなど何もありません」


    　汐ノ宮さんらしい意識高い表現が大福をまたいで、朝熊さんにも届いただろう。


    「物事に集中している時、また視線が向けられたり、注目されたりというのを意識していない時には朝熊さんは透明にならないのですわ」


    　今の汐ノ宮さんはただのいい人じゃなくて、行動のできるいい人だ──そう思った。


    　みんな、確実に成長しているんだ。


    「異能力の特性がわかれば、対策も立てられますから！」


    　大だい福ふくを間にはさんで、汐しおノ宮みやさんは朝あさ熊くまさんに笑いかけていた。


    　ああ、そりゃミス西高セイコーというのは本物だな。


    　ファンに勇気や元気を与える職業がアイドルだとしたら（実際、つらくても負けるな前を向いていこう頑張ろう的な歌詞の歌がアイドルには多い気がする。俺程度の浅い知識でもそう感じる）、周囲の人間に勇気や元気を与えるのが局所的アイドルのミス西高なんだと思う。


    　もともと空気を読むことが苦手で前の学校で失敗してしまったこともある汐ノ宮さんが、その部分を思いやりでカバーできたら、それは最強の女の子なんじゃないか。大福も見る目がある。


    「次は、波は久ぐ礼れ君がきっと打開策を考えてくれますわ！　期待いたしましょう！」


    　俺の責任が急に重くなった！


    「……ですね。男子の先輩らしい、いい方法を示してくれると思ってます」


    　聞こえてきた朝熊さんの声が暗い……。


    　あと、男子の先輩って表現、なじめないな。若干のはみ出し者感がある。


    　だが、俺が何か案を出さないといけないことは事実だ。どうしよう……。何も考えてなかった……。男に慣れる方法って何だ？　俺が男な分、上じよう手ずな落としどころを出さないとセクハラっぽくなるし……。


    　ちなみに大福が横に座っていたせいか、そのあとで朝熊さんは消えてしまったが、その頃には電車はさらにすいていて、誰もそこには座ってこなかった。


    　時間があったので、俺はスマホを出して高たか鷲わしと愛あい河かにライブ作戦は失敗した旨むねを伝えた。


    『グレ君に期待してるわ』


    　高鷲から返信がすぐに来たけど、これは皮肉だ。


    『だから、月曜日にはちゃんと大トリらしい名案を出してね。迷案じゃなくて名案ね』


    　こいつ、将来、圧迫面接とかやりそうだな……。


    『おそらく、まだ何も思いついてないだろうから、ちゃんと考えとくのよ』


    　あっ、ネタが出てないの、バレている!?


    



    　帰宅後、ＬＩＮＥで大福にも案がないか尋ねてみた。


    『今日は呼んでくれて、ありがとう』


    　案とは関係ない答えが返ってきた。


    『それと、ライブハウスで修学旅行の話、してたけどさ』


    　その四文字の言葉で俺は現実に引き戻される。受験って単語よりはるかに重くのしかかる。


    　しかし、その重圧はふっと軽くなることになった。


    『自由行動の時間は僕のところに来る？』


    　なるほど！　ほかのクラスの人間と行動したっていいんだ！　自由行動なんだから、自由なんだ！　自由万歳！


    『感謝する！　それで最悪の事態は防げる！』


    　結局、俺も案のことから脱線して戻ってくることはなかった。


    　俺が自分も案を出さないといけないと思い出したのは──


    『じゃあね、寝るよ。おやすみ』


    　という大だい福ふくのメッセージを見てからだった……。


    



    　　　　★


    



    「え～、それでは男子の俺とひたすら話して慣れる作戦……ということで……」


    　自信がない時、言葉尻が弱くなっていくものだけど、その時もそうだった。


    　シミュレーション室の空気もどんより重く感じる。


    　というか、高たか鷲わしが一人で重くしていた。


    「グレ君、それは冗談だと早く言ってほしいんだけど」


    　高鷲の声が怖い。これ、本当に失望しているやつだ。


    「初心に帰るっていうか……こういうのって堅実にやるのが一番の近道っていうか……」


    「二百年前なら切腹させられてるところよ。命拾いしたわね」


    　罪が重すぎる。


    「ま～ま～、えーりん。シンプルすぎて逆に成功するかもしれませんし～♪」


    　いつもどおり愛あい河かがフォローしてくれたけど、「逆に」って表現に微量な非難の意図が感じられた。逆にでも考えなければ、ダメダメということだ……。


    　しかし、それよりきついのは朝あさ熊くまさんがかなり嫌いやそうということ。


    　露ろ骨こつに嫌なんて言わない。俺を傷つける意図は彼女にもない。ないのだが、やはり顔に出る。


    　そして、無理して笑おうとして、あの苦笑いになる。


    　それは俺にとって嘲ちよう笑しように見える……。


    「朝熊さんも波は久ぐ礼れ君には比較的慣れはじめていると思いますから、そのまま継続させて、もっと慣れてもらうというのは悪くはないかもしれませんわ」


    「汐しおノ宮みやさん、グレ君を甘やかしたらダメよ。飴あめとムチのうち、飴を使いすぎ」


    　高鷲は両手の人差し指で小さく×マークを作った。


    　俺、そんなに甘やかされた記憶ないんだけど……。でも、その×マーク作るところは、不覚にもちょっとだけかわいかった。あいつでもそういうジェスチャーするんだな。


    「あと、グレ君って逆立ちしたって平均的で普通の平凡な一般男子とは違うでしょ。犬が苦手な人が、天然記念物のオオサンショウウオと仲良くなれたからといって、犬への耐性がつくわけではないわ──ごめん、ちょっと言いすぎたかも」


    「別に謝らんでもいい！　こういうの、言った相手が自重すると、かえっていたたまれなくなるの、お前もなんとなくわかるだろ！」


    　こういうところで、言いすぎだったと言った高たか鷲わし本人が反省するってことは、指摘がガチだったということとほぼイコールなのだ。


    　たしかに、俺の前ではまったく消えずに過ごせるようになったとして、それってほかの男子の前でも大丈夫ということになるのか……？


    「でも、私も最近、学習したの。否定できるからってすぐに否定するというのを続けると、強者しか生き残れなくて、社会は成り立たないって。世の中はいつだって弱者のほうが多いわ。だからグレ君の案を試すのは許す」


    　上から目線で、しかも、それ、文脈からして俺は弱者扱いだよね。


    「よし、私たちはちょっと部屋を出るから、朝あさ熊くまさんとグレ君で三十分間、話してみて」


    　うわ、今すぐはじまるのかよ！


    　しかも、なんで俺の案なのに高鷲が仕切ってるの!?


    「えっ！　長いです！　長いですよ！」


    　朝熊さんが焦あせった。こんな取り乱したアーサー王の姿、女子はまず知らないはずだぞ！


    「ええ、長いわよ。でも、グレ君と三十分も話がもつなら、少なくとも会話に関してはたいていの男子と続けられるわ。ところで、あなた、何座？」


    　なぜ、今、星座を聞いた!?


    「うお座ですけど……」


    「今日のうお座は『異性と会話すると運気上昇』って朝のニュースでやってたわ」


    「絶対ウソですよね、それ！」


    　朝熊さんもついにツッコミを入れた。それぐらい、わかりやすいウソだった。だが、ウソだろうとなんだろうと、権力者がクロと言ったらクロになる。もう、高鷲は立ち上がって椅い子すを動かしはじめた。


    「汐しおノ宮みやさん、菖蒲あやめ池いけさん、準備を手伝って」


    　汐ノ宮さんは少し迷っていたようだが、俺に向かって励ますようにこう言った。


    「波は久ぐ礼れ君が普通じゃなかったとしても、それが波久礼君の個性であって、いいところですわ！　自分を蔑さげすむことなんてありませんからね！」


    　エールがトゲになって俺の心に刺さる。


    　こういうのって、自分で認めるのはいいんだけど、人に言われるのはきつい……。


    　その間にも愛あい河かが高鷲に指示されて、椅子を動かしていた。


    　俺が同盟を結んだ初期に高鷲と試した面接方式の特訓に近い。


    　汐ノ宮さんはまだ戸惑い気味の朝熊さんの前に立って、両手をえいやっと斜め上に上げた。レッサーパンダの威い嚇かくみたいなポーズだった。


    「朝あさ熊くまさん、あなたには勇気も行動力もすべてが備わっていますわ。あとはチャンスをつかむだけです！　わたくしの作戦は失敗でしたけれど……あとはすべて波は久ぐ礼れ君に託します！」


    　どんどん俺の背中にいろんなものが乗ってくる。


    「はい！　今度こそ克服してみせます！　バスケのインターハイ決勝のつもりでやります！」


    　俺、どんだけ強敵なの？


    「二人が座る椅い子すと椅子の間は一メートルにしましょう。離しすぎると、会話しづらいのが距離のせいか、それ以外の原因かわからなくなるから。ドレインもぴったり範囲外だし」


    　俺が案を出したはずなのに、俺、完全に受け身だな。もう、何も言うまい……。


    「それと、私や菖蒲あやめ池いけさんにＬＩＮＥしたり電話したりするのも禁止ね。二人きりで話をすること。終了時間は私たちが部屋に戻ってくるまで。ちゃんと三十分後には戻ってきてあげるから安心しなさい。スタートは私たちが出たところからね」


    　そう言うと、高たか鷲わしは愛あい河かと汐しおノ宮みやさんの手を左右の手で、それぞれ取っていった。


    「さあ、二人とも一刻も早く出るわよ」


    　ここを火災現場みたいに言うな。


    「えーりんと手つなげて、愛河、うれしいです！」


    「変なこと言ってないで出るわよ。図書室で数学のわからないところでも教えてあげるわ」


    　俺はその時、女子になりたいと思った。女装願望的な意味ではなく。


    　あの高鷲ですら、あんなに自然に愛河と汐ノ宮さんの手を握にぎれる。俺の場合、女子になっただけじゃ、ドレインがあるから無理だけど。


    「高鷲さんの手、冷たいですわね」


    「これでも『氷の姫』と呼ばれてるからね。誤解されがちだけど、心はあったかいの」


    　どこまで本気か冗談かわからないことを言って、高鷲たちはさっと出ていってしまった。


    　俺と朝熊さんだけが取り残される。


    「とりあえず、座ろうか」


    　俺は言ってから、なんで「とりあえず」とか「一応」とか冠詞みたいにすぐつけてしまうのだろうと思った。「座ろうか」といきなり言えばいいんだ。何も「とりあえず」じゃない。


    　朝熊さんと目が合う。これで目を合わせないのはおかしい。


    「ですね……」


    　朝熊さんも観念したらしく、向かい側の高鷲が用意した席についた。


    　一メートルという距離は近い。面接の時、面接官と向き合う距離よりは確実に近い。


    「とりあえず、何か話しましょうか……」


    　あっ、朝熊さんも「とりあえず」を使った。出ちゃうよな、これ。


    「うん……。ええと……ずっとバスケ部なの……？」


    「はい。小学校の時に、先生に上じよう手ずだって褒ほめられて、それで中学もバスケ部だったんです。チームはあまり強くなかったんですけど、その中では活躍してて……」


    　彼女の視線はおそらく、俺の胸あたりに向いている。顔を見るのはきついけど、真下も見れないので、そのあたりに照準を置いておこうということだろう。その視線の感じは高たか鷲わしのそれと似ていた。


    「へえ……」


    「先輩は中学の時、何部だったんですか？」


    「小学校の時にもうドレインの異能力が発現してたから、帰宅部」


    　しょうがないことだけど、俺のプロフィールって会話が広がりづらいよな。


    「それは……大変でしたね……」


    「中学三年間は絶望だった。むしろ、よく休まずにずっと中学行ってたな……」


    　あっ、これは自分語りの路線に進みそうなやつだ。


    　俺の話はいらん。どうせ自じ虐ぎやくネタだし。ずらせ。むしろ、相手に質問しろ。


    「あのさ……なんで汐しおノ宮みやさんに弟子入りしようとしたんだ？」


    　質問を掘り下げて会話が自然になるようにしよう。


    「西高セイコー祭さいの時の先輩が──師匠が輝いていて、しかも一生懸命なのがわかったからです」


    　その時の朝あさ熊くまさんはとても真ま面じ目めな表情をしていた。


    「ほら、初日で私、劇の主役なのに消えちゃったじゃないですか……」


    「うん……。それは俺も想像しただけで、こう、胸をかきむしりたくなる……」


    　数年経てば時効になって、むしろ鉄板の笑い話になるかもしれないが、今はまだ朝熊さんの心の傷になっているだろう。かさぶたもはがれてない時期だ。


    「それで、西高祭の二日目は部活の友達と回ってたんですが、ミス西高ってどんなものか気になったんです。こういうの、どういう子が出るのかなって」


    　ああ、女子から告こくられたことあるような女子にとって、ミスコンが興味の対象になったわけか。


    「そしたら、予想どおりというか、私とは違うタイプの子ばかり並んでいて。けど、その中でも師匠はまた違うタイプの人で……その……こう言ったら失礼かもしれないですけど……本来、ああいう舞台に向いてないですよね。やらされて、あそこに上がってる感じありましたよね」


    　朝熊さんの言葉が長くなっている。


    　ギアが入ったっていうのか。何かが変わった気がする。


    「うん、事実、高鷲の入れ知恵だ。汐ノ宮さんだけなら何があっても出なかった」


    「ですよね」


    　どこか安心したように朝熊さんは笑った。


    「でも、その中で師匠はやれるだけのことをやろうって姿がはっきり見えて……ああ、自分もこうやって変わっていかなきゃなって。王子役で消えることなんて二度とやっちゃダメだなって」


    　まさに大失態をして落ち込みも最高潮の時に、朝あさ熊くまさんは汐しおノ宮みやさんのステージを見たのか。


    「五階のこの部屋に来るのはかなり恥ずかしかったですし、抵抗もありましたけど、汐ノ宮先輩はもっと恥ずかしいことをしてたんだ、負けるなって気持ちで扉をノックしました」


    　俺が面接官なら採用しようと決めたことだろう。


    　この子も金太郎飴あめみたいにどこを切っても真ま面じ目めだ。


    　真面目のかたまりだ。


    　その真面目さで苦しんでいる。


    　人ひと研けんにはきっと真面目だけど、苦労してる人間がやってくる。


    「俺も、汐ノ宮さんも、ほかの二人も全力で朝熊さんを手伝うから。改善するまで付き合うから、安心してくれていい」


    　俺もその真面目さにあてられた。


    「高たか鷲わしはあいつ、性格も目つきも悪いけど、とんでもなく頭がいいし、愛あい河かも怖いぐらいにいい人だし、汐ノ宮さんはもうわかってるだろうけど絶対に頼ってきた相手を見放すようなことはできないタチだから……ええと、きっと朝熊さんにはハッピーエンドしかないよ」


    　少し、朝熊さんの表情がゆるんだ。ついつい笑ってしまったという感じだった。


    「その表現、おかしいですよ、先輩」


    「だよな。しゃべり慣れてないからな」


    「ところで、私、今、消えずに話せてますか？」


    　その言葉で今回の課題を思い出した。


    「消えてない。ちゃんと見えてる！」


    　もしかして、上う手まくいってる？


    　俺と会話するという何のひねりもない方法が成功してる？　上手く話に集中させることができて、男子としゃべってるということを忘れさせられたからか？


    「や……やった！　……勝った！　私、勝った！」


    　いや、勝ったって何にだよと言いたかったけど、朝熊さんのうれしそうな顔を見てたら、ツッコミも入れられなかった。


    　人間、一人ひとり、達成感を得られるものも違う。俺だって友達を作ることであくせくしている。他人ひとの喜びを揶や揄ゆしちゃいけない。


    「先輩、いけてますよ！　もう少し近づいてみますね！」


    　足で椅い子すを前に引いてくる朝熊さん。


    「いや、一メートル未満になったらダメだ！　しんどくなってくるから！」


    「大丈夫です！　これでも運動部ですから！」


    「そういう問題じゃない！」


    　俺は椅い子すを引いて、一メートルを維持する。


    　なんかハイになってないか？　男子に対して緊きん張ちようしているところばかり見てきたせいで、内気なイメージがついてたけど、朝あさ熊くまさんはバスケ部に所属しているぐらいだから、元々活発なキャラなのかもしれない。


    　どうにか、ドレインがいかに危険かを説明して、一メートルでということでわかってもらえた。むしろ、俺のほうが気をつかう。


    　ただ、消えてないことに一度話がいったせいで、そこから先はちょっと会話が滞とどこおりがちになった。


    　ミスった。話題が本質に寄ると、続かなくなってくるのだ。内へ内へと向かっていくのはダメだ。そういうのは、超親しい間柄しかしちゃいけないのだ。むしろ、外へと外へと、とりとめないどうでもいい会話のほうに向かわないといけないところなのに！


    　しかし、一回敷かれたレールは九十度折り曲げて、違う向きに進んだりはできない。


    　また「気まずい」期とでも言えるものに入ってしまった。


    「先輩みたいな、人を傷つけちゃう能力も、私とは違った難しさがありますよね」


    「言葉にすると、『俺は人を傷つけてしまう』ってなんかかっこいいけど、こういうのって超イケメンしか許されないんだよな……」


    　朝熊さんの顔から余裕が消えている。恐れと怯おびえと嫌けん悪おとが混ざったような顔になっている。


    「でも、先輩、どちらかというと、かっこいいほうですよ……。なので……そのうち、いいご縁があるかもしれませんよ」


    「お世辞でもありがとう」


    　なんとも奥歯にものが挟まったような褒ほめ方だけど、それでもかっこ悪いと言われるよりはマシである。


    「お、お世辞じゃないですよ!?　アタックし続ければ、ドレインがあってもなんとか……」


    「フォローの気持ちはありがたく受け取っておく」


    　ドレインがあったらなんともならないなんて言っても意味がない。卑ひ屈くつになるのは禁止だ。逃げるな。自分から逃げるな。朝熊さんだって逃げずに、こうやって会話してるじゃないか。


    　あれ、そういえば。


    　まだ、朝熊さんは消えていない。会話はぎこちなくても、俺は朝熊さんと視線を交わしている。


    「先輩、見えてますよね、私のこと？」


    「うん、はっきりと両目で見える」


    「見えてるということは……あまり緊張してないってことですよね？」


    「う、うん！　解釈上はそうなるな」


    　見た感じ、それなりに意識してしまっているようだし、緊きん張ちようが顔に出てるとさえ言えるのだが、とにかく消えてはいない。


    　俺たちはギリギリのところで踏みとどまっている。


    　バランス悪い奴やつが平均台の上を駆けているように。落ちそうになっては、次の足をどうにか出して、前に進む。


    「では、この状態で話を続けていきましょう。ええと、今年の夏休み、旅行に行かれましたか？」


    　すでに失敗が決まってるお見合いみたいなノリの質問だなと思った。でも、朝あさ熊くまさんから質問が来るだけマシだ。それに、話題もさっきよりは外に向いた。


    「長野県の白しら樺かば湖こ」


    「…………湖ですか。は、白鳥が、きれいそうですね……」


    　あっ、これはとくに白樺湖を知らないから話題が広がらないやつだ。


    　旅行つながりで話題をずらせ。白樺湖について詳くわしく話す流れにしてはいけない。そうすると、俺が朝熊さんに語るだけの展開になってしまう。


    「朝熊さんはどこか行ったの？」


    「出雲いずも大たい社しやに……」


    　女子旅の定番みたいなところだな。


    「そこで男子への緊張がなくなりますようにってお祈りしました……」


    　縁結びの神様も、その前提をどうにかしてくれってお願いは想定外なのでは……。


    「出雲そば、おいしかったです。あと、松まつ江え城を見ました。帰りに妖怪ロードと鳥取砂丘を」


    「へ、へえ」と返すしかなかった。


    　とくに知識がないので掘り下げられないのだ。


    　朝熊さんの表情がまた曇った。一段階悪くなった気がする。すまない。今のは俺に問題があった。俺の反応が興味がなさそうに聞こえてしまった。そういうわけじゃないんだ。


    「会話、続かないですね……。ミスしましたか？　部活だとこれでいけてるんですが」


    「俺もぼっち歴が長いから普通はなんとかなるんだと思う。ごめん……。でも、まだ見えてるから、いい感じなんだ。前よりよくなってるんだ。いける、いける！」


    　俺がそうフォローした時だけ、朝熊さんの表情が回復する。


    「ですよね！　成長してますよね！　もう、男なんて怖くないですよね？」


    　最後だけちょっと疑問形だった。


    　そこは俺が決められることではないので、ご自身で判断してほしい。


    　と、ポケットに入れてるスマホがふるえた。


    　なんだと思って、通知を見た。


    『だからスマホ見たらダメって言ってるでしょ』


    　高たか鷲わしからだった。かなり、イラっとした……。


    　じゃあ、送るなよ！　悪意のあるこざかしいことをするな！


    『お前が送るから見ちゃったじゃねえか！』と返したら『だから、返信しないで朝あさ熊くまさんと会話しててよ』とすぐさま戻ってきた。理り不ふ尽じん！　本当に理不尽！


    「神様にお願いして高たか鷲わしの性格が直るなら俺も出雲いずも大たい社しや行くぞ……」


    　くすくすという笑い声が俺の耳に届いた。
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    「いいですね！　そういうのですよ！　私もそういうのを求めてるんですよ！」


    「え、おちょくられるのを？　それとも、おちょくるのを？」


    「いえ、高鷲先輩との距離感、完かん璧ぺきじゃないですか。男女の差みたいなのがないんです」


    「あいつは男とか女とかではなく、悪魔なんだ。あれ、でも、悪魔も性別あるのかな……」


    「ああ、やっぱり。高鷲先輩の話だとさっと出てきますね」


    　なんか、俺のほうがカウンセリングを受けてるみたいになっていた。


    　どういう事情であれ、理由であれ、男女の壁がないというのはそうなのか。


    　あいつも俺も、お互いに「同盟者」とみなしている。


    　その役割に性別は関係なかった。


    「私もそんなふうに男子と接することができたら、きっともう消えることもないんです。そんな女子だって全然いるじゃないですか」


    　俺も自然と相あい槌づちを打っている。


    「うん。主にクラスでもヒエラルキー高い系統の男女だけど、いるにはいる」


    　ごく普通にしょうもない話で盛り上がっている男女。一年の時も今の二年二組でもいた。


    「ただ、あの人たちって付き合う、付き合わないは割りと考えてるから、男女のことはやっぱり意識してるのかな……」


    「あっ、ほんとだな……」


    　男女でカラオケ行く連中とか、確実にモテることとか意識してるよな……。


    「けど、そしたら俺と高たか鷲わしの関係って何なんだ？」


    　男女でカラオケ行く奴やつらとはまた違うぞ。


    「それは……青臭いセリフですが……」


    　朝あさ熊くまさんはうつむいてしまったが、消えることはなかった。


    「きっと、男女の友情ですよ」


    　高鷲と友情、絶対に結びつかない言葉じゃないか。悪い冗談みたいだ。


    　なのに、俺は少し心がふわっと温かくなる感覚を抱いだいた。


    　お前のここに問題があるとか平気で言い合えるのって、仲がいいからなのかな。


    　さすがに、プラス思考で解釈しすぎか……。


    　高鷲は高鷲だ。その時点で特別な存在なんだ。女子として一般化してもしょうがない。


    　それに俺も高鷲に女子として好意を少しも抱いてないわけじゃ────ないこともないこともないこともない。


    　ええと、これだと否定になってるのか、肯定になってるのか？


    　とにかく、高鷲はかわいいし、美しいし、きれいだし、あの生き方にもごく稀まれにあこがれたりするけど──そういうの、恋愛感情とは違う、はずだ。


    



    　そのあとも何度となく、朝熊さんから余裕はなくなっていたが、やがて唐とう突とつに扉が開いた。比ひ喩ゆ表現ではなく、部屋の扉だ。


    「お二人とも、成果はありましたかー！　差し入れのお菓か子しです！」


    「あなた、来る途中に一つ開けちゃったじゃない」


    「いや～、いいチョイスをしちゃったせいで、我慢できませんでした～♪」


    　頭に手を当てて愛あい河かが「てへっ」とでも言いそうなポーズをとった。あざといが、よい。


    　人ひと研けんメンバーがぞろぞろと入ってくる。そうか、タイムアップか。


    「差し入れはランランが案を出してくれたんですよー。ランランに感謝してくださいね♪」


    　愛河にチョコレート菓子を渡された。もちろん感謝する。余計なことをしてきた高鷲以外にはちゃんと感謝する。


    　ただ、俺がありがとうを言う前に、もう汐しおノ宮みやさんは朝熊さんの前に行っていた。


    「どうでした？　成長はできましたか？」


    　言葉と同時に汐しおノ宮みやさんはお菓か子しの袋を渡す。


    「三十分間、波は久ぐ礼れ先輩と話していても、消えませんでした！」


    　自信満々に朝あさ熊くまさんが答える。


    　同時に、汐ノ宮さんの顔に幼稚園児みたいなあどけない笑みが宿る。


    　今、汐ノ宮さんは全身で達成感にひたっているはずだ。


    「やりましたわ！」


    　二人がぱーんとハイタッチをする。


    「これも師匠のおかげです！」


    「よく耐えましたわね！　あなたなら乗り越えられると信じていましたわ！」


    　なんか、俺のことを三十分耐えるのがつらいような、とてつもなくキモい男だと言っているように聞こえるのだが、それが強引な解釈であることぐらいはわかっている。


    　よかった。本当によかった。


    　これで朝熊さんが消えちゃって困るということも、もう起こらな──


    「よし、じゃあ、成果が本物か試してみましょう」


    　すぐに高たか鷲わしが冷徹に行った。


    「朝熊さん、運動場のほうに出て、サッカー部の練習を三分一人で見物してきて」


    「へっ……？」


    「女子一人で立っていれば、部活側からほどほどに視線も集まるでしょ。それで消えないなら克服しきったと言えるわ。私たちは離れて見てるから」


    



    　そして──運動場前に連れていかれた朝熊さんは、サッカー部員たち数人にじろじろ見られる破目になった。


    　部員は自分たちに気がある女子と思ったかも。一人で見に来るってなかなか積極的だからな。


    　いや、その心配は必要ないか。


    　脳内でカウントしていたが、計測開始から八秒で朝熊さんが消失したのだ。


    　見えていないのでは、サッカー部員も注目しようがない。


    「やはり、ダメだったわね」


    　最初から予想していたのか、高鷲は落胆すらしていなかった。


    　あるいはたんに他ひ人と事ごとだからかもしれない。


    「グレ君は人ひと研けんの人間だから朝熊さんも慣れが出てきたようだけど、ほかの男子には適用できないみたいね」


    　高鷲は俺の場合は例外かもしれないと考え、対照実験をやらせたのだ。


    　で、まさしく俺は例外だったということになる。


    「広く多くの人に見られる環境で耐えられないと、混んでる場所や電車の中で消えてトラブルになるわ。特定の男と時間を割さいて特訓しても根本的な解決にはならないわね」


    　じゃあ、俺と会話させる三十分はなんだったのかと思ったが、それは元々俺の発案だ。力及ばなかったという評価は甘んじて受けよう。


    　──と、何かが視界の外で動いた気がした。


    　汐しおノ宮みやさんが、すっとその場にしゃがみ込んでいた。


    「ランラン、どうしたんですか!?　おなかでも痛いですか？」


    　びっくりして愛あい河かが声をかける。まず思い当たるのは体調不良だろう。外に出て、おなかでも冷やしただろうか。


    　汐ノ宮さんがぼそぼそとつぶやいた。俺も愛河も中腰になって、その声を聞き逃すまいとする。


    「まだまだ、わたくしは半人前ですわ……。道のりははるか遠いですわね……」


    　何のことだろう？　少なくとも、体調に関することじゃない。


    　メイド長が手を動かしながら、周囲をあわただしく往復していた。汐ノ宮さんはうつむいているから、表情まではわからない。


    「一人では何もできない……。人の役にも立てない……。自分は何も変わっていませんわね……。とんだ道どう化けですわ」


    「ランラン、どうしました？　保健室行きますか？」


    　愛河が繰り返し、声をかけるが、


    「心配いりません。そういうのじゃないですから」


    　汐ノ宮さんは首を横に振る。


    　俺は直感的に理解した。


    　また新しい問題が人ひと研けんの中で生まれてしまった……。
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    　ようやく、ふらふらと汐しおノ宮みやさんは立ち上がった。


    　極端に顔色が悪いということはなかったが、表情に生気はない。小柄な彼女がさらに一回り小さく見える。


    「ごめんなさい、今日は一人で帰らせてくださいませ」


    　汐ノ宮さんはそう言うと、校門のほうへすたすたと歩いていった。その足はかなり速かった。メイド長がその後ろをあわててついていく。


    「なあ、高わ──愛あい河か、追いかけたほうがいいか？」


    「ねえ、グレ君。今、私に聞いてもわからないよなと思って、菖蒲あやめ池いけさんにチェンジしたわね？　そうね？」


    　目を合わせてこないけど、高たか鷲わしがにらもうとしているのはわかった。


    　まさにそうだが、今は高鷲の詰きつ問もんはスルーする。直面してるのは制限時間がある問題だ。弁明は後回しだ。


    「う～んと……こういう一人で帰る時って二パターンあって、実は追いかけてほしい場合と、本当に一人にしてほしい場合があるんです。多分、ランランは責任感が強いので、一人にしてほしいのだと思います……」


    　なるほど。俺には想像もつかない事態だから、参考になる。ちなみにもしも男子の中でこういうことになったら、どのみち誰も追いかけない。


    「それにしても、へこんだ理由が謎なぞだわ。誰も汐ノ宮さんを責めてないし。私はグレ君しか責めないわよ」


    　俺も責めるなよ。つか、こんな時にしょうもないことかぶせるなよ……。


    「自分で責めたんですよ」


    　その時の愛河の表情は、やけに大人びていた。少なくとも、クラスの男子はこんな大人びた顔はできないと思った。いつも陽気なのに、突然そんな顔に変われるのが不思議だった。


    　そこに透明状態が解けた朝あさ熊くまさんがやってきた。一部始終は透明なまま見ていたはずだ。


    「あの……師匠に何があったんでしょうか……？」


    「ランランのことは大丈夫ですよ。ただ、少し放っておいてあげていただけませんか？　ゼラチンと同じで固まるのに多少の時間はかかるんです。でも、これは長引くものではないですから、また元気な姿で弟子のクマクマのところにやってきますよ」


    　今度は頼りになる先輩の表情で愛河は朝熊さんの応対を行う。


    　どうして愛河はこんな時にも優等生的に振る舞えるのだろう。俺と高鷲は情けなく突っ立ったままだ。人間のスペックの差を感じさせられてつらい。


    　高たか鷲わしはスマホを手に取って、力なく見下ろしていた。


    　もしメッセージを送るとしたら何を送るか、そんなことを考えて、結局何も思いつかないという結論にでも至ったか。


    　俺も似たようなものだ。人間関係の問題というのは、あまりにも難しい。


    　何が難しいって、答えがない。同じことをしても、成功になったり大失敗になったりする。最後は運の勝負になる。


    「悩みは自分一人で背負い込むなっていうのが常識なのに。あの子にも困ったものね」


    　そう言う高鷲のほうがずっと困っているように俺には見えた。


    　端的に言って、これは高鷲が解決できる領域を超えているのだ。


    「えーりんと業なり平ひら君はクラスが同じだから、その時にランランに何か話せるようだったら、話してあげてください」


    　俺たちが何か返答する前に、愛あい河かは朝あさ熊くまさんのほうに話しかけていた。


    「それから、クマクマ緊きん張ちよう克服大会は師匠が復帰するまで少しの間、中断します。クマクマにはご迷惑おかけします。こちらから連絡がいくまではバスケ部のほうで活動していてください」


    「いえ、迷惑だなんて……。それより師匠が心配です……」


    「じゃあ、ほどほどに心配してあげてください。なんとかなるものですから。以前のランランならわからなかったかもしれませんが、今のランランならきっと大丈夫です」


    　愛あい河かはぽんぽんとやさしく朝あさ熊くまさんの頭に手を置いた。
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    　俺も高たか鷲わしも、もちろん汐しおノ宮みやさんも愛河に救われてるな。


    　人ひと研けんができた時よりは成長してるとは俺も思うけど、まだまだ愛河への道のりは遠い。でも、いつか愛河みたいになってやる。


    　帰り、考え事をしながら自転車をこいでいたら、段差で転びかけた。ながら運転はよくない。


    



    　　　　★


    



    　帰宅して、さっさと宿題を済ませて、食後は自室でベッドに転がって、今日のことを考えていた。


    「汐ノ宮さん、はりきってたもんな」


    　師匠って朝熊さんが呼んだのは勢いみたいなものも手伝ってだとは思う。


    　だけど、それが汐ノ宮さんにとってやりがいになって、いつのまにか重圧にもなっていた。


    　俺だけに向けてのＬＩＮＥメッセージが高鷲から来た。


    『友達のいない人間は傾向として内向的なのよね』


    　つまり高鷲も俺も、汐ノ宮さんと同類だと言いたいのだろう。


    『否定はしない。俺はショック受けてもあんな行動力はないけど』


    『彼女、行動力はあるのよね。でも、その行動力を周囲に合わせていく応用力のほうはないままなの。会社に入っても、熱意持ったまま、事なかれ上司と衝突して、そのうち退職しちゃうタイプの人間みたい』


    　たとえが生々しいが、やはり間違っていない気がする……。


    『まっ、今回はやることは一つだ。汐ノ宮さんを励ます。ほかに相手のいる問題じゃないから、汐ノ宮さんに納得してもらえれば解決する』


    　プラス思考でいこう。


    　愛河と高鷲が仲なか違たがいした時と比べれば、どうってことはない。


    『じゃ、この問題は任せたわ』


    　あれ……体ていよく押しつけられた気がする……。


    『お前も人研兼同じクラスなんだから、フォローしろよ？』


    　そのあとは既読無視をされた……。


    「マジかよ！　俺に押しつけるの!?」


    　思わず、寝転がっていたベッドから起き上がって叫んだ。叫んだって通話じゃないから高鷲に届くわけないが、言わないと収まらなかった。


    　果たして悩んでる女子をぼっちがどうにかできるものだろうか。ひょろひょろのもやしっ子が、横綱に挑むような真ま似ねじゃないのか。


    「…………大だい福ふくに頼むか？　…………違うな、それは違う。絶対違う」


    　これは人ひと研けんの問題だ。


    　みんな、戦っている。俺もいつまでも、ぼっちと異能力のせいにしてちゃダメだ。


    　雨音が窓の外から聞こえてくる。降り出したらしい。窓を打ちつける鈍い音がたまに鳴る。


    　この雨を降られる前に下校できてラッキーと思えるか、明日も雨らしいから不幸だと思うかで、人生のほかの部分も変わるんだろうな。


    



    　　　　★


    



    　翌日。秋雨前線のせいで雨足が強かったが、汐しおノ宮みやさんはいつもどおり登校していた。


    　汐ノ宮さんはつらいことがあっても、それを理由に休んだりとか絶対しないタイプなのはわかっていたし、まして雨が強い程度で休むわけないのだけど、顔を見るといくらか安心できた。案外、メイド長が行けと提案したのだろうか。


    　表面上、汐ノ宮さんはいつもと何も変わってない──なんてことはなくて、クラスの女子からすら、「ねえ、何かあったの？」「ランラン、失恋でもした？」とばしばし指摘されていた。


    　俺が人のこと言える話じゃないかもしれないけど、汐ノ宮さんってすごく顔に出るタイプ！


    　そして、汐ノ宮さんの周囲にほかの女子がいる間、俺も高たか鷲わしも近づくことすらできない。


    　汐ノ宮さんの周囲に来ている女子と交友関係がないのだ。


    　俺は机から動けずに、次の授業で提出する宿題を見直しているふりをしていた。とくに見直す意味もないのだが、何もせずに自分の席に座り続けているというのは、ぼっち臭が強く出すぎてつらいのだ。


    　俺の前の、一い身しん田でんさんの席には高鷲が来ていて、授業範囲の話をしていた。


    「世界史、微妙に進むの遅いわね」


    「そうみたいだね。このペースだと近現代史が駆け足になるのかな」


    「それ、配分からしておかしくないかしら。入試で、そんな古代史の問題がウェイト占めることないでしょ」


    　話せる相手がいるのって、いいな……。授業の話なら本来、クラスの人間全員にとって共通の話題のはずなんだが、いきなり話しかけることはできない。


    　ＳＮＳという概がい念ねんが二十一世紀になって急速に広まったが、ぼっちは二十世紀から存在していて、今も変わらずここにいる。


    　どうやら、人間のヒエラルキーを消滅させるほどの革新性はＳＮＳにはなかったらしい。むしろ、ＳＮＳによってはフォロワーの数やいいねがつく数で友達の多た寡かが可視化されて、余計ぼっちがつらくなるというようなドキュメンタリーも見たことがある。


    　汐ノ宮さんは女子に囲まれてよもやま話の相手をしていた。ほかの女子もほどほどにフォローを入れつつ、とりとめのない話をしているようだ。もちろん、とりとめなくていい。休み時間に「人間とは何か」とか「本質とは何か」とか議論を吹っ掛ける奴やつはヤバすぎる。


    　女子が膜のように汐しおノ宮みやさんをコーティングしていて、俺は話しかけることができない。


    　現時点では何の力にもなれない。女子と話してる間に気が紛まぎれてくれればいいと願うことしかできない。つまり、マジで無力。


    　視線をそらすように、ちらっと右側の席に目をやると、そこではエリアスが何やら資料を見ながら頭を抱かかえていた。副会長の仕事は多いようだ。


    「あ～、人が足りない……。そろそろ決めないとダメなんだけどな……。演劇部に断られるとは思ってなかった……。吹奏楽部も大会とかぶってるし……」


    　困ってるみたいだけど、声をかけて何か頼まれると藪やぶ蛇へびになるので、知らないふりでいこう……。こうやって露ろ骨こつな独り言を言ってる時はかかわらないのが吉だ。これ以上、問題が増えたら処理しきれん……。


    　それと、どうでもいい問題が一つあった。


    　雨が強いから外で弁当は食べられない。


    　噴水近くで、愛あい河かと食べるという手は絶対に使えない。このままだと教室で一人で食べるしかない……。まだ、五時間目が体育なので、ほかの曜日よりは休み時間は実質短くなるが、それでも長い。


    　ぼっち飯かよ。そんなのは嫌いやだ。ぼっち飯はもれなく不ま味ずく感じる。


    　そりゃ、社会人になったら、好きでもない仕事相手と会食することもあるだろうし、それよりは一人でコンビニ弁当を食べながらテレビでも見るほうがよっぽどマシだという人もいるかもしれない。しかし、クラスでのぼっち飯は敗北の味しかしない。


    　他人（といっても本来はクラスの仲間なのだが）の楽しそうな声をＢＧＭに黙々と米とおかずを咀そ嚼しやくし続けるなんて、心のある人間にやらせていい所業ではない。


    　高たか鷲わしと食べるという選せん択たく肢しは元々ない。最近のあいつは、だいたい一い身しん田でんさんと食べている。


    　大だい福ふくのクラスにまで行くのもやりすぎ感がある。違うクラスに弁当を食べに行くというのは、さらに一段階ハードルが上がる。それと、そこまでしに来たら、大福も嫌がるのでは……？


    　というわけで、俺は四時間目が終わったら、トイレに行った。


    　トイレの洋式便器で座って食べる──わけではない。うちの高校のトイレは割りときれいだけど、それでも嫌だ。


    　トイレに行って、手を洗って、それから教室に戻り、弁当箱と家でお茶を入れたペットボトル、それと英語の単語帳を持って、教室を出た。


    　目的地は五階のシミュレーション室だ。


    　ここでのんびり一人で飯を食う。


    　俺しかいない環境なら、何も怖くない。敗北の味もしない！　限りなく負けに近いけど、負けではない！


    　シミュレーション室があってよかった。心置きなく食事を堪たん能のうしてやる！


    　でも、先客がいた。


    　汐しおノ宮みやさんとメイド長だった。


    　しまった！　今日の汐ノ宮さんは一人になりたい（メイド長は除く）気分だったか！


    　タイミングは最悪だ。部屋で読んでる漫画がちょっとえっちいシーンだった時に親が横を通ったみたいな感じ！


    「あら、波は久ぐ礼れ君、いらっしゃい──という表現もおかしいでしょうか」


    「す、隅すみっこで食べるから気にしないでいいよ……」


    「そう言われても気になりますわよ。波久礼君は木ぼく石せきじゃありませんもの」


    　だよな……。これで気にならない奴やつがいたらとんでもない精神力だ。


    　まさか背を向けて食べるわけにもいかないので、後ろに下げてる机を一つ引っ張り出して、ほどほどに離した席で食べることにする。


    　机を並べて会食するということはドレインが発現して以来、一度もない。今だけはそのドレインに感謝したい。


    「昨日は皆さんに変な心配をさせてしまいました。あくまでも自分の実力不足を痛感しただけすので、お気になさらなくてけっこうですわ」


    　汐ノ宮さんはかまってちゃんではない。これが本心ということもわかる。が──


    「気にするなと言われて、気にしないのも無理だよ。汐ノ宮さんだって木石じゃない」


    　少し、汐ノ宮さんの口元が動いた。笑みがもれ聞こえる。


    　よし、今の俺の対応はよかった。ぼっちにしてはよくやった。


    「そうですわね。同じ人ひと研けんの仲間なのですものね。そしたら、ちょっとお時間をお借りしてよろしいでしょうか？　ちょうど波久礼君のほうが話しやすいこともありますし」


    「うん、もちろん。こんな俺でよかったら」


    　なんだ。もう解決に向かってるじゃないか。


    　愛あい河かが今回の汐ノ宮さんは長引くものじゃないと言っていたのは正しかった。さすが、愛河。


    　弁当を食べながらの悩み相談。青春ぽいじゃな──


    「放課後、波久礼君のおうちにお邪魔してもよいですかしら？」


    「……………………うぇっ？」


    　変な声が出た。


    「次の授業は体育で、あまり時間もありませんし……」


    　汐ノ宮さんは時計に視線を送る。そうか、女子は更衣室に移動したりで時間がかかるし、落ち着かないんだな。まして、汐ノ宮さんは堂々と遅刻するとか無理だし。


    　変なことになった。むしろ、大変なことになった。


    　けれど、選せん択たく肢しはない。悩んでる相手に、男の部屋だから来るなとは言えまい。


    「うん、別にいいけど……」


    



    　　　　★


    



    　五時間目の体育が終わったあと、高たか鷲わしと愛あい河かにはスマホで『汐しおノ宮みやさんと二人で話し合うことになった』と伝えておいた。


    　面倒なんで、俺の家でということは書かなかった。


    　クラスで男友達ができないと悩んでる俺の部屋になんで女子が来るのかという話だが、よくよく考えたら、メイド長が同席するはずだからとくに問題はないだろう。


    　大だい福ふくに対する背信行為のような気もせんでもないが、二人が付き合ってるわけじゃないから許可を取る必要はない。というか、二人が付き合ってたなら、汐ノ宮さんは大福に相談していただろう。


    　それに、メイド長を別にしても、俺の母親が普通に家にいる。それこそ付き合ってるわけでもないから、変な空気にはならない。だいたい、俺にしても汐ノ宮さんにしても変に艶つやっぽい空気にする能力など持ってない。そういうのは男女で放課後にカラオケ行くような奴やつの話だ。だから、うろたえる必要などない……はずだ。


    　──とはいえ、前代未聞の事態ではあるので、俺は挙動不審だった。


    　正直、女子が部屋に来るのであわててるとか以前に、友達が部屋に来ることが長らくなかったので、その次元であわてていた。親以外の誰かが自室に入ってくることが一切想定されてなかった。


    　俺はチャリ通なので、一回帰宅したあと、近くの駅まで行って、電車通学の汐ノ宮さんを出迎えるという手順を取った。汐ノ宮さんも一度帰ってからくるそうだし、時間的にも問題ない。


    　幸い、家に着いた頃には雨もやんで、晴れ間が見えていた。


    　ちょっとは縁えん起ぎがいい。


    



    　駅に着いたら、汐ノ宮さんがメイド長と並んで立っていた。


    「お手数おかけいたしますわ。これはスウィートポテトです。ご家族で召し上がってくださいませ」


    「いや、帰りに寄る程度のことで手て土産みやげまで……！」


    　やはり、汐ノ宮さんは育ちがいい。間違いない。


    　俺の家に着くまでは俺の近所の話という、我ながら面おも白しろみが一切感じられないことをしゃべっていたが、自分の家に人を招く時は普通のことなのだろう、多分。


    　駅からそう離れてない家にはあっさり着いた。


    　何の変哲もない、という表現があるが、俺の家は東京近郊のベッドタウンにあふれている何の変哲もない一戸建て住宅だ。半径三百メートル以内にほぼそっくりの家が十軒はあるだろう。最寄りが各停しか停とまらない駅だから、八はち王おう子じの駅前よりかなり安かったらしい。


    　母親には話がややこしくなるから出てくるなと伝えておいた。


    　あと、まかり間違っても彼女とかではないと念を押していた。


    　そこは我が親で、「うん、期待してないし、疑ってもないわ。あんたじゃ、釣り合わないし」と言われた。ドレイン持ちの息子についてよく知っている。無理な期待は子供への負担になるので、これも親心の一つなのだと解釈している。


    　俺の部屋は二階にある。これまたベッドと机と本棚、あとは窓があるぐらいの地味なものだが、機能性や住環境を考えると、平凡なところに落ち着くのはしょうがない。たとえば全面ガラス張りの部屋に住みたいかというと無理。


    「散らかってるから、適当にくつろいで。くつろげるほど広くもないけど」


    　この「散らかってて悪いけど」みたいな表現、ついに自分でも使う時が来たんだな。これ、誰かが家に来ないと使えないからな。


    「メイド長がこれぞ日本の中高生男子の部屋だと言っていますわ」


    　人間以外の生物に部屋を評価されることがあるとも思っていなかった。


    　汐しおノ宮みやさんが入ってきたので、俺も改めて室内を見回した。最終チェックだ。


    　すでに俺は自転車で一度帰宅している。


    　なので、散らかっているとは言ったが、最低限の片付けはしている。床に置いていた本はひとまず机の上にサルベージした。


    　それから、汐ノ宮さんに見られてまずいものは、親にも見られたくないものなわけで、そういうのは最初から捜索しないと出てこないようになっている。汐ノ宮さんは家捜しとか冗談でもしないタイプなので安全だ。


    　座ざ布ぶ団とん二枚とお茶受けに適当なお菓か子しを入れた木の器が部屋の中心部を占めている。


    　チョコパイと柿の種、それからせんべい。


    　俺ができる限界のもてなしだ。


    　自分ですらユーモアのカケラもないなと思っているが、数時間前に決まったことだから、用意のしようがなかった。


    「まあ、座布団に座って。メイド長は構造上座れないと思うから、そのへんに立っててくれ」


    「ありがとうございますわ」


    　汐ノ宮さんは座布団の上に正座する。座り方すら様になっていた。もし、親の年収がステータスみたいに表示されたら、うちの親の倍ぐらいの数値が出てる気がする。親の年収、はっきりとは知らんけど。


    　メイド長はドアの横に突っ立っている。通路をふさがれてるみたいだが、ベッドの上に立たれても変だし、そこでいいや。


    「日当たりのよいお部屋ですわね」


    「いや、そんな掛け軸や生け花を褒ほめるみたいな、伝統文化に則のつとったような対応はいらないからね？　マジでありふれた部屋だし！」


    　男友達がいないので、男子高校生の一般的な部屋をそんなに見てないが、家が平凡だからこの部屋も平凡だろう。


    　汐しおノ宮みやさんは少し落ち着こうと思ったのか、そういう作法なのか、部屋を見回して、しばらく話し出さなかった。結果として、間が空あいた。


    　俺はこの間が嫌いだ。どうしても不安になる。そして、ちょっとの間で不安になるということが俺の友達の少ない人生を物語っていると思う。


    　目の前にいるのが親友ならこんな間を怖がることもない。


    　お互いに会話もなく、部屋で別の漫画でも読んでごろごろすることだってできる。


    　俺みたいな人種は会話以外のコミュニケーション方法が取れない。これだけでも俺たちはずいぶん生きるのが不利になっている。


    　日本中に俺のようなぼっちの学生がいるはずだが、そいつらはどうやって日々を過ごしているんだろう。


    　みんな、苦戦しているのか。


    　案外、ほかに楽しみを見つけているのか。


    　日本ぼっち会議とか誰か開かないかな。いや、自じ虐ぎやく的てきすぎて、参加したくないな……。


    　汐ノ宮さんはこの間がさほど気にならないようだけど、俺のほうで先に限界が来た。


    「俺のほうが話しやすいみたいなことを聞いた気がするんだけど、あれってどういうこと？」


    　結局、俺から尋ねた。


    「ええ、そうですわね。あまり波は久ぐ礼れ君の時間を奪ってはいけませんから、できるだけ手短にお話しいたしますわ」


    　汐ノ宮さんの表情は穏やかなもので、いわばその顔を見られた時点で危急の問題は解決していたと言ってよかった。


    「わたくし、実は高たか鷲わしさんや愛あい河かさんにあこがれているんですわ」


    　遠い目をして、しみじみと汐ノ宮さんは言った。


    　ああ、それは俺に対してのほうが話しやすいなと思ったと同時に、こうも思った。


    　汐ノ宮さん、けっこう過激思想を語ってるな……。


    「愛河はわかるけど、なんで高鷲にあこがれるの……？　成績を上げたいのかもしれないけど……性格はああなるべきじゃないよ……。今のままの汐ノ宮さんでいるべきだよ……」


    　いい子が不良に惹ひかれる的なやつか？


    「そんなことはありませんわ。ある種、高鷲さんの性格も含めてあこがれているのかもしれませんわね」


    　これで汐しおノ宮みやさんの性格が悪くなったら、俺が高たか鷲わしに代わって親御さんに謝りに行くべきかもしれん。


    　俺は小さく手を挙げるポーズをとる。


    「あの、まだ意図が読めないので、詳くわしくお願いします」


    「波は久ぐ礼れ君はお二人に共通するところって、何だと思われます？」


    　ミニクイズを出された。


    　そして、このクイズ、単純なようで難しい。


    　あの二人の共通点？　人格はまったく違うし、成績もきれいに上下がついてる。見た目も似ていない。二人とも性別が女だとか、屁へ理り屈くつを覚えた幼稚園児すら言わないだろうことしか思いつかない。


    「二人とも誕生日の月が同じ、とか……」


    　いや、知らんけど。そういや、誕生日、聞いたことがないな。誕生日会とかやろうという流れになったこともないな。高鷲はともかく、愛あい河かは誕生日会をやろうとか言いそうだから、愛河はまだ十六歳なのだろうか。


    「そんなこと、波久礼君に尋ねると思いますか？」


    　ですよね。微ほほ笑えんで言われたが、「お前はバカか」と言われたのと大差ない。


    「まだ出会って半年も経っていませんけれど、お二人はご自身の力で状況をどんどん切り開いていった、よくしていった、それはわたくしにもよくわかりますわ。わたくしにはお二人がまぶしいんです」


    　何か思いを噛かみ締めるように、汐ノ宮さんは少しの間、瞳ひとみを閉じた。


    　それがクイズの答えだった。


    　自分に何が欠けていると汐ノ宮さんが思っているのか、それもおのずと知れた。


    「うん、愛河はああいう積極的な性格だし、高鷲は、こう……人を使い慣れてるっていうか、容よう赦しやなく追い立てるところがあるからな……。あいつは良くも悪くも権力者的だ」


    「ええ。波久礼君は人ひと研けんはぼっちの集まりだとおっしゃってますが、それでも人研が同好会になって、同好会費までもらえるようになったのは、あの二人が道を切り開く力を持っていたからですわ」


    　メイド長が何か補足したいのか、汐ノ宮さんにぴったり近づいてきた。


    　少しだけ、汐ノ宮さんは立ち上がってメイド長の説明を聞いて、また座った。


    　どうも、表情からして、しまったと思っているらしい。


    「別に波久礼君にその力がないと言ってるわけではありませんわよ？　同じ女性としてあの二人を目指したりしてる部分が多いから言及したまでで！」


    「そんなことでひがんだりしないから大丈夫、大丈夫！」


    　事実、あの二人と比べたら、俺の行動力はずいぶんと後ろ向きだ。


    「癪しやくではあるけど、高たか鷲わしは人を動かすパワーはあるんだよ。傍ぼう若じやく無ぶ人じんで失礼なパワーだけど。西高セイコー祭さいの件はまさにそれだ」


    　長らく友達がいない人間とは思えないほど、あいつは一部分が外に向けて開かれている──違う。これでは高鷲の生き方を説明したことにはならない。


    「あいつは外に開かれてるわけではないけど、外に向けて、とがってるところがあるんだ。それで外の世界とコミュニケーションを果たしてる」


    　おそらく、世の中で何かを成し遂げる人間は高鷲みたいな性格の奴やつが多いのだろう。世の中に納得せず、周囲と馴なれ合わず、新しいことをやる。世界には、いつの時代もああいう奴が一定数必要なのだ。


    「高鷲って妥だ協きようしないんだよ。誰よりも自分に対して妥協を許さないんだ。問題は、その姿勢をほかの人間にも求めてくるところで……」


    「ええ、ええ。とてもわかりやすい表現ですわ」


    　こくこくと汐しおノ宮みやさんはうなずく。


    　高鷲と違って、ちゃんと褒ほめてくれる。高鷲、見習ってくれ。


    「それにしても、波は久ぐ礼れ君、高鷲さんに関しては語りますわね」


    　ふふふ、と声もたてずに汐ノ宮さんが笑う。


    　しまった。かなり恥ずかしいところを見せてしまったのかも……。


    　なんか、同じようなことを朝あさ熊くまさんにも言われたような気がする。


    「高鷲には物申したいことが百ぐらいあるから……。あいつ、自分はなかなか動かないのに、他人は動かそうとするんだ」


    　しかも、言葉に説得力だけはあるからタチが悪い……。


    「そうなんです。ミスコンに出場したことで、わたくしの生活はわずかですが変わりました。クラスの人と話せる機会もずっと増えました。これは高鷲さんのおかげですわ」


    「本当によかったよね。もう、みんな汐ノ宮さんが一学期末に転入してきたことを忘れてるぐらいになじめてるよ」


    「ですが──あれも高鷲さんに引っ張られた結果でしかないのですわ」


    　どこか自じ嘲ちよう的てきに、汐ノ宮さんは笑った。


    　過去の自分の愚おろかしさを笑っている大人のような表情だと思った。


    「わたくしは、わたくしの力で変わったのではありません。高鷲さんという大きな力で変えられたのです。身もふたもない言い方をしてしまえば、運が良かっただけなのですわ」


    　高鷲という言葉がこの短い時間のうちに何度出てきただろう。


    　こんなにも汐ノ宮さんが高鷲のことを考えているとは思わなかった。そりゃ、部室では話しづらいだろう。


    　それと、汐しおノ宮みやさんが自分の何に不満を感じているのかもわかった。


    「汐ノ宮さん、はっきり言って気にしすぎだよ。お前が言うなって案件だけど、もっと前向きになって何も問題ないよ」


    　説教みたいになってないだろうかと思いつつ、言葉を続けた。


    「機会を作ったのは高たか鷲わしでも、舞台に立ったのは汐ノ宮さんなんだから。プロデューサーのほうがアイドルより立場は上でも、人が求めてるのはアイドルのほうっていうか……」


    　このたとえ、おかしいかな。でも、言ってしまったから遅い。


    「あっ、ごめんなさい！　また心配をかけてしまいましたわね。そこまで深刻に落ち込んでいるわけではございませんからね！　それだったら、波は久ぐ礼れ君のおうちにも来ていませんから！」


    「うん、わかってる、わかってる！」


    　汐ノ宮さんのほうも俺がガチな空気を出したことに驚いたみたいで、両手を宙でわたわた動かした。


    　ほんと、ばたばたしてるな、俺たち……。


    「だから、朝あさ熊くまさんに師匠と呼ばれた時、汐ノ宮さんは彼女をプロデュースすることを決めたんだね」


    　にっこりと汐ノ宮さんは笑った。


    　これだけヒントがあれば、誰だってわかる。


    「師匠として何ができるか考えていたのに、ずっと空回りしてばかりで、朝熊さんにも大変な思いもさせて、実績も出なくて……自分の至らなさにあの日は反省したというわけですわ」


    　あの日というのは、汐ノ宮さんがいきなりうずくまった日のことだろう。


    　汐ノ宮さんはそこで足を崩した。いわゆる、女の子座りになる。


    「高鷲さんぐらいわがままに、それでいて、美しくいられればいいんですが、とても追いつけませんわ。わたくしが宇宙の果てを目指す船だとしたら、高鷲さんはその船より速く膨張を続けている宇宙そのものです。離されていくばかりですわ」


    　詩的な比ひ喩ゆ表現が出てきたけど、それ以上に高鷲がついに宇宙と評されたことに俺は落ち着かなさを感じる。それはもはや神格化すら超えてるぞ。


    「個人的にはあいつは宇宙というより、宇宙に広がるダークマターだと思う。あと、汐ノ宮さんは高鷲なんて目指さなくていいよ、マジで」


    　それ、汐ノ宮さんのいいところ、全部抜けていく気すらするし。


    「まっ、自分が持たないものにあこがれるというのが、人間というものですわ。自分にあこがれ続けたら、それは不気味なナルシストですわよ」


    　二人きりだからか、汐ノ宮さんの口数は多くて、そして全体的に知的だった。


    　汐ノ宮さんがまったく食べようとしないので、俺のほうがチョコパイの袋を一つ破った。


    「うん、まだ見ぬフロンティアを目指す精神はいいと思うし、あと、汐ノ宮さんは落ち込む必要すらないよ。人間が他人ひとを変えるのって、自分を変えることの百倍難しいし」


    　俺の役割は汐しおノ宮みやさんのフォローだから、そこは忘れないようにしよう。こういうことは何度言ってもいい。


    　だが、ここから先はどうしても上から目線になってしまうので、言いづらい。


    　観測者として発言するから、観測対象より偉そうに自分でも感じるんだろう。


    　やむをえないか。言わないとはじまらない。


    「だって、一学期に出会った時より、汐ノ宮さん、ものすごく成長してるから」


    　これはお世辞とか社交辞令じゃもちろんない。


    　だいたい、自分の目標とか気持ちとかこんなに言語化できる奴やつがどれだけいる？


    　それができる時点で、彼女は偉大だ。


    「別におかしな意味で言うんじゃないんだけど、汐ノ宮さんは一学期より、ほんとに魅力的になってる。だから、周りに女子も集まってきたんだろうし！　それに、朝あさ熊くまさんの師匠として頑張ってたのだってすごいことだし！」


    　いつのまにか前のめりになって、俺は言葉を並べた。前のめりになったほうがよく届くような気がした。


    　汐ノ宮さんの口がわずかに開いた。


    　俺がまくしたててびっくりさせちゃっただろうか。


    　でも、まだ止められない。きりのいいところまで言わせてくれ。


    「今は結果は出せてないかもしれない。でも、こんな言葉があるだろ──『結果は後からついてくる』。これだけ汐ノ宮さんは成長してるんだから、結果が出るのも時間の問題だ！　だから、だから──」


    　俺は自分の胸を左手でばんと叩たたいた。


    「もっと、自信を持ったらいいんだ。汐ノ宮さんはもうすごいんだから！　過小評価しすぎだ！　高たか鷲わしと愛あい河かと比べてどうとかじゃなくて、同じぐらいすごいんだ！　──でなきゃ、朝熊さんが師匠って呼んだりなんかするわけない！」


    　もう、とっくに偉大だから、朝熊さんは汐ノ宮さんを慕って、やってきたんだ。


    「汐ノ宮嵐らん蘭らんは文句なしにすごい二年生なんだ！」


    　言った。言い終わった……。


    　どう思われただろう。キモがられてないだろうか。だいたい、部屋に来た女子に対する対応としてどうなんだ？　説教してるウザい男みたいに思われてない？


    　汐ノ宮さんは右手を目にやった。


    　まさか、泣いている!?　女子を泣かした!?　だとしたら、軽く死刑なのでは!?


    　でも、汐ノ宮さんは目に涙をためていたけど、たしかに笑っていた。


    　憑つきものが落ちたような穏やかな笑みだった。


    「はは……波は久ぐ礼れ君と話していたら、自分が笑っちゃうくらい視野が狭くなっていたことに気づきましたわ」


    　メイド長の動きが止まっているので、おそらく汐しおノ宮みやさんは落ち着いている。


    「わたくしたちはみんな似た者同士なのかもしれませんね。そこからほんのちょっぴり勇気を出した人が、高たか鷲わしさんであり、愛あい河かさんなんだと思いますわ」


    「コミュニケーションがずれてるって点だと似てるかな」


    　これは自じ虐ぎやくじゃなくて、事実。


    「わたくしは一学期の終わりに転校してきたので、波久礼君と出会う前の高鷲さんと愛河さんを知りません。それでも、最初の頃、お二人が仲良くなるのが非常に困難だったことは、なんとなく想像がつきます」


    「うん、それはそれは大変だった……」


    　愛河が高鷲の「ココロオープン」を見てしまい、怒って出ていった時は絶望した。


    　それから先も二転三転あった。むしろ三転じゃ足りないかな……。


    「でも、波久礼君は、その時もこうやってわたくしと向き合ってくれたように、わたくしのことで心を痛めてくれたように、お二人のために尽力したんですわよね？」


    「そう言われると、ＹＥＳと答えづらい……。むしろ、高鷲にもすごく助けられたし……」


    　高鷲がいなかったら、俺は友達を増やし続けていた愛河からフェードアウトしていた。あのままだと、ずっと暗いぼっちだったかもしれない。
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    　……今も暗いぼっちかもしれんが、当時はさらにひどかった。


    　俺の顔を見た汐しおノ宮みやさんはすべてわかっているとでも言うように微ほほ笑えむ。


    「きっと、波は久ぐ礼れ君と出会ったから、お二人は変われたんですわ。そんなことを言ったら、お二人は正反対の反応をするでしょうけど」


    「そこははっきりとイメージできる……」


    「というわけで──わたくしが自分のことに気づけなかったように、波久礼君も自分のよさにもっと気づくべきですわ」


    　あれ……？　なんで、俺が褒ほめられているフェーズになってるんだ……？


    　汐ノ宮さんはチョコパイの袋をとると、ゆっくりとそれを破って、口に入れた。


    　俺はその汐ノ宮さんの所作をじっと見ていることしかできなかった。


    「同性のお友達もきっとできますわ。だって、波久礼君もご立派なんですもの」


    「そう言ってくれるとうれしいんだけど、できればすみやかにできてほしいな……」


    　修学旅行の班決めもカウントダウンできるぐらいの時期に来ている……。


    　今頃、男子たちが「業なり平ひらをどこの班が引き取る？」みたいな話をしてたら地獄だな……。心を読む異能力者じゃなくてよかった……。


    「わたくしは、もう前向きになったんだから、次は波久礼君が前向きになる順ですわよ。ごちそうさまでした」


    　汐ノ宮さんが頭を下げる。


    「……おそまつさまでした」


    　俺も同じように会え釈しやくした。将しよう棋ぎの対局が終わったみたいだった。


    「明日から、また朝あさ熊くまさんの特訓を再開しますわ。継続は力なり。消えないまま波久礼君と三十分話せたのだから、ゴールには近づいているはずです！」


    　うん、汐ノ宮さんの不安は吹っ切れた。


    　あとは朝熊さんの問題を解決するだけだ。彼女は俺と少なくとも三十分も話せた人間なのだ。俺がそれの基準点にされてるのが悲しいけど、しょうがない。


    「俺も汐ノ宮さんにとことん協力するよ。高たか鷲わしに皮肉言われそうなことでも、どしどし相談してくれればいい」


    「それで、朝熊さんの件が片付いたら、次は波久礼君の番ですわね」


    「へっ!?」


    　連続密室殺人事件の標的にされたみたいなセリフだと思った。


    　もう、汐ノ宮さんは立ち上がって、メイド長と並んでいた。


    「波久礼君にもお友達を作ってみせますわ。大丈夫です。波久礼君と友達になりたい男の人だってきっといますから」


    　ここまで言われたら、俺も頑張るしかないじゃないか。


    　友達、なんとしても作ってやるぞ。


    　じゃあ、どうすればいいかっていうと極めて難しいが──


    　最低でも、クラスの中だけでも前向きに生きてみるか。


    



    　　　　★


    



    　汐しおノ宮みやさんを駅まで送ったあと、高たか鷲わしと愛あい河かには無事に解決したと連絡を入れた。


    　さすがに具体的に何を話したかまでは書いてない。プライバシーの問題もある。


    『じゃあ、クマクマ大会もまた動き出すんですね！　愛河も頑張ります！』


    『省略されすぎてるし、大会にしては期間長くない？』


    　いつもどおりの二人の反応を見て、人ひと研けんは平常運転だと思った。
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    　クマクマ緊きん張ちよう克服大会は汐しおノ宮みやさんが吹っ切れたことで再始動することになった。


    　もっとも、試すべきことは試したので、あとは男子がたくさんいるところに行って消えないようにするとか、男子と話をしても消えないようにするとかいったことを反復するしかなかった。


    　汐ノ宮さんも以前以上にやる気になっているらしく、愛あい河かに頼んで、愛河のクラスの男子に事情を話して、数人を会話の実験台として呼んできたりした。


    　なんで汐ノ宮さんのクラスの男子ではないのかといえば、俺に気をつかっているからのようだ。俺がクラスの男子と疎そ遠えんということは、同じクラスの汐ノ宮さんも知っていて、俺が気まずくなるのを防ごうとした（あくまで俺の推測だが、おそらく正解）。


    　この気のつかわれ方が一言で言って恥ずかしいし、情けない……。


    　でも、ありがたいと言えばありがたい。シミュレーション室でクラスの男子と出会って微妙な空気になるのは避けたかった。


    　放課後の人ひと研けんの時間ぐらい、クラスで男子の友達がいないことは忘れたい。


    　もちろん、わかってるんだ。こういう時を男子と話すきっかけにしろ、そうしなきゃ何もはじまらんだろ、ローマの道にたどりつく一歩を踏み出せよってのは百も承知なんだ。


    　でも、それで俺が学校内で唯ゆい一いつ落ち着ける空間であるシミュレーション室まで汚染されるのは、ちょっと……。


    　──もしや。


    　俺は友達がほしいと言いつつ、現状に案外満足しているのではなかろうか？


    　なんだかんだでシミュレーション室があれば、あとは我慢すれば乗り切れるとでも無意識で考えてないか？　実は男子の友達なんて本気で求めてないんじゃないか？


    　やめよう……。そんな暗い自己分析に意味はない。


    　分析するとしたら、朝あさ熊くまさんの「強制カメレオン」の発現状況だ。そっちのほうがよほど建設的だ。


    　結論から言うと、これまで俺たち人研四人が試した四通りの方法は、とくにプラスになってなかった。やらなくても一いつ緒しよだった。


    　というのも、愛河のクラスの男子と一対一で話をさせたら、毎回朝熊さんは一分と経たずに消えてしまったのだ。


    　男子の運動部を見学させるという高たか鷲わしの考えた方法も継続して行われた。が、こちらもすぐ朝熊さんが消えた。


    



    「残念ですが、データの上では改善が見られませんわ」


    　翌週、汐しおノ宮みやさんはグラフを印刷した紙をシミュレーション室で配った。右上がクリップで留められているので複数枚あるようだ。
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    　師匠らしく、そんなものまで作成していたらしい。師匠というか、コーチだな。


    　俺たちは朝あさ熊くまさんを含めて、椅い子すを円形になるように配置して座っている。討論しやすいような配置だ。今日は検討会をやることになっていた。


    　その資料は消えるまでにかかった時間の変化を示したもので、誤差みたいな変化しか記録されてなかった。


    　朝熊さんはおでこに手を当てて、


    「あああ……我ながら情けない……」


    　と追試の呼び出しでも受けたように嘆いていた。


    「会話する男子も、見学する男子の部活や集団もいろんなタイプを試しましたわ。ですが、今のところ、偏かたよりは見られません」


    　たしかにグラフはずっと横並びだった。上下の振り幅がそもそもない。


    「一言で言うと、どんな男子も全部苦手ということですわね」


    　師匠の言葉は客観的事実を言っているので、その分、朝熊さんにはダメージになっていた。朝熊さんは頭を抱かかえながら「うわああああ……」とうなっていた。


    「少し意外だったわ。こういうのって運動部の奴やつのほうが苦手とか、頭悪そうな奴のが苦手とか、押しが強いキャラのほうが苦手とかあるかと思ったけど、まったく関係ないみたいね」


    　他ひ人と事ごとのように高たか鷲わしは淡々と述べた。冷たく見えるが、グラフを読み取る視点としては感情がこもってないほうがよい。


    「改めてグラフを見て、私も初めて気づきました……」


    　朝あさ熊くまさんも驚いていた。


    　その点、グラフによって「見える化」したことには意義があった。


    「もうちょっと消えるまでに時間があるかなと思ったんですが、すぐ消えてますよね……。こんな重症だったんですね！　本気で社会生活、まずくなってきますよ！」


    　うん……。これ、嫌いな食材の克服みたいな次元の問題じゃないよな。働けるかどうかみたいなことにつながってくるよな……。


    　しかし、意気消沈している弟子の前でも、今日の汐しおノ宮みやさんは毅き然ぜんとしていた。メイド長のように、まっすぐ力強く立っていた。


    　汐ノ宮さんのことだから、高鷲とは違って、他人事と思っているわけでもないはずだ。


    「ですが──この中で特異な観測結果があるのですわ。実は一枚目はとある要素だけ意図的に抜いております。二枚目をごらんください」


    　そう言って、汐ノ宮さんは自分の資料をめくる。


    　俺たちも同じように紙をめくる。


    　二枚目はグラフではなくて、文字だけが書いてあった。


    



    消失の例外


    なぜか波は久ぐ礼れ君と一対一でしゃべっている時に限って、まったく消えていない。複数回試行されているが、いずれも消えていない。


    かといって、（失礼に感じられたら申し訳ないのですが）すごく話がはずんでいるわけでもなく、気まずさはほかのクラスの男子と大差は見られない。


    



    　まさか、ここで俺がキーになるとは！


    　補足説明も失礼と言えば失礼だが、合っていると思う。朝熊さんとの会話役は数回やらされてるけど、朝熊さんとの間に友達感もないんだよな……。向こうもどう見ても、緊きん張ちようを隠せてない。


    「最初はわたくしも波久礼君が人ひと研けんのメンバーなので、朝熊さんが慣れていたからと考えていました。ですが、クラスの男子と話をしてもらっても、面識のない男子同様の時間で消えています。その様子も波久礼君と会話している時と比べて、極端に混乱しているようでもありませんでした」


    「うん。私も思ったわ。二度ほどそうっと二人っきりの時の様子を立ち聞きしたけど、朝あさ熊くまさん、かなりきつそうだったもの。極度の緊きん張ちよう状態と言ってよかったわ」


    「おい、立ち聞きって話は初耳なんだけど。あと、極度はいくらなんでも言いすぎだろ……」


    　二人きりのつもりだったけど、しっかり観察されていたらしい。調査のため必要だが、なんか嫌いやだな……。


    「波は久ぐ礼れ君と朝熊さんの空気、エレベーターで居合わせたマンションの住人みたいな感じだったわ。名前も知らないけど、同じ建物に住んでるから、たまに顔を見ることぐらいはある程度の関係性。むしろクラスの男子といるよりきつそうだった」


    　どうでもいいが、俺はドレインがあるので、よほどの高層階以外、極力歩いて上がっている。おかげで足腰は比較的強い。


    「つまり、緊張や慣れではなく、波久礼君そのものに特異性がある可能性があるということですわ！　透明打開のカギは波久礼君ですわ！」


    　汐しおノ宮みやさんが、かっと目を見開いた。


    「わー！　業なり平ひら君、すごいですよ！　ポテンシャルですよ！」


    　愛あい河かが褒ほめてくれたけど、ポテンシャルって単語だけで評価の意味になるのか？


    「なるほどね。ここからいくつかの仮説が成り立つわね」


    　高たか鷲わしは終始、落ち着き払っている。だんだん、ここが理科部あたりの文化系のまともな部活に思えてきた。


    「まず、グレ君が実は男ではない説」


    「ねえよ！」


    　笑いもせずにクソみたいな説をぶっ放すな。


    「でも、よく考えてみて。私たちは誰もグレ君が男だという証拠を見ていないわ」


    「やめろ！　真ま面じ目めな顔のままふざけるな！　微妙に下ネタになる危険があるからそれ以上はやめろ！」


    「本人は男だと言い張っている、と」


    「もう、それはいいから次の説に移ってくれ」


    「うん。今の説は場をなごませるための余興だったわ」


    　俺をおちょくるための余興の間違いだろ。


    「次の説はかなり説得力があるわ。こちらが本命ね」


    　じゃあ、本命から言えよ。


    　しかし、ほかの説って何なのだろう。


    　まさかとは思うが──


    　朝熊さんが俺のことを好きだからだとか言い出さないだろうな？


    　はっきり言って俺は一切考えてない。妄もう想そうを抱いだく気すらない。


    　だって、俺と話してる時、朝あさ熊くまさんはかなりきつそうな顔をしていた。あの苦笑いを何度も見た。あれはどう見積もっても、恋してる時の顔ではない。むしろ、「この人といると窮きゆう屈くつ……」みたいな顔だ。


    　どんな勘かん違ちがい野郎でも、あの表情とあの微妙な空気で、好かれているとは思わない。


    　だが、俺だけが男の中で特別となると、合理的な理由が朝熊さんが好意を持っているとかしか思いつかない。雑に考えると、そういう結論になりそうだ。


    　それと偏見かもしれんが、女子はコイバナが好きだ。


    　一般の女子のカテゴリーに高たか鷲わしみたいなのを加えて考えてもしょうがないかもしれんが、ひとまず恋愛の話に持ち込んでしまうこともあるのでは？


    　そして、残念ながら、俺は絶対に好意、持たれてない……。


    　俺はハーレム系作品の鈍感型主人公ではない。あれは好意に気づいて特定の誰かとカップルになってしまったらハーレムが作りようがないので、作品の都合でそういう設定にされているだけだ。


    　まあ、杞き憂ゆうで終わるかもしれないし、高鷲の意見を聞くか。


    



    「二つ目の説は──グレ君が朝熊さんの異能力に必要なエネルギーを吸収しちゃってる」


    



    　聞いた途端、俺の中に過去の失敗例が浮かび上がった。


    　高鷲と同盟を結んだ最初期の頃、野の島じま君のお菓か子しが不ま味ずくなったことがある。


    　あれは俺の近くでお菓子を作るという異能力を試したから、ほぼ間違いない。


    　ドレインというのは他者の体力を奪うものなのだが、どうも、異能力の質を弱めることもあるらしいのだ。


    「望んでない異能力だろうと、能力は能力よ。そこで私たちは体の中で異能力のエネルギーを消費してるはず。消失するためのエネルギーをグレ君がドレインで奪ってしまってるとしたら、どう？」


    「ありうるな……。だって……そうでもなきゃ、俺の前だけはいたって平気とかってこともないし……」


    　朝熊さんも自覚があるらしく、うつむいていた。


    「まあ、どんな異能力でもそうなるのかはグレ君本人もよくわかってないみたいだし、すべての異能力者に対して効き目があるのかも検証してみないとわからないけど──朝熊さんには効いてると考えるほうがつじつまは合うと思うの」


    　こくこくと朝熊さんがうなずいている。そんな強く、うなずかなくてもいいのでは。


    　あれ、でも、異能力の効果が弱まってるってことは……。


    　愛あい河かのチャームにも、俺のドレインは影響してたんだろうか？


    　少なくとも、これだけ愛あい河かの近くにいるのに、好きになりすぎて変になるといったことはない。初対面のオッサンが結婚してくれと迫ってくることすらあったのに、これって奇跡な気がする。


    　だとしたら、それでも俺が愛河に好意を持ってるとしたら……。


    　──俺は愛河にマジで恋愛感情を持ってる……？


    　俺が愛河に何度かときめいたのは、異能力と関係ない本当の感情なのか……？


    　ドレインなんて異能力を持って以来、まともに女子を好きになったことなんてなかったけど……これは一種の初恋……!?


    　待て待て……。このことはもう少しゆっくり確認したほうがいい。今、性急に答えを出すべきじゃない。


    　それと、高二で初恋っていうのはキモいな……。ちょっと遅すぎるだろう。初はやめよう。恋っぽいものは過去にあったことにしよう。すぐには思いつかないが、捏ねつ造ぞうしよう。


    「何、遠い世界に行ってるのよ」


    　高たか鷲わしの声がふっと耳に飛び込んできた。


    「うあっ！　あっ、あっ！　遠くない！　むしろ近い！」


    　視線は俺の足下あたりに向けているけど、疑惑の視線であることはしっかりと感じる。


    「何を言ってるかよくわからないんだけど、考え事してたのは確実ね。悪いけど、今は『ドレインについて考える会』でも『波は久ぐ礼れ業なり平ひらの修学旅行をどうにかする会』でもないの。朝あさ熊くまさんのことを考えて。でなかったら、帰って」


    　帰れはいくらなんでもひどすぎる。


    「わかった……。もう、戻ってきた。完全に戻ってきた」


    「じゃあ、特別に信じてあげるわ。私を崇すう敬けいし、影を踏まないようにしなさい」


    「恩着せがましすぎる」


    　その時、朝熊さんがゆっくりと右手を挙げた。


    　その手には力が全然入ってなかった。


    「あの……ドレインが透明になるのを防いでくれるとしても、ずっと先輩が私のそばにいるというわけにもいかないですよね」


    　そりゃ、まだメイド長みたいな存在ならいいけど、俺は生身の男だ。


    「じゃあ、私はそう簡単に異能力からは卒業できないってことですよね？」


    　弱々しく、笑みを浮かべながら朝熊さんは俺たち人ひと研けんメンバーに視線を送った。


    　愛河ですら、少し視線を落としてしまう。


    　朝熊さんは、すっかり疲れ果てていた。こうも、成果が見み出いだせないのでは朝熊さんが参ってしまうのも、しょうがない。きっと、こんな表情は部活では見せたりしてないだろう。


    「これまでありがとうございました。もう、十分お付き合いいただきましたし、そろそろ諦あきらめようかなと思います」


    　どこか中性的なところのあるさばさばした表情で、朝あさ熊くまさんは言った。


    　朝熊さんは異能力を持ってるほかは常識人だ。


    　ずっと人ひと研けんの邪魔をするわけにはいかないと考えはじめる頃合いだった。


    「いえ、ダメですわ」


    　椅い子すが床をすれる、耳みみ障ざわりな音。


    　汐しおノ宮みやさんが立ち上がっていた。


    　まるで教師が生徒を叱るような瞳ひとみ。


    「わたくしを師匠と呼んだからには、もうちょっとだけ付き合っていただきます！　そんなにあっさりと逃げないでください！」


    　汐ノ宮さんはゆっくりと朝熊さんの前まで近づくと、ぽんと彼女の肩に両手を置いた。


    「一いつ緒しよに乗り越えていきましょう。わたくしたちは諦あきらめることに慣れるには若すぎますわ。わたくしみたいな凡人でも、きっとまだ協力できることがあります」


    　凡人という言葉を聞いた時、汐ノ宮さんが俺の部屋に来て、高たか鷲わしと愛あい河かのことを語ったのを思い出した。


    　そりゃ、俺に悩みを相談したくもなるはずだ。輝いてないと思っている人間がまさに輝いている側に悩みを打ち明けはしない。


    　だって、それはカラスが白鳥にどうして白いのかと聞くようなものだから。


    　俺と同じカテゴリーに入れるのはおこがましいけど、人研を乱暴に二つにぶった切ったら、汐ノ宮さんは俺の側だった。少なくとも汐ノ宮さんはそう思っていた。


    　高鷲も愛河もまぶしい。俺たちにない力を間違いなく持っている。


    　汐ノ宮さんもミス西高セイコーになって確実に輝いた。でも、それは高鷲が輝かせたものだからと、汐ノ宮さんは自分の手柄にはしなかった。


    　そして、自分を輝かせるために、もう、とっくに歩き出している。朝熊さんの師匠としてずっと歩いている。


    　でも、その成果はまだ出せてはいないから、汐ノ宮さんは投げ出したりしない。


    　だから、俺も祈るように思う。汐ノ宮さん、頑張れ。


    　頑張っている君が報むくわれてくれ。


    　それは自然と俺へのエールにもなる。


    　頑張った人間が報われるのなら、俺だって友達を作ろうと踏み出せるから。


    「まだ策はありますわ。挑戦させてください」


    「はい、師匠！」


    　朝熊さんも目頭が熱くなっていた。


    　こんなに強く気持ちをぶつけられることなんて、高校生活でもそうそうないだろう。


    　朝あさ熊くまさんは、汐しおノ宮みやさんが肩に置いている手をとると、その手をぎゅっとつかんだ。


    　汐ノ宮さんの手はあったかいだろうか、冷たいだろうか。


    「あっさり諦あきらめようとしてごめんなさい」


    「いえ、成果を出せなかったのは師匠の咎とがですわ」


    　──カシャッ。


    　写メが撮られたシャッター音がした。


    　何だと思って、視線を動かしたら、開いた扉の先で坊ぼう城じよう先生がスマホで撮影していた。


    　当事者の二人があぜんとしていたので、代わりに俺が突っ込む。


    「どうして撮った、うちの顧問!?」


    「いや、久しぶりに来てみたら、ゴリゴリに青春してるな～と思って」


    　罪の意識とか皆かい無むな表情で言われた。世界史の知識はあっても肖像権の知識はないのか。


    「でも、生徒の素顔を見られてよかったわ。汐ノ宮さん、通知表は期待しててね♪」


    「それ、教師の立場で言っていい発言なのか!?　ていうか、いつからいたんですか？」


    　空気がおかしなことになっている。もう戻らない。なんでこんな時に限って、ふらっとくるんだ、この人！


    「感動したのは本当だからいいじゃない。その気持ちであてを探せば、多分──必ずうちのクラスの生徒も助けてくれる人がいると思うわ！」


    「多分なんですか。必ずなんですか。どっちなんですか」


    　いいかげんが服を着て歩いてるような人に言葉の整合性を求めてもしょうがないのかもしれないが、打開につながる情報と言えなくもないので詰つめたい。


    　今、うちのクラスと言ったよな。二組に何かあるということか？


    　でも、善人の汐ノ宮さんはこんな時でも先に感謝の念を伝えるらしい。


    「ありがとうございます、坊城先生。うちのクラスならすぐに調べることができますわ」


    　まぶしくなるほどの笑顔で汐ノ宮さんは答えた。


    　その笑顔は高たか鷲わしと愛あい河かの側のものだ。もう、そんな表情ができる時点で勝ったようなものだし、汐ノ宮さんもリア充だよ。


    　つまり、俺だけがどんどん取り残されているってことだ……。


    「これは修学旅行もたくさん青春が見られるかしら。うんうん、いいわね！　男女カップルの青春はイラッとするけど、女子同士ならそうならないからいいわ！　汐ノ宮さんも、すっかりクラスに溶け込めたようで、先生、安心！　協力してくれそうなクラスの子にも言っておくからね！」


    「先生、私し怨えん交えるのやめてください」


    「ちなみに私、喫茶店で隣となりの席にカップルが座ったら、即、席を移動するか帰るかすることにしてるの。みじめな思いになるのは一秒でも勘弁なの」


    「なんだ、その護身術！」


    　あと、修学旅行って不ふ吉きつな単語を聞いてしまった。ほかの人間の口から聞くと、またこたえる……。


    「来週のＨＲはいよいよ班決めだからね！　よろしくね！」


    　とどめに黙示録が来週やってくることを伝えて顧問は去っていった。


    　うわあ……。前向きになろうって気持ちもくじかれそう……。


    



    　　　　★


    



    　坊ぼう城じよう先生はその場のノリでテキトーなこと言ってただけのようにも感じたが、協力者を本当にクラスから見み繕つくろってくれたらしかった。


    　翌日の休み時間、汐しおノ宮みやさんがエリアスとなにやらしゃべっていた。


    　俺の席の隣となりで起こってる出来事なので、気にかかる。


    　前の授業で出た英語の宿題をやりながら、隣の話に聞き耳を立てる。


    「それなら、協力することができますわ！　むしろぜひとも参加させてください！」


    「いやあ、こちらこそ助かるよ。参加者が決まってなくて、生徒会としても困っていたところなんだ」


    　二人のそんな話が聞こえてくる。何か合意に至ったらしい。


    　エリアスがいるので汐ノ宮さんに尋ねづらかったが、汐ノ宮さんのほうが俺の机の側に寄ってきた。


    「波は久ぐ礼れ君、ご協力よろしくお願いいたしますわ」


    「……具体的に何の？」


    　汐ノ宮さんに限って、犯罪に手を貸せということはないだろうけど、用件は知りたい。


    「業なり平ひら、十月の末といえば何がある？」


    　今度はエリアスがクイズを出してきた。


    「修学旅行のことがいろいろと決まる。班決めもある……」


    「そんなローカルなことじゃなくて、もっとグローバルなことだよ」


    　じゃあ、あれか。最近、日本にも根付きつつあるあのイベントか。


    　ぼっちはリア充が騒ぐようなイベントは言うまでもなく苦手だが、存在ぐらいは把は握あくしている。


    「ハロウィーンか」


    　エリアスと汐ノ宮さんが同時にうなずいた。絶対、キャラ違うのに同期した。


    「そうそう。駅前の大通りで土日にハロウィーンにかこつけたイベントをやるんだ。ほら、近くの大学とかが集まって、よくなんかやってるだろ」


    　地元のことなので、さすがにわかる。


    　八はち王おう子じは大学の数がやたらと多い。それでそういった大学の有志が集まって駅前で何かしらイベントを開くことがある。大学だけじゃなくて高校が参加することだってある。


    「君たちには西高セイコー代表をやってもらう」


    　…………。


    　俺は少し反応に詰つまった。


    「なんだい。自動更新中で動作が遅いパソコンみたいだよ。生徒会室のパソコンももっといいのにしてほしい」


    　エリアスの文句はこの際どうでもいいし、生徒会室のパソコン事情とかもっとどうでもいい。しかし、無視をし続けるわけにはいかない。


    「代表？　俺が？　どうして？」


    「君単独に頼むわけないだろ。汐しおノ宮みやさんのたってのお願いなんだよ。これは聞き入れないわけにはいかないじゃないか。それに汐ノ宮さんは我が校が誇ほこるミス西高だ！　これ以上の人選はないだろう！」


    「お前、さっきは人が決まってなくて困ってるって言ってたよな」


    　なんで恩を売ってるような文脈にしてるんだ、こいつは。調子がいいところは高たか鷲わしに相通ずるものがある。


    「波は久ぐ礼れ君、わたくしに秘策アリですわ」


    　汐ノ宮さんのキャラと秘策という言葉が上う手まく像を結ばなかったが──


    「これこそ、朝あさ熊くまさんの弱点を克服させる最大のチャンスですわ！」


    　こう言われてしまえば、もう俺は受けるしかないだろう。


    　あと、ダメ押しがあった。


    「それと、波久礼君の部屋でたしかに聞きましたわ。何かあれば協力していただけると」


    　珍しく、いたずらっぽく汐ノ宮さんが笑った。


    　ああ、俺は言った。とことん協力すると言った。録音されてるわけじゃないだろうけど、記憶にございませんと政治家みたいな発言するのはかっこ悪いし。


    「うん。やるよ、二言はない」


    「えっ？　業なり平ひらの部屋に汐ノ宮さんが行ったのかい……？」


    　変なところにエリアスが食いついてきた！　話が広がると、面倒なことになる！


    「同じ人ひと研けんだからそんなに変じゃないだろ！　作戦会議的なのとか、いろいろあるんだよ！」


    　こう言えば、おそらく汐ノ宮さんが一人で来ていたとは思われないから、どうにかなるだろう……。


    



    　その日の放課後、人研メンバーと朝熊さんは八王子の駅前商店街に出ていた。


    　八はち王おう子じは駅から街道方面にまっすぐ五百メートル、車が入れない、いわゆる歩行者天国の商店街が延びている。


    　駅前だけあって、老ろう若にやく男なん女によという表現がぴったり来るほど雑多な人間が歩いている。


    　老夫婦、女子高生のグループ、そもそも立ち止まってずっとスマホで何か指示してる人間や新築マンションのティッシュ配り。商店街にいそうな人間はほぼすべて揃そろっている。


    　店のほうも客層に対応するように、昔からある鮮魚店や老舗しにせのラーメン屋から、激安ショップのサンチョパンサ、ドラッグストア、携帯ショップ、オシャレ系のカフェ、チェーン店の串カツ居酒屋までぐちゃぐちゃだ。


    　そんな商店街も必ずどこかで終わりを迎えるわけで、甲州街道という幹線道路に斜めにぶつかってそこで途切れる。


    　その商店街終点の少し開けたところに、地上からわずか三段の高さしかない木製ステージがある。


    　屋根がないので、平日、横を通ると、みじめに雨ざらしになっているのを見かけたりするが、当日はちゃんと屋根付きのテントぐらいは張るのだろう。その日は曇っていたが、雨にぬれてはいなかった。


    「ここですわ！」


    　汐しおノ宮みやさんが、胸を張ってそのステージに右手を伸ばした。


    「ああ、土日にイベントある時は、ここ、たまに使ってるみたいね」


    「ハロウィーンイベントでも西高セイコーはここを使いますわ。持ち時間は三十分ですわね」


    　汐ノ宮さんの説明は人ひと研けん全体というより、朝あさ熊くまさんに向けてのものだった。視線でわかる。


    「そして、そこで朝熊さんにはわたくしと一いつ緒しよに司会をつとめていただきます！」


    　朝熊さんの口元が歪ゆがんだ。ちっともアーサー王らしくない表情だ。


    「無理です……。文化祭でも失敗したのに……」


    　そう、朝熊さんは舞台という人前で大失敗をした。克服のためとはいえ、かなりのハードモードだ。避けたいと思うのが人情だろう。


    「秘策がありますの」


    　汐ノ宮さんは俺の時と同じ表現を使った。その秘策の内容はわからないが、俺の参加はどっちみち含まれているらしい。


    「それに、緊きん張ちように慣れること自体は克服の方法として正しいはずなんですわ。朝熊さん、お父さんの前で消えたりはしていませんでしょう？」


    「はい……。いくらなんでもお父さんやお祖じ父いちゃんの前で消えたことはないです。緊張もないので」


    「朝熊さんの異能力はあくまでも緊張で発動する異能力であって、男性の前で必ず発動するわけではないということです。だから、緊張慣れで解決できるのですわ」


    　言われてみればそうだ。


    「再び、ステージに立ち、それをつとめ上げることで、朝あさ熊くまさんは自信を取り戻すべきです！　わたくしとともにやりましょう！」


    　汐しおノ宮みやさんの純粋さを電力発電にでも利用できないだろうか。


    「応援してますよ！　頑張ってくださいね！」


    「目指せ、ハロウィーンリア充」


    　愛あい河かの心からの声援と、高たか鷲わしの心にもない発言が並べられた。


    



    　ハロウィーンイベントの詳細説明には、駅前の喫茶店（の中でも比較的すいていて、俺が入れるところ）が使われた。


    「これが西高セイコーが担当する内容ですわ」


    　汐ノ宮さんは敏腕プランナーのごとく、どんどん書類を配っていった。


    　内容はある種、予想どおりのものだった。


    　商店街のステージを使うからには、なにかしらの見み世せ物ものではあるだろう。案の定、パフォーマンスに向いてる西高の異能力者を順番に出すというものだ。別に人ひと研けんだけでやらないといけないわけではなく、ほかの生徒も出るわけだ。


    「まあ、西高祭のコンパクトバージョンね。異能力者ってこういうイベントのにぎやかしにはちょうどいいし」


    　高鷲は書類で完全に顔を隠すようにして読んでいた。視線を絶対合わせないようにするには、効果的な方法かもしれない。


    「ですわ。竜たつ田た川がわさんが何人か舞台映えのする生徒さんを呼んでくれているそうです。空を飛べる方や、紙飛行機を自在に飛ばせる方などなどですわ」


    　紙飛行機を飛ばす奴やつは、なんというか、宴会芸ぐらいでしか使えない異能力だな……。もっとも、可か哀わい想そうとかまったく思わないけど。紙飛行機を飛ばせるだけでも人生におけるプラスだ。こちとら、ものすごくマイナスである。


    「あと、ハロウィーンなんでお菓か子しを出せる野の島じま君も参加されるそうです」


    　うっ、一学期の嫌いやな記憶が！


    　俺は頭を押さえた。オーバーかもしれないが、あそこからいくつかの黒歴史が紐ひもづけられて出てくるのだ。


    　あと、そもそも俺がいるのにまずくないか？


    「ちょっと、ちょっと。汐ノ宮さん、グレ君がいるとお菓子がものすごく不ま味ずくなるわよ。子供に配ったりするなら人選ミスもいいところだわ」


    　高鷲もあの件は当然覚えている。


    　これはクレームではなく、まともな申し入れだ。


    「その点もぬかりはありませんわ。波は久ぐ礼れ君には野の島じま君とか異能力者の方が演技をする時には、離れていただきますので」


    　たしかにそれでドレインを回避することはできる。それですむならいくらでも離れてやる。十メートル離れても効果が出るほど悪質なら俺はもう呼吸するのも諦あきらめるわ。


    「楽しそうですね！　イベントとしてはきっと盛り上がると思います！」


    　愛あい河かは基本的になんでも褒ほめてくれる。まあ、普通にやれば西高セイコーの中でも目立つ異能力者がステージに上がるわけだし、場を盛り上げるだけなら容易だろう。


    　だが、疑問点もいくつもある。


    　それを言う係は高たか鷲わしだ。


    「待って」


    　高鷲の手がちょこんと書類の上から上がった。まだ書類は顔を俺たちから隠している。書類がなくてもどうせ視線はそらしてるから、とくに違いはない。


    「二点ほど質問があるわ」


    　高鷲が部下を詰きつ問もんする上司に見える。あるいは人ひと研けん創設者として、本当に上司の立場でいるのかもしれん。


    「まず、一点目、ある意味、これはイベントとしてはそう問題はないかもしれないんだけど──このまま普通にやったら、間違いなく朝あさ熊くまさんが消える」


    　そう、劇での主役消失事件も記憶に生々しいタイミングでの朝熊さんの登用なのだ。


    「それも込みで、汐しおノ宮みやさんも司会をやるつもりなら、これでいいわ」


    　うん、朝熊さんにとって挑戦の舞台にはなるが、挑戦だけして返り討ちに遭あう可能性が高すぎる。


    　朝熊さんが視線を落とした。


    　少なくとも、空元気で「頑張ります！」とか言える心境ではないということだ。


    　別に覇は気きがないわけじゃない。人間、性格まではすぐに矯きよう正せいできない。朝熊さん本人が望まなくても、消える時には消えてしまうのだ。まさか、駅前商店街の前にあるステージで、観客が偶然女性だけということもあるまい。人間の二人に一人は男なのだ。


    　で、高鷲が指摘したとおり、汐ノ宮さんと二人で司会をやるというのも、その対策なのだろう。イベント進行が滞とどこおったら、確実に朝熊さんにトラウマを植えつけることになる。それじゃあ、努力論でゴリ押ししていじめてるようなものだ。


    「はい。わたくしも司会をやるというのはリスク回避のためでもありますわ。それに師匠が弟子を助けるのは当然ですから」


    　堂々と汐ノ宮さんは答えた。


    　朝熊さんのほうは不安はあるんだろうけど、まだ黙っている。


    　自分以外上級生だし、その時点でまあまあ緊きん張ちようするよな。


    「なるほど。師弟の共演ということね。まあ、それはそれでいいわ。で、もう一つ、質問ね」


    　高たか鷲わしが書類を置く。


    　そして、その冷たい瞳ひとみでちらっと俺のほうを一いち瞥べつした。


    「二点目だけど、これ、グレ君はどういう役回りで登場するの？　その説明が何もないわ」


    　うん、俺もそう思ってた。


    　さっきから俺が何をするのかまったくわからないままだった。


    　どうやら、俺はステージにいるかのような前提なのだが、かといって司会をするとも伝えられてない。


    　だいたい、西高セイコー全体の評判にもつながる場でエリアスが俺に司会をやらせるわけがない。エリアスが俺にイヤガラセをしてくることはあっても、西高の印象が悪くなるリスクまでは生徒会の副会長として背負えんだろう。


    「ドレインで朝あさ熊くまさんをサポートするためだけの要員なのかもしれないけど、男がぽつんと背後にいたりしたらグレ君じゃなくても異様よ。何かやらせなきゃ変よ」


    　だが、汐しおノ宮みやさんは落ち着きはらっていた。


    「その点にも抜かりはありませんわ」


    　ただし、俺がそれで落ち着いたままでいられるかは別問題だった。


    「波は久ぐ礼れ君には怪人になっていただきます！」
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    　ハロウィーンイベント当日はあっさりとやってきた。


    　文化祭と違って準備らしい準備もないし、当日、駅前商店街の控え用テントに集合するだけでいい。ステージはそのすぐ横にある。神はハロウィーンという異教のお祭りの味方なのか、雨も降ることはなかった。


    　その点は楽なのだが、俺の場合、大きな問題があった。


    　まず、暑い。


    　それと、視界が悪い。


    　ぼやけて見えるというわけではなく、視野が著いちじるしく狭い。


    「お似合いだよ。今度から学校もそれで登校したらどうだい？」


    　何者かが俺の外皮をイタズラで押した。


    　いや、何者かといっても、声と口調でエリアスってわかるけど。


    　俺はそれだけでバランスを崩して、こけかける。


    「エリアス、やめろ……。転倒したら自力で起き上がれないんだ……」


    「そうかい。わたしはそんな服を着たことがないからわからなかった。ごめんよ」


    　絶対にごめんだなんて思ってない。二年二組性格悪い奴やつランキングで高たか鷲わしとトップ争いでもするつもりか。


    　というか、どうして俺は性格悪い奴ランキングのツートップのどちらともかかわっているのだろう……。なんか、そういう星の下に生まれたとしか思えん……。


    　あと、これ、絶対に「服」って言わない。


    　ほとんどの部分が体に密着してなくて、空洞になっている。


    「装備」とでも表現したほうが近い。


    「それにしても、よくできてるね。カボチャを巨大化させたうえで、見事に切り抜いたものだ。借り物の着ぐるみを使わないあたり、西高セイコーの面めん目ぼく躍やく如じよだよ」


    　べたべたとエリアスが外皮を触さわっているようだが、俺の本体はその触感が届かないので詳くわしくはわからない。


    　そう、俺は巨大なカボチャをくりぬいて作った着ぐるみの中に入っていた。


    　西高の中には植物を巨大化させられる異能力者もいるのだ。巨大化と聞くと、とてつもなく強そうな異能力のようだが、できる素材はカボチャとかスイカとか瓜ウリ系ばかりらしい。


    　それと、厳密には巨大化ではなくて、風船みたいにふくらませる異能力だ。質量保存の法則は無視できん。なので、スイカを巨大化しても、大人数で食べられるわけじゃない。中身はスッカスカである。だから、大きさの割りにはすごく軽い。


    　着ぐるみとして参加し、そうっと朝あさ熊くまさんを援護射撃しろというのが汐しおノ宮みやさんの秘策だった。


    　まあ、着ぐるみのキャラなら、司会の女子のそばにいても違和感は小さい。これで「強制カメレオン」をストップさせるのだ。


    　しかも、ふくれたカボチャの着ぐるみは前にも後ろにも横にも幅がある。接近しすぎてドレインでダメージを受けるということもたいしてない。


    　視界は目の部分のわずかな空洞からしか得られない。


    　あと、使っているのはあくまでも本物のカボチャなので、カボチャの臭いがけっこうきつい。


    　こんなところでリアル志向にならずに、業者から着ぐるみを借りてこい、ハロウィーン用の着ぐるみとか絶対あるだろと思うのだが、ああいう着ぐるみってかなりレンタル料も高いようで、生徒の自作になったらしい。


    　結果として、俺は世界に一体しかない怪人パンプ君となっている。


    　怪人なのに「君」付けって、悪い奴なのか親しまれてるのかどっちなんだ、設定ぶれてるんじゃないかと思わなくもないが、もしかすると「パンプ君」と自称してる可能性もある。


    　アンパンのヒーローが戦うアニメでも、「私は～～ちゃんよ」とか「僕は～～君だよ」とか自称している奴がたくさんいるので、ありえないことではない。


    　高校生になって振り返ってみると、一人称に「ちゃん」や「君」をつけてる奴が何人も登場する世界って、かなりカオスだよな……。現実にいたら、地雷認定されるキャラだぞ……。


    　それは置いておいて。


    「いくら幅があるって言っても、触さわるほど接近したらドレインの影響を受けるからほどほどにしろよ。それで調子悪くなっても自己責任だぞ」


    「わかってるよ。わたしの責任ぐらいはわたしでとれるさ」


    　ふてくされたようにエリアスが言った。


    　正面のほうに回ってきたので、ふてくされた顔が確認できた。


    「でも、アーサー王の責任はとれないからね。それは人ひと研けんでなんとかしてくれたまえ」


    　生徒会の副会長ともなれば、アーサー王の演劇での消失事件ぐらいは知ってて当然か。


    「そうだな。どうにかするさ」


    　控え用テントの外では、師匠と弟子が入念な打ち合わせをしていた。


    　怪人は一貫して傍観者のポジションだ。後ろから見守るぐらいでちょうどいい。


    　弟子を気づかうのは第一に師匠であるべきだ。


    　エリアスがペットボトル、例の『副会長聖水』を俺の前に差し出した。


    「十月の末とはいえ、そんなの着てたら暑いだろ。飲みなよ」


    　照れたようにエリアスは顔をすぐ俺から背そむけた。着ぐるみのせいでもともと俺と視線合ってなかったけどな。


    「ああ、ありがと。つか、お前もなんだかんだで責任感あるよな。わざわざ異能力を見せる学生役で参加するなんて」


    　今日のエリアスは水を浄化する異能力という、見た目で変化がわかりづらい地味な異能力なのにイベントに出るらしい。


    「生徒会として参加を了承したのはわたしだからね。その程度のことはするさ」


    　性格が悪いぐらいの奴やつのほうが生徒会をやるのには向いてるのかもしれない。聖人君子に政治家は向かないだろうし。


    「ほら、早く受け取りなよ。それとも、敵からは塩も水ももらわないってことかい？」


    　ジト目でもう一度、エリアスはペットボトルを突き出した。たしかに、このまま放置されると、エリアスも気まずいよな。


    「そのご厚意には感謝したいんだが……これ、俺の手も内側にあって、つかめないんだ……」


    　パンプ君は足は生えてるのに、手は生えてない生物らしい。設定に関する苦情は考えた汐しおノ宮みやさんに頼む。名前も汐ノ宮さんが決めた。まあ、子供の名前を決めるわけじゃなくて一日限りのにぎやかしキャラなので、ベタでいい。


    　まあ、カボチャなら元は植物だからな。手がないのもむべなるかな。足は……ついてないとそもそもステージに上がれない。バネみたいに跳ねて動くような構造はパンプ君にはないのだ。


    「口のところはかろうじて開いてるから……悪いけど飲ませてくれないか……？」


    「は、はあぁ～？」


    　俺の要求にエリアスは怒ったのか顔を赤くしたが、


    「わかったよ……。でも、中でこぼれても自己責任だからね」


    　水を飲ませてくれた。エリアスはドレインのリスクコントロールも心得ていて頼みやすい。


    　休日のエリアスは平日よりもよりやさしく感じる。錯覚かもしれんが。


    「むしろ、中にこぼしてやろうかな」


    　ひどい企たくらみを聞いて、水が気管に入った！


    「えほっ！　げほっ！　お前、とんでもないこと、言うな！」


    「冗談だよ、冗談。そこまで悪いことしないよ」


    　いや、むせるって実害が来てるから冗談じゃねえよ……。


    　エリアスは罪の意識もあまりなく笑っていた。知り合いをからかって遊ぶなと言いたい一方で、スルーされるよりはるかにマシな気もするので難しいところだ。


    「おっと、朝あさ熊くまさんも来たようだね」


    　エリアスの視線の先にオーディション前かというような硬い面おも持もちの朝熊さんがいた。逆に言うと、それでも消えてないわけだから、男に見られるのがどれだけ苦手かわかる。


    　あと、その朝熊さんのすぐ隣となりに悪魔コスとおぼしき仮装女子がいた。隣も何も手をつないでいる。


    　変な角みたいなのが生えたフードをかぶって、しかも極端なミニスカなのだ。おのれ、すごく俺好みだ。けしからんから、スカートはもっと短くしろ。


    「はい、クマクマ、到着しましたよ！　今日は頑張ってくださいね！」


    　あれ、その呼び方は、まさか……。


    「そこのカボチャの人は業なり平ひら君ですよね！　こんにちはー、愛あい河かです！」


    　悪魔コスの愛河が元気に右手でピースサインを作る。


    　ああ、くそっ！　かわいい！　かわいすぎる！　この格好ではスマホで撮影もできんから、誰か撮影してあとで画像くれ！


    「念のため、クマクマをエスコートしてきました。ランランは司会のリハーサルで動けないようでしたんで」


    　コスプレっていい文化だなと人生で一番強く思った。


    「ああ、うん……ちなみになんで愛河はコスプレしてるんだ？」


    「有志の学生はコスプレしてステージに立つんだよ。わたしたちの前の時間のプログラムさ」


    　聞いてもないエリアスのほうに答えられた。


    「業平、菖蒲あやめ池いけさんのこと、じろじろ見てるよね。いくら着ぐるみでも、そういう視線に関してはわかるからね」


    　軽けい蔑べつするような目で、軽蔑されてもしょうがない俺はにらまれた。


    「なっ……どうしてわかった──じゃなくて、そんなに見てない！　じろじろは言いすぎだ！」


    　だいたい、お前、さっきは視線合ってなかったのに気づいてなかっただろ！


    「チャームのこともあるんで、ほかの人たちと一斉に短時間出るだけですけどね。あっ、見てくれていいですよ。業なり平ひら君ならチャームも効かないと思いますし」


    　愛あい河かは指を頬ほおに当てて、小顔効果っぽくなるしぐさをとる。


    　ドレインを俺から消し去ることができて、愛河が俺をフラットに見ることができるようになったら、何があっても告白しよう。それで「ごめんなさい」と言われても、何の悔くいもない。


    　けど、まずは今の愛河を目に焼きつけておこう。物事には順序というものがある。


    　ただ、じっと愛河に見み惚とれているのは俺だけじゃなかった。


    　朝あさ熊くまさんも愛河のことをあこがれるように、うらやましがるように見つめている。
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    　男子に向かってこんなに開かれた態度がとれる女子は、朝熊さんにとってもあこがれなんだ。


    　朝熊さん、今日は君から「強制カメレオン」を奪ってみせる。


    　愛河が手を振って離れていく間、俺は俺でやる気になっていた。朝熊さんのために。そして自分自身のために。


    　かぶりものだろうと、ステージに立つ以上、それは戦いだ。


    



    　　　　★


    　俺たち西高セイコーの前の時間にあった仮装パーティーは十五分ほどで終わった。


    　控えのテントも別だからか、直接愛あい河かと出会うことはもうない。もっとも、愛河が来てくれても、そちらの話にうつつを抜かしていてはいけない。


    　朝あさ熊くまさんのことを守るのが俺の仕事だ。


    　近くに男子がいるとか関係なしに朝熊さんは緊きん張ちようしている。それは顔を見ればわかる。


    　さほど上がらないタイプの人間でも司会で壇上に立つなら、緊張するほうが自然だろう。着ぐるみの中に入ってる俺ですら、落ち着かないものを感じる。


    　このタイミングで朝熊さんが消えていたらすでに作戦として失敗だが、俺がほどほどにそばにいるせいもあるのかそれはない。


    　朝熊さんは制服の上から黒いマントと黒いとんがった帽子という、魔女っぽい姿だ。表情のせいか、マジで魔女狩りを恐れてる人みたいな雰ふん囲い気きがある。


    　そこに汐しおノ宮みやさんが控え室にやってきた。


    「お待たせいたしました。何もかも頭に入れてまいりましたわ」


    　汐ノ宮さんも朝熊さんと同じライトな魔女の姿だ。


    　けれど、落ち着きだけがまったく別格だった。カボチャの馬車程度なら今すぐ作りそうだった。


    「いいですか？　朝熊さん、できるだけ前を見てください。誰かに目を合わせる必要はないですから、前を見ることだけ考えていてください」


    　汐ノ宮さんは笑顔で朝熊さんの肩をぽんぽんと叩たたく。


    　まさしく先輩が後輩にする言動だと思った。


    　少なくとも、汐ノ宮さんのほうを心配する必要はまったくないな。


    「わ、わかりました。我慢します……」


    　朝熊さんのほうは、折り畳み式のテーブルの下で手をもじもじ動かしている。現時点でもう消えそうだけど、見えてるということは許容範囲なのだろう。


    「波は久ぐ礼れ君がいますから大失態が起きることはありえません。怖かったら、その時はパンプ君の皮膚に手を触ふれていてください。ドレインが少し効くかもしれませんが、倒れるほどではないはずですから」


    　このカボチャの外皮、皮膚という設定なのか……。生々しいな……。


    　イベントの実行委員の人が、「西高の皆さん、出番です」と告げに来た。


    「よし、いざ、出陣ですわ！」


    　汐ノ宮さんが威勢よく立ち上がる。


    　少し遅れて朝熊さんも続く。


    　俺は最初から座れない構造なのでずっと立っている。まさか、メイド長の苦労を理解できる日が来ようとは……。


    　メイド長と目が合った。お前も汐しおノ宮みやさんをしっかり守ってくれよ。


    　メイド長は黙して語らないが、ステージのほうに向かって移動した。


    　あいつもあいつなりにやる気なんだ。汐ノ宮さんを支えるつもりなんだ。


    　俺たち三人は控えのテントからステージに上がっていく。


    　わずか階段三段分の高さしかないのに、ずいぶん遠くまで見渡せた。


    　観客数は五十人……もっといるかな。七十人ぐらいはいるだろうか。異能力者の集まりである西高セイコーはかなり注目を集めているらしい。


    　その観客の中でやたらと手を振っているのは、自分のステージを終えたばかりの愛あい河かだ。まだ、悪魔の格好をしている。


    　隣となりには高たか鷲わし、さらに一い身しん田でんさんの姿もあった。


    　実は高鷲から、裏方の仕事ぐらいならやってもいいという殊勝な提案をされていた。


    　だが、汐ノ宮さんは丁重にお礼を言いつつも、それを断った。「お客さんとして、しっかり楽しんでくださいませ」と。


    　結局、このイベントは、師匠と弟子のものなのだ。


    　だから弟子のサポートは師匠がする。その師匠がさらにほかの誰かに支えられるというのは、どこか不格好だ。


    　そして、汐ノ宮さんは汐ノ宮さんで自分の力を試したいのだろう。


    　アイドルの歌には、よく「輝きたい」みたいな表現が出てくる。以前見た地下アイドルの歌詞にすら出てきたぐらいだ。日陰者歴が長かった俺は正直なところ、あまり共感できない価値観と思ってたが────今ならわかる。


    　きっと今の汐ノ宮さんの気持ちは、輝きたいという言葉がぴったり合っている。


    「はーい！　今から西高の異能力者展示会を開催いたしますわ！　司会はわたくし、今年度のミス西高を拝命いたしました汐ノ宮嵐らん蘭らんと、カボチャ代表のパンプ君、それと──」


    　汐ノ宮さんがちらっと弟子のほうを見る。


    　朝あさ熊くまさんはマイクを持たない手のほうで、軽く俺のカボチャに触ふれた。


    「一年生の朝熊雫しずくです！　今日は、よ、よろしくお願いします！」


    　どうにか朝熊さんもあいさつをし終えて、拍手が起こった。


    　ひとまず、冒頭で消えるという事態は防げた。最初の関門はクリアした。


    「あっ、それと、こちらはわたくしの異能力のメイド長ですわ」


    　今日はミスコンの時と同様に、メイド長も全員の目につく設定にしているらしい。


    　そうか、メイド長、お前も登壇者か……。そこはかとなく気合いが入っていたように見えたのはそのせいか……。


    　聴衆から「なんだ、あれ！」といった声が響ひびく。


    　うん、ゆるキャラとは違う何者かがそこにいるのがよくわかるよな。おそらくパンプ君である俺より目立ってる。キャラを食われてる……。


    「メイド長は詳くわしく説明するのが難しいですが、メイド長ですわ。出身その他全部不明ですわ」


    　会場のウケがとれているけど、たんなる事実だと思う。


    「続いて、パンプ君の説明ですが、これは朝あさ熊くまさん、お願いできますか？」


    　さっと汐しおノ宮みやさんが朝熊さんに振る。


    「ええと……」


    　さっと、また朝熊さんが外皮に触ふれた。


    「パンプ君はカボチャです……。ハロウィーンの日に実体化するんです……。あとは……とくにないです」


    「もう、ないんですの？　シンプルですわね！　時間が押してるからですの？」


    　見事に汐ノ宮さんがフォローして、会場の笑いをとる。


    　上う手まい！　汐ノ宮さん、いつのまにこんなに司会としての修練を積んだんだ？


    「え～と、本日は西高セイコーが誇ほこる、宴会芸向きな異能力を持っていて、なおかつ受験とかで切羽詰つまってるほどじゃない十人をセレクトいたしました！　え～と……時間の関係で八番目とかで終わったら残った人がとってもが寂さびしい気持ちになりますので……サクサクいきますわね！　サクサクですわ！」


    　あれ、ほんとに汐ノ宮さん、トーク、上じよう手ずになってない？


    　何度か「え～と」が入ったけど、おおむねいい感じに笑いも取れている。


    　本職というほどのこなれている感じはしないけど、その部分を頑張っている感がちょうど埋めている。


    　ミス西高の時もこういう空気が評価されたはずだ。


    　かわいい女子高生の頑張りが見えれば、人間は自然と応援したくなる。なかには女子高生を見るとムカつくような性格ねじ曲がっている奴やつもいるかもしれんが、それは少数派だ。そこまで人間は極ごく悪あくにはできてない。


    　今、汐ノ宮さんのひたむきさと観客の応援したい気持ちがちょうどシンクロしている。正のスパイラルに入っている。


    　違うな。それでは汐ノ宮さんを過小評価したことになる。


    　汐ノ宮さんは正のスパイラルを自分で作ったんだ。


    　別の場所で本番にかなり近い時間まで入念にやっていたリハーサルは、この空気を作るためだった。


    「では、まず一人目はそよ風を作れる異能力者の方ですわ！　ラベンダーの香りを会場の皆さんにお届けしますわ！　どうぞ！」


    　三年生の異能力者が出てくるのと同時に、俺と朝熊さんはさっと隠れるように控えのほうに下がった。


    　このシステムも汐しおノ宮みやさんが決めた。


    　司会といっても、汐ノ宮さんはずっとステージに残っていて、俺と朝あさ熊くまさんは異能力者が出てくるたびに一度テントに下がる。


    　なので、セリフの数などは汐ノ宮さんが圧倒的に多い。朝熊さんと俺は思ったことをテキトーに言っても乗りきれる。


    　俺のドレインが効きすぎてしまうリスクを減らすのと、朝熊さんの緊きん張ちようを下げるのが目的だ。これならステージほど緊張するということもないし、透明にならないためにずっと俺にひっついて、疲れるおそれもない。


    「師匠、すごいです……」


    　舞台袖に戻った朝熊さんがつぶやいた。


    「さすがミス西高セイコーです。とても生き生きと舞台に立ってるじゃないですか。やっぱり私の目に間違いはありませんでした」


    　俺もうなずいていたが、カボチャの中なので、絶対朝熊さんは見えてない。


    「俺も衝撃を受けてる。きっと、俺たちが知らない間に練習してたりとか、セリフを考えたりとかしてたんだと思う」


    　人は変われる。


    　でも、変わろうとしない人間は何年経ったって、そのままだ。


    　汐ノ宮さんは朝熊さんの苦手を克服することを自分の成長目標に掲げた。


    　その目標達成に、汐ノ宮さんは現在進行形でステージに立ち続けている。


    　しかも、高たか鷲わしに急きゆう遽きよ抜ばつ擢てきされたミス西高のステージとはまた違う。自分から志願して、計画を重ねたステージだ。


    　ラベンダーの香りが控えのほうにも流れてくる。このあたり一帯に風で香りを運んでいるらしい。リラックスできるのはありがたいことだ。


    「素晴らしいですわ！　八はち王おう子じが一時的に自じ由ゆうが丘おかに変わりましたわ！」


    「いや、自由が丘もラベンダーの香りは漂ってないですよ！」


    　風の異能力者がツッコミを入れて、また笑いが起きた。


    　さて、また俺と朝熊さんが前に出る。あくまでも朝熊さんは司会者だからな。


    「あっ、お二人が戻ってきましたわね」


    「パンプ君は十五分に一回、カボチャを食べないと死んでしまうんです」


    　朝熊さんによってテキトーな設定が付与された！　それ、生存がほぼ不可能だろう……。


    　だけど、正直、文句のない展開だった。そして、その展開を作り出しているのはあの汐ノ宮さんなのだ。


    「ランラン、超すごいですよ！　リスペクトします！」


    　愛あい河かの声がステージまで響ひびいてくる──などと書くと、愛河の声がとんでもなく大きいみたいだが、小さなステージなので前にいる観客との距離も相当近いのだ。キャッチボールが余裕でできる距離だ。


    　それだけ近いせいで視線が合ってしまう高たか鷲わしはかえってステージをよく見られずに困っているようだったが、それでもちらちらと送る視線は汐しおノ宮みやさんを讃たたえるものだった。


    　その近くでは、何か一い身しん田でんさんが高鷲に話しかけているのが見える。


    　女子同士の友達は男同士のそれよりずっと距離感が近い。


    　でも、二人がさらに近づけている原動力はステージの盛り上がりだ。


    　ステージが楽しいことで、誰かと一いつ緒しよにいることまで楽しくなる。


    　デートだって、二人で見た映画がクソつまんなかったら、やっぱり変な空気になるだろう。映画の悪い印象が引きずられるからな。映画館に行くようなデートしたことがないから、すべて想像だけど。


    　その汐ノ宮さんによって弟子のほうもだんだんと乗せられていく。


    　ステージの進行に連れて、じわじわと朝あさ熊くまさんの緊きん張ちようが抜けてきているように思えた。


    　よし、このまま完走しろ！


    　朝熊さんは父親とか祖父とか親族の前では消えていない。慣れて苦手意識がなくなれば、男がたくさんいても消えずにいられる。克服につながる。


    　また、俺と朝熊さんは後ろの控えのテントに下がる。


    「やれそうです。だんだん、男の人がただのカボチャに見えてきました」


    「それはそれでホラーなのでは……」


    「いえ、野菜より男の人のほうが怖いですよ」


    「なんだ、その『一番恐ろしいのは怪物ではなく人間だ』みたいな表現」


    　テントに戻る時も俺とそんな軽口が叩たたけるぐらいに、朝熊さんは慣れていた。


    　よし、朝熊さん、ゴールは近いぞ。


    　その時、聞いたことのある男子の声がテントの奥から響ひびいた。


    　聞き覚えのある男子の声で警戒する自分の弱い心を感じた。友達が少ないせいで、知ってる男子は気まずくなる可能性のある奴やつが多いせいだ。ダメだ。


    　そういううつむきがちな思考はやめろ。いっそ、友達を作るチャンスぐらいに考えろ！　俺も変わる。人間は若い時なら変われる！　今、この瞬間が俺が一番若い時だ！


    　ちなみに、いったい誰だろう。ぜいたくを言えば、あんまりチャラい奴じゃなきゃいいな。


    　同じクラスの野の島じま君がほかの出演者としゃべっていた。


    　忘れてた！　野島君も出演者だった！


    　汐ノ宮さんが事前に言っていたじゃないか。むしろ、なんで今まで来てなかったんだと思ったが、


    「いやあ、イベントのこと忘れて遅刻しかけたよ。竜たつ田た川がわさんから連絡あってよかった～」


    　ごくありふれた理由が聞こえてきた。たしかにお金をもらえるわけでもないし、バイトなんかより重要度は低いか。


    　彼と一いつ緒しよにステージに出ることはないはずだけど、言っておいたほうがいいよな……。責任とれないしな……。


    　それ以前にあいさつぐらいしておけ。なにせ、同じクラスなんだし。


    　あいさつは礼儀だ。親しき仲にも礼儀ありって言うんだから、親しくないならなおさらあいさつをしろ。


    　朝あさ熊くまさんがステージに出てるのに、俺があいさつもせずにスルーとかありえない。


    　カボチャをかぶってるせいか、いつもよりは気まずさはなかった。


    「あの、野の島じま君、俺、波は久ぐ礼れ業なり平ひらなんだけど……」


    「あっ、そんな役やってるんだ。遅れてきてごめんね」


    　野島君の声は想像よりもずっと明るいもので、それだけでずいぶん救われた。


    　悪くない、悪くない。まだ説明しないといけないことがある。


    「演技の時は俺は横にいないけど、一応気をつけたほうがいい……。ほら、まずくなっちゃうかもしれないから……」


    「ああ、今日は気にしなくていいよ。観客の人に食べさせるわけでもないしさ。お気づかい、ありがとう」


    　野島君はゆるい笑顔でそう言ってくれた。むしろ、このカボチャよりゆるキャラ寄りの表情だった。


    「それならいいんだ。うん……お互い、頑張ろう」


    　やっぱり、カボチャをかぶってるせいで、いつもより気楽に話せる。


    「それにしても、人ひと研けんって謎なぞの同好会のようでいて、相当アグレッシブだよね。すごく面おも白しろそう」


    　何割かは社交辞令かもしれないけど、褒ほめられて悪い気はしなかった。


    「まあ、一種のなんでも屋みたいなものだからな」


    　そこで、少し野島君の顔に迷いみたいなものが生まれたが、原因はすぐにわかった。


    「あと、ここだと業平も楽しそうだよね。カボチャに入ってるからかもしれないけど」


    　意訳すれば「クラスと違って暗くないよね」と野島君は言ったのだ。高たか鷲わしと違って、オブラート付きだからこういう表現になる。


    　皮肉じゃなくて評価してくれてるんだということぐらい、コミュ力のない俺でも理解できる。


    「うん。人研は少人数制だからっていうのもあるかもしれないな」


    　思いつきで言った理由だったが、正解のような気がする。


    　もしも俺のクラスが男女五人しかいなかったら、俺がドレイン持ちでもコミュニティに入れたんじゃないか。人数が少なすぎたら、会話の数も増えるだろう。


    　でも、三十人以上生徒がいれば、みんなしゃべりやすい奴やつと話す。自然と濃淡ができる。


    　選んでいたのは俺も同じだ。受け身になりすぎて、男子の誰とも親しくなれなかった。チャンス程度ならあったはずなのに。


    「お菓か子し作っておくからさ、よかったらあとで食べてよ」


    　野の島じま君のその提案を俺が断るわけがなかった。


    「ありがとう！」


    　カボチャのおかげでいいお礼が言えた。


    　このまま野島君と話題がつながれば友達っぽくなるかなと思ったが、ずっとしゃべっていられるほど時間はない。俺と朝あさ熊くまさんは何度もステージに出るし、やがて、野島君の番もまわってきた。


    　お菓子は彼と司会者の汐しおノ宮みやさんだけが食べていたが、どうやら食べられる味だったらしい。


    　時間も少ないので、どんどん異能力者が紹介される。


    　二年生の異能力者がぬいぐるみを動かす演技を無事に終えたので、その異能力者が戻っていくのと同時に俺と朝熊さんがステージに復帰する。今で何人目だったっけ。


    「かわいかったですわね。ちなみに朝熊さんは部屋にぬいぐるみとかありますの？」


    「タヌキとキツネとサメがいます」


    「どうして朝熊さんなのにクマが入っていませんの？」


    「クマが好きだからこういう苗みよう字じにしたわけじゃないですよ！」


    「でも、けっこう持ってますわね。むしろ、朝熊さんはぬいぐるみよりロボットのプラモとかモデルガンとか持ってるタイプと思ってましたわ」


    「先輩、分け方が雑すぎます！　極端！」


    　すごい。ちゃんと朝熊さんがツッコミを入れやすいような話の振り方をしている。


    　朝熊さんは俺のそばにいるように心がけてはいるが、もうそれも不要かもしれない。緊きん張ちようすること自体を忘れていると思う。


    　汐ノ宮さんが朝熊さんを愛あい河かと高たか鷲わしがいる側にぐいぐい引っ張っている。


    　九割うれしいけれど、一割だけうらやましい。


    　輝きたいとまでは言わないけど、いつか、自分も普通だって言えるぐらいにはなりたいかな。


    　また、次の異能力者が出てきて、俺と朝熊さんが控えのテントに入る。いちいち忙しいが、忙しさで時間を忘れるぐらいのがいいか。


    　なぜか、エリアスがドヤ顔で座っていた。このステージはお前の手柄ではないぞ。セッティングについては感謝するけど、それもお前が困ってた面もあるからな。


    「さすが、大阪出身の彼女は持っているものが違うね」


    「それは無関係だろ」


    　大阪府でもお笑いという授業はないだろうから、固定観念だろう。それだと汐ノ宮さんも将来、大阪のオバチャンみたいなキャラになってしまう。それはないと思うし、そもそも口調すら関西弁じゃない。


    「あのね、業なり平ひら、彼女が真ま面じ目めでボケでもツッコミでもなかったとしても、彼女の周囲にはボケやツッコミをやってた人がけっこういたはずなんだよ。そういうのを日常的に聞いて育っているから、こうして種が芽吹くのさ」


    「トンデモな理論すぎる」


    　しかし、汐しおノ宮みやさんがトークでステージを引っ張っているのはまぎれもない事実だ。


    　さてと、また俺と朝あさ熊くまさんがステージに出る時間だ。カボチャを着ているので、なかなか暑い。


    「先輩、お話、お上じよう手ずですね。何か秘ひ訣けつとかあるんですか？」


    　ステージ上で、朝熊さんが直接汐ノ宮さんに聞いた。とくにセリフとかは用意されてないので、全部朝熊さんと汐ノ宮さんのアドリブだ。トークがいる時点で俺より難しいことをやっている。


    「昔、劇をよく見ておりましたの」


    「え、劇でトークが上う手まくなりますか？」


    　俺も朝熊さんに同意だ。いまいち納得がいかない。


    「わたくしの住んでいた街は電車で出るターミナルが大阪の難なん波ばでしたの。それで、空あいた時間に劇などを見ることが多くて」


    　難波の劇って……まさに新喜劇か！


    「素養としたらそんなものでしょうか？　あと、ええと…………なんでしたっけ……その……カボチ君はお笑いとか見ますの？」


    「パンプ君だよ！　この名前つけたの、汐ノ宮さんだし！」


    　思いきり名前を間違えられて、ついついツッコミを入れてしまった。


    「あら、パンプ君、しゃべれたんですわね」


    　その返しに会場から笑いが起きる。


    　まさか、俺が無意識のうちにツッコミを入れると判断したうえで、カボチ君と言ったのか？


    　もし、俺が黙ったままで、朝熊さんも拾わなかったら、変な空気になるところだ。


    　いわば賭かけに出て、汐ノ宮さんは笑いをとったのだ。


    　しかも、賭に勝てる嗅きゆう覚かくとでも言うべきものを汐ノ宮さんは持っている。


    　エリアスのトンデモ説、あながち間違いでもないのかもな……。


    　さらりとメイド長が汐ノ宮さんの前をふさいだ。メイド長は何を考えてるかわからんが、ちょこちょこ動き回っている。


    「はい、メイド長、邪魔ですわよ」


    　汐ノ宮さんは手でメイド長を横にどかす。これも小ネタだろうか。


    「次は誰でしたか、朝あさ熊くまさん？」


    　いきなり汐しおノ宮みやさんが朝熊さんに振る。朝熊さんもとっさには名前が出てこなかったらしい。


    「ええと……八番目の人……？」


    「番号以上の情報ないんですか？　でも……わたくしも忘れていましたわ。八番目の方、どうぞ！」


    「はーい、八番目の竜たつ田た川がわエリアスです」


    　準備していたエリアスがさっと上がってくる。


    「朝熊さんは戻ったらラスト二人の名前も確認しておいてくださーい！」


    　汐ノ宮さんはすべてわかってて、やってるな。


    「竜田川さん、九番目と十番目の名前覚えてます？」


    「ここでは異能力について聞いてよ」


    　エリアスも文句を言っていたが、おそらく演技だな。


    　控えに戻った朝熊さんもとても楽しそうだった。バスケで活躍している時もきっとこんな顔をしているんだろう。どこにも作った部分がない。


    「私、上う手まくやれてますよね？」


    　ぼそっと朝熊さんが尋ねてくる。はにかんだような表情で。


    　その顔の時点で勝ったようなものだった。


    「このままいこう。もう、マイペースでステージに出てればどうにかなる」


    「私がなんかしたんじゃなくて、師匠に助けてもらってるだけなんですけどね。それでもうれしいです」


    　師匠と弟子という関係がずっと以前からのものに見えてきた。


    「弟子を助けるのが師匠の仕事だから、それでいいんだよ。それに朝熊さんがステージにずっと出てるのは事実だ」


    　俺は朝熊さんが緊きん張ちようを脱していることより、汐ノ宮さんが見違えるように活躍していることを喜んでいる気がする。


    　夏休みの頃、汐ノ宮さんは何度も何度も苦戦していた。コミュニケーション弱者が陥る落とし穴にしっかりとはまっていて、もがいていた。


    　お前が言うなよって文句が来そうだが、自分以外の人間を観察するのはぼっちは得意なのだ。本当は自分の観察だって多くのぼっちは得意なのだが、自分を変えるという肝心の能力がないので無意味なのだ……。


    　でも、汐ノ宮さんは成長──否いな、これは進化したと言うべきだ。


    　夏休み頃の汐ノ宮さんと今の汐ノ宮さんは別人だ。


    　俺たちはこんなふうに変われる。


    　その可能性だけなら俺も秘めている。


    　むしろコミュニケーションの難しさを知っているからこそ、素すでコミュニケーションをとってきた奴やつよりクレバーにやれる。


    　ステージ裏の俺たちからは汐しおノ宮みやさんの表情のすべては見えない。でも、その背中がこう語っている気がした。


    　──頑張ってきた人はどこかで報むくわれるんだと。


    　頑張りと評価が比例するなんて幻想を俺は素直には信じちゃいない。でも、評価される可能性だけは確実に高くなる。それを俺たちはこの目で見ている。


    　次は俺たちがああならないといけないな。


    　ステージ上では、汐ノ宮さんがエリアスの作った美う味まい水と不ま味ずい水の飲み比べをしている。


    「うわ！　小学校の教室の後ろの金魚の水槽の臭いがしますわ！」


    「『の』が多いよ！　そこまでひどいとわざと作ってる身でもイラッとくるな！」


    　エリアスも俺にするようにツッコミを入れている。急に二人が親密になったってことはないだろうから、やはり汐ノ宮さんの腕だ。


    　八番目のエリアスが出ているということは出てくる異能力者は残り二人。


    　いよいよラストスパートだ。朝あさ熊くまさん、止まらず走り抜けてくれ。


    　だけど、緊きん張ちようというのは、ごくごくつまらないことで生まれる。すべて終わるまで気が抜けない。逆転満塁サヨナラホームランを打たれることだってある。


    　もっとも、注意していたって緊張する時はする。


    　せいぜい損した気分にあまりならないだけだ。


    　エリアスが控えのテントに戻ってくるのと同時に俺と朝熊さんがステージに出る。


    　俺とすれ違う時、エリアスが「頑張りな」と言ってきた。


    「お前からの塩、たしかに受け取った」


    「君にじゃなくて、朝熊さんに言ったんだよ」


    　笑ってそう返された。別に朝熊さんとはチームだから、それでも感謝するさ。


    　もう、俺も朝熊さんから離れても大丈夫だな。むしろ、汐ノ宮さんの近くにいるほうが異能力も発現しないんじゃないか。


    　でも、落とし穴があった。


    　朝熊さんの表情がやけにこわばっている。


    　その視線の先に何がある？


    　観客の数は知れているから、すぐにわかった。


    　高校生ぐらいの私服男子が三人。


    「おっ、あれ、アーサー王じゃん！」「今日は消えてないな。すごいじゃん」「けっこうかわいいけど、知り合い？」


    　前のほうに来た男子三人が朝熊さんについてしゃべっている。


    　内容からして二人は一年のクラスメイトだろう。もう一人は西高セイコーか他校の奴やつだ。


    　今日は休日。駅前のイベントで知り合いに会ってもなんらおかしくはない。


    　そして、仲がいいわけでもない知り合いというのは人間関係において一番厄やつ介かいなのだ。


    　汚いたとえで恐縮だが、男子トイレで隣となりに同じクラスの奴が来ると出づらくなる。尿意が遠のく。赤の他人の時のほうがよほど気楽だ。


    「元気ー？」「アーサー王、頑張れ！」


    　男子が朝あさ熊くまさんに声をかける。やめてくれ！　朝熊さんは男子をアドリブで乗り越えられるほどの余裕はない！


    　緊きん張ちようという概がい念ねんを朝熊さんが思い出してしまう。


    　自分が緊張に弱いことを、男子の前でとくに緊張することを、思い出してしまう。


    　俺の前にいる朝熊さんが点滅しだした。


    　まずい！　消えかけてる！


    　俺はすぐに朝熊さんの背中に自分のカボチャの表皮をくっつけた。ドレインの効果は近いほどよく効く。気休めかもしれないけど、原理上は確実に効き目は強くなる。


    　なんで、こんな時に来るんだよ、お前ら！　気づかずにスルーしろよ！


    　もちろん、こいつらは何も悪くない。


    　イベントに偶然知り合いがいたというだけだ。責められるいわれはない。


    　でも、俺たちにとったら大ピンチだ。


    　汐しおノ宮みやさんも異変には気づいていた。当たり前だ。


    「あの子、点滅してない？」という声が客席からしているのだから。


    「あれ、朝熊さん、大丈夫ですの？　パンプキン君に力を吸い取られてます？」


    「パンプ君だから！　命名者なんだから名前覚えてよ！」


    　笑いが少しは起こる。


    　でも、この空気を払ふつ拭しよくするには至らない。


    　イベントの進行だけなら力業でも押し通せる。


    　ステージに立つ異能力者は、あと二人だけだ。もう五分の四まで来ている。


    　でも、ここで消えてしまえば、朝熊さんにとって後味の悪いものになる。


    　終わりよければすべてよしと言う言葉が真なら、終わりが悪ければ何もかもダイナシだ。


    　どうにかしないといけない。


    　なのに、どうにかできる選せん択たく肢しを俺はほとんど持っていない。


    「朝熊さん、まだやれる！　乗り切れ！　頑張れ！」


    　小声で俺は朝熊さんの背中に向かってつぶやく。そんなに好きでもない頑張れという言葉も使う。こういう時は頑張れと言うしかない。


    「ドレインで『強制カメレオン』を奪ってやる。大船に乗った気持ちで構えててくれ」


    　疲労感もついでに与えてしまうが、背に腹は代えられない。疲労は休めばとれる。成功体験のほうが今は大事だ。


    　奪え、奪え、俺のドレイン！


    　できれば彼女の異能力だけ重点的に奪え！


    　まだ、点滅はやまない。


    　もう観客の視線は朝あさ熊くまさんに集中してしまっている。


    　この調子じゃ、汐しおノ宮みやさんも九番目を呼べない。


    　カボチャごしに朝熊さんに密着した。カボチャの着ぐるみが邪魔だ。もっと密着しないと足りない！


    　こんなに誰かを助けるために、その誰かにひっつこうとしたのは初めてだ。


    　観客の愛あい河かは祈るように両手を組んでいた、


    　高たか鷲わしと一い身しん田でんさんは不安そうに何か話していた。


    　人ひと研けんのメンバーが近くにいても何もできない。まさか朝熊さん頑張れと言うわけにもいくまい。


    　自分の異能力は自分自身でどうにかするしかない。異能力というのは当人固有のものだから。俺が一生、「ドレイン」の異能力者でしかないように、朝熊さんも「強制カメレオン」と付き合っていくしかない。


    　この無力感はオリンピックで応援してる側が逆転されていく時の感覚に似ている。


    　大多数の素人しろうとはテレビごしに、応援する以外のことなどできない。でも、勝ち負けは非情で、そんなもの無意味とばかりに敗者を作り出す。


    　点滅の間隔が早まっていく。まるで時間切れが近いことを知らせるように。


    　このままだと、完全に消えるのも時間の問題だ……。


    　無責任な言葉だけど、朝熊さん、自分に勝ってくれ。


    　仮にこの世界に正義の味方がいたって、そいつが倒してくれるのはわかりやすい悪だけだ。君の異能力を倒してくれたりはしない。


    　最後の最後にどうにかできるのは、いつだって自分だけなんだ。


    　学校の先生が「この子とみんな、遊んであげてね」なんて声をかけたところで、そいつに友達ができないように。


    　着ぐるみのカボチャの顔はずっと笑ってるだろうけど、その中で俺は歯を食いしばって、何かに耐えるような顔をしていた。とても笑ってなんていられなかった。


    　朝熊さんの問題はまったく他ひ人と事ごとじゃなくて、なのに、俺ではない他た人にんの事で、俺はドレインよ、効いてくれと念じるのが精一杯で──


    「うわあ、すごいですわ！」


    　どこか無邪気な賞賛の声が空気を切り裂いた。


    　汐しおノ宮みやさんの声がマイクを伝って響ひびく。


    「朝あさ熊くまさん、それ、どうやってますの？　ものすごく点滅していますわよ！　そんな異能力もあるんですわね！」


    　汐ノ宮さんが朝熊さんを褒ほめている。褒めちぎっている。


    「いや、何の役にも立たないですよ、これ！」


    　朝熊さんがツッコミがちに返す。


    「いえいえ。バスケなら敵のマークを回避できますわ！」


    　ピンチとわかっているはずなのに、汐ノ宮さんは堂々としていて──


    　その場にふさわしい元気な声で、後輩をフォローしていた。


    「バスケで消えたら反則ですよ！　多分、ルールには書いてないと思いますけど……」


    「なら、ルールが変更されるまでは最低でもやれますわね！」


    「スポーツなんだから、スポーツマンシップに則のつとりましょうよ！」


    「いろんなスポーツに応用できますわね。消える魔球ならぬ、消える選手ですわ！」


    「でも、これ、味方も見えなくなりますから！　ノーマークでもパスとか回ってきませんから！」


    　観客の笑い声がまた現れはじめた。


    　師匠と弟子のやりとりは息が合っていて、観客も不安感を覚えなくなっているんだ。


    　いつのまにか朝熊さんの点滅が終わっていた。


    　汐ノ宮さんとの会話で緊きん張ちようが消えたんだ。


    　俺はぼそっと「もう点滅してない」と伝えた。


    　もちろん背中からだから彼女の顔は見えないけど、おそらく救われたような顔になっているだろう。


    　俺はしょうもない思い違いをしていたらしい。


    　朝熊さんのそばには、彼女を助けてくれる正義の味方がいるじゃないか！


    「では、九番目の方、どうぞ！」


    　汐ノ宮さんの声とともに、俺と朝熊さんは控えのテントに戻っていく。


    　危機一髪だったが、乗り切った。


    「よく頑張った！　もう、いざとなったら汐ノ宮さんとトークしちゃえばいい！」


    　パンプ君の中は、むんむん空気がこもっていて、俺はかなり汗をかいていた。いつのまに、そんなことになっていのか、まったく覚えてない。これ、脱いだ途端に冷えてくるやつだ。


    「はい、先輩。ありがとうございます」


    　俺のほうを向いた朝熊さんの顔は突然大人になったように見えた。


    　愛あい河かが見せてくれた表情に近いと思った。女子はいきなり大人っぽくなる。


    　そして、こうも思った。


    　ああ、これこそアーサー王の顔だと。


    「もう心配いらないです。師匠が武器をくれましたから」


    「エクスカリバーを？」


    「え、エクスカリバー？」


    「……いや、なんでもない」


    　別にアーサー王と呼ばれているからといって、アーサー王伝説に詳くわしいわけじゃないんだな……。上う手まいこと言ったつもりが、すべった感じになってしまった……。


    「先輩、私はもう大丈夫です。絶対に」


    　朝あさ熊くまさんが絶対と言えば絶対なのだ。


    　そして、朝熊さんは十番目のラストとなる異能力者の紹介もそつなくこなした。


    　残りは最後に司会として再びステージに上がるだけだ。


    　見事、朝熊さんはステージをやりきった。


    　俺と師匠の助けがあったとはいえ、彼女は大きな山を越えた。高さで言えば、高たか尾お山さんなんて目じゃない。富士山も狙ねらえる！


    「皆さん、長らくの間、お付き合いいただきまして、ありがとうございましたわ！　立ちっぱなしで足がしんどいという方はぜひ商店街の喫茶店でお金を落としていってくださいませ！」


    　汐しおノ宮みやさんは最後までずっとブレなかった。むしろ、どんどんしゃべるのが上じよう手ずになっていた。


    「司会はわたくし、西高セイコー二年生の汐ノ宮嵐らん蘭らんと──」


    「この俺、パンプ君と──」


    「もう、パンプ君、自分からどんどんしゃべってますね」


    　朝熊さんがツッコミを入れてくれた。


    「私、西高一年の朝熊雫しずくでお送りしました！」


    　もう、俺たちは退場するだけのはずだ。そのはずだった。


    　しかし、会場から拍手が上がる前に朝熊さんは追加でこんなことを言った。


    「ですが、実はもう一人、異能力をお見せする生徒がいます！」


    　そう言うと、さっと朝熊さんは俺の前を離れて、同じクラスとおぼしき男子のところに向かった。


    「こんにちは、中なか野の君と緒お方がた君」


    「アーサー王、すごいよ！」「人前で司会とかできるんだ！」


    　何をするのかと思った。俺も観客も何があるのかわかっていなかった。


    　朝熊さんがぱっと消失する。


    「えっ!?」


    　そんな声が客席から上がる。


    　ステージの人間がいきなりいなくなったのだから、当然だ。


    　おい、どうするんだ！　せっかく消えずに耐えられたのに！　どうして！


    　だけど──


    　数秒の間をおいて、俺の真ん前に朝あさ熊くまさんが現れる。


    　苦笑いを不敵な笑みで押さえつけたような顔で。


    　彼女は左手の親指を小さく、ぐいっと上げた。
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    　それは勝利宣言だった。


    　くるっと彼女は客席の側にターンする。


    「最後の異能力者は、私、朝熊雫しずくです！　ずばり透明人間になれるんです！　タネも仕掛けもありません！」


    　観客の側から歓声が起こる。


    「以上、西高セイコーのステージでしたっ！」


    　ああ、そうか。


    　朝熊さんが師匠からもらった武器っていうのはこれか。


    　最後の最後で朝熊さんは自分の弱点を強引に武器に変えてみせたのだ。


    　わざと俺から離れ、男子の前に出て話して、緊きん張ちようを作り出すことで。


    　異能力を武器として認識できた時点で、彼女に怖いものなんてない。


    　さっと俺の両側に朝あさ熊くまさんと汐しおノ宮みやさんが並ぶ。


    「それでは、ごきげんようですわ～！　ハッピー・ハロウィーン！」


    「ハッピー・ハロウィーン！」


    　司会の女子二人の声とともに、カボチャの俺も退場する。


    　有終の美を飾ったって言葉がふさわしいな。


    



    　　　　★


    



    「ああ、生なま臭ぐさかった……」


    　イベントが終わったあと、俺はステージの裏でカボチャのかぶりものを脱いだ。もしも、カボチャのお化けに食われたらこんな目に遭あうのだろうか。


    　誰も残っていないと思っての独り言だったのだけど、チェックが甘かった。


    　野の島じま君と目が合った。まだ、いたんだ……。


    　これでまた黙ったままだったら、気まずいことになるな、何でもいいからしゃべらないとと過か剰じように意識してしまったが、幸いにも野島君のほうから話しかけてきてくれた。


    「業なり平ひら、すごくよかったよ。僕がこんなことを言うのも変だけど、安心した」


    



    　つまり、クラスだと暗いという意味にも解釈できるが、事実なのでしょうがない。


    「ドレインがあるからさ……」


    「だよね……。いたし方ないよね……」


    　野島君も同情するような顔になる。またマイナスに話が進もうとしている！


    　せっかく無事にイベントも終わったのに、俺は何をしてるんだ！　盛り上げろ！　アゲアゲにしろ！


    　こうもすぐに暗い方向に行ってしまうってどういうことなんだろう。


    　俺の存在自体が、もうマイナスなのか……？


    　とりあえず「いやー、お疲れ様」とか言って強引に空気を変えようとと思った矢先、


    「そうだ！」


    　とまた野島君が陽性の声を出した。


    「さっき作ったクッキーが残ってるんだ。食べていってよ」


    「もちろん、ありがたくちょうだいする！」


    　俺はバスケットに入っていたクッキーをかじる。


    　味よりも前にサクサクという音が口の中に広がる。そのあとに疲れたあとにはとくに効く、優しい甘さがやってくる。


    「これって味がアレに似てる。ほら、ぎっしりつまってて、スーパーでよく売ってるバタークッキー……」


    「それ、百円ぐらいで売ってるやつだよね。でも、わかるよ。あれ、安い割りにハズレがないんだよね。サクサク感も強めだし」


    「そうそう。あの安定感はすごい」


    　お菓か子しという共通の話題にできるものに話が移ってくれていた。


    　そのあとは五分以上、その会話が途切れることなく続き、野の島じま君は時間だからと帰っていった。


    「お疲れ様！　また学校で！」


    　俺も笑顔で彼に手を振ることができた。


    「有終の美、飾れたな」


    　今度こそ一人になった俺はそうつぶやいた。


    　神様もちょっとは俺に微ほほ笑えんでくれたんだろうか。
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    　ハロウィーンの週明け、水曜の放課後、シミュレーション室の扉がノックされた。


    「はいはい、お待ちくださいねー」と愛あい河かが扉を開けると、朝あさ熊くまさんが笑顔で立っていた。


    「皆さん、ありがとうございました！」


    　運動部らしい元気なあいさつがシミュレーション室に響ひびく。


    「おかげさまで、この三日間、『強制カメレオン』が発動してません！　クラスの男子とも話せてます！」


    「おおっ！　クマクマ、よかったじゃないですかっ！」


    　愛河がすぐに朝熊さんに抱き着いた。頬ほおまでちょっと引っついてないか。何それ、ずるい！


    　もっとも、この距離感は高たか鷲わしもやりすぎと感じたのか、ちょっとあきれた顔をしていた。まあ、高鷲があんなふうに女子とくっついてたら、まず洗脳を疑う。


    　けど、今回の殊しゆ勲くん者しやは愛河ではない。


    「ほら、ランランも来てください！」


    　招き猫の手を作って、愛河は座っていた汐しおノ宮みやさんを呼ぶ。


    　汐ノ宮さんも恥じらいがある側なので、最初は立ち上がれず戸惑っていたが、


    「師匠、せっかくですから」


    　弟子からもお呼びがかかったら、出るしかない。


    　そのあとは、愛河が両腕に朝熊さんと汐ノ宮さんを加えて、わちゃわちゃやっていた。


    「ランラン、ほっぺやわらかいですよね～♪」


    「ほっぺたは誰でもやわらかいものなのでは？」


    「師匠、メイド長が倒れたら私が師匠のメイド長になります！」


    「メイド長は倒れることはおそらくありませんわ」


    　そのメイド長は空気を呼んだのか、外側で突っ立っている。


    　群れる三人を見てこう思った。尊いってこういうことを言うのか。


    　とはいえ、高鷲に何か言われるから決してにやけたりはしない。


    「グレ君」


    　高鷲が三人のほうに顔を向けたまま言った。


    　ほら、来た。何か高鷲が言ってくるぞ。


    「死ぬ前にいいものが見られてよかったわね」


    「殺害予告みたいな発言やめろ」


    「でも、次のＨＲまでの命だと思うわよ」


    　その不ふ吉きつな言葉の意味に俺は気づいた。


    「あっ……………………ほんとだ」


    



    　次のＨＲは修学旅行の班決めだった。


    「じゃあ、今からみんな席を立って、男女、それぞれ、三人か四人ぐらいのグループを作ってね～。それから男女で合体させて一つの班にしま～す」


    　坊ぼう城じよう先生が調子よく言ったけど、俺にとっては死刑宣告と大差なかった。


    　この班決めの時間までに、ついにクラスで男友達を作ることはできなかった……。


    　男女が一斉に立ち上がって、わいわいやっているなか、俺はとりあえず、その場に立つ。


    　ただし、どこにも移動しない。移動するあてがない。ドレインが迷惑だし。


    　かといってずっとぽつんと座ったままというのも……できるかそんなもん！


    　うあああああ！　この時間、早く終わってくれ！　きつい！　きつすぎる！


    　わかっていたけど、過去にも似たことはあったけど、それでもつらい！　何度喰くらっても慣れない！


    　行動すれば人は変われる。


    　その言葉を俺は疑ってまではいない。汐しおノ宮みやさんだって、朝あさ熊くまさんだってセミが地中から大空に羽ばたくように変われた（これ、セミが早く死ぬからあまりいいたとえじゃないかも……）。高たか鷲わしにだって一い身しん田でんさんという友達ができた。


    　でも、この場合の行動って何だ？


    　ドレイン持って誰のところに突っ込む？　それ、ただのテロだから！　相手を傷つけてるだけだから！


    　ずっとうつむくわけにもいかず、前を見る。でも、見たくなどなかった。みんなの楽しそうな顔を見るたびに、こちらは不安な顔になるしかない。楽しい顔をできる理由がどこにもないから、辛しん気き臭くさい顔にしかなれない……。


    　ま、まあ……いいさ……。大だい福ふくにはいざとなったら自分の班に来てもいいって言われてるし……。


    　どうにか同じ部屋で過ごす夜の時間とかだけ耐えられれば……。でも、それを耐えるのは本当にきついよな……。


    　それで、またうつむいてしまった間に──


    「グレ君、これ、ネタじゃなくて本当にかわいそうね」


    　ほどよく失礼な声がかかった。


    　顔を上げると、高鷲──と一身田さん、それから汐ノ宮さんがいた（あと、自動的にメイド長もいた）。それと、ちょっと離れたところでエリアスも汚いものを見るような目で立っていた。


    　場所からして汐ノ宮さんの席に集まっているのだろう。エリアスはどっちか難しいが、同じ班らしい。


    「な、業なり平ひら君、ドレインがあるから大変だよね……。同じ人ひと研けんの人同士で班になったほうが落ち着くよね？」


    　一い身しん田でんさんが必死に俺にフォローを入れてくれる。その気づかいだけでうれしいです。


    「修学旅行先は京都ですから、わたくしの地元も比較的近いので、ご案内できますわ」


    　汐しおノ宮みやさんは自分の仕事をばりばりこなすつもりらしい。


    　今までも積極的だったけど、そこにどこか余裕を垣かい間ま見みた。


    「みんな、ありがとう！」


    　男子じゃなくて女子が来てくれるという異例の展開だが、誰も来ないよりはるかにマシだ！


    　高たか鷲わしはうつむいているから視線は合わないものの、同盟者同士の絆きずなみたいなものは感じられた。もしかしたら、俺の錯覚かもしれないが。


    　こうやって誘さそってもらえるぐらいには俺だって成長したんだ──そう考えることにしよう。


    　夜、同じ部屋の男子がほかの部屋に遊びに行ったあと、一人でぽつんとぼっちの時間をすごすことになる問題のほうは……甘んじて受け入れよう。


    　大丈夫さ……中学の修学旅行でも経験したんだ……。


    　それに形式上は、修学旅行のメインは昼だ。課外授業として見聞を広めるのだ。夜はおまけだ。形式上は。うん……。夜にみんなで枕投げしたり、コイバナで盛り上がるのはおまけなんだ……。ははは……もちろん言い訳と知っているさ……。


    「グレ君、アイポッド貸すから夜はずっと私のセレクトした『これだけは押さえておきたい名曲集』を聞く？」


    「高鷲、もう遠回しすぎて、イヤミか誠意か修学旅行にかこつけて自分の好きなバンドを布教しようとしてるのかよくわかんない」


    　表情も真顔だから判断ができん。


    「人間は複雑な生き物よ。同時にすべてを内包していることもあるわ」


    　じゃあ、やっぱりイヤミも含まれてるんだな……。


    　でも、こうやって高鷲にいじってもらえるだけ、はるかにマシだ。完全なる無よりずっといい。


    　なのに、そんな俺のところに近づいてくる人間がまだいた。


    　野の島じま大だい輔すけ──ここ最近ではクラスの男子で一番しゃべった人間だ。


    　横に彼と仲のいい太おお田たを連れて。太田はボイスレコーダーみたいに短時間だけだが自分が聞いた音を完全再生できるらしい。まあ、派手にクラスで目立つキャラではないな。


    「業平、よかったら僕らと一いつ緒しよの班ってことでどうかな？」


    　野島君はすぐにそう切り出してきた。その視線にわずかな信頼が入っているのを俺は感じた。


    「はっきり言って助かる！」


    　遭難していたら救助ヘリが来た気分だ。


    　でも、これも俺が少しは前向きになれた成果なのかな。


    　人は変われるんだ。俺だって人なんだから変われてしかるべきだ。


    「最悪の事態は回避できたようね」


    　その高たか鷲わしの声は普通にあたたかかった。


    「男女合計七人で班としても問題ないはずよ」


    「そうだね。じゃあ、表に名前書いていくね」


    　席が近い一い身しん田でんさんが机で名前を入れていく。俺の名前がちゃんと書き加えられるのを俺は感動的な気持ちで見ていた。


    「では、この皆さんで京都を回るといたしましょうか。京都案内の腕が鳴りますわ！」


    　汐しおノ宮みやさんも一段とやる気になったようだ。その汐ノ宮さんの周囲をメイド長がぐるぐる回っていた。それはどういう感情表現なんだ？


    　これは大だい福ふくに、修学旅行の自由時間はなんとかなりそうだって言っておかなきゃな。


    　やっと、高校生らしい使い方が板についてきたスマホを取り出して、ＬＩＮＥ通知が入っているのに気づいた。


    　愛あい河かからだった。


    『お弁当、今日、中庭で二人で食べませんか？』


    



    　　　　★


    



    　断る理由などないので、俺はもちろん中庭に行った。


    　今の愛河は毎日のようにお弁当を食べる相手を替えていた。クラスのグループも複数あるし、違うクラスの女子ともつながりがあるし、もちろん人ひと研けんメンバーとも一いつ緒しよに食べる。


    　全員合同でというわけにはいかないから、分散させていく必要があるのだ。


    　そういや、クラスでもリア充の中のリア充って感じの女子も、曜日ごとにローテーションで食べるグループを替えていたはずだ。あれも同じ中学だった奴やつとか、クラスの友達とか、いろんなコミュニティに所属してるせいらしい。


    　友達関係が密すぎるのも大変だなと思う。友達多い奴が「友達多いのも大変なんですよ」と苦笑交じりに行ってきたら、絶対にイラッとするけど。


    「お待たせしました～！」


    　愛河は女子にしては大きめの弁当箱を持って中庭にやってきた。


    　中庭といっても、中央の噴水からは、かなり離れた周縁とでも言うべき場所だ。東京都における西の隅すみの八はち王おう子じ市みたいなところである。言うまでもなく、ドレイン対策に人口密度の低い場所が必要だからだ。


    「俺だけ呼ばれるって珍しいな」


    　人ひと研けんで食べる時はよくあるけど、高たか鷲わしも汐しおノ宮みやさんも参加している。


    「ですね～、ちょっと業なり平ひら君と話したいことがあったもので」


    　そう言いながら、愛あい河かは弁当箱を開けた。ピーマンの肉にく詰づめ、鶏の唐揚げ、ほうれんそうのおひたし。隣となりの芝生は青く見えるというやつで、自分の親の弁当よりおいしそうに感じる。


    　ところで、話したいことって何だろう？


    　悩み相談かな。今の愛河は傍はたから見ると幸せそのものだけど、だからって悩みが何もないということにすぐつながるわけじゃない。


    　むしろ、多少の不幸なら愛河は持ち前の陽気さで押し隠してしまうかもしれない。


    　同性だと言いづらい悩みもある。俺が力になれるなら、とことんなってやりたいと思う。


    「愛河、もし、つらいことがあるなら──」


    「業平君、修学旅行、愛河と回りませんか？」


    　俺の言葉はあっさりと愛河のお誘さそいにかき消された。


    　ああ、そうか！　俺がまたぼっちで苦しんでると思って、同じ班に合流しないかと言ってくれてるんだ！　やっぱり愛河はやさしさのかたまりだ！


    　でも、やさしさがかえって毒になることだってある。


    　愛河と回るということは、親しくもなんともない愛河の班の男子と俺も一いつ緒しよに回るということだ。それは俺もきついし、向こうだってこいつは何者だと思うだろう。


    　彼らにとっても高校の修学旅行は一回きりだ。ぼっちを解消するためだからって、そこに水を差すような行為は許されないだろう。俺だって逆の立場だったら、そんな奴やつと楽しく観光なんてできない。


    「気持ちはうれしいんだけど、愛河と同じ班の男子に悪い。当然、女子にも悪い。遠慮しとくよ」


    「いえいえ、違いますよ」


    　愛河は箸を持っていないほうの手を、ふるふると左右に振った。


    「自由行動の時間、二人で京都を回りませんか？」


    　そこにあるのは、高鷲みたいに何か企たくらんでいるような顔ではなく、無邪気なほどの満面の笑みで──


    　だからこそ、俺は困惑した。


    　なんだ、これ……？


    　本当に愛河に好意を持たれてる……？


    　いや、そういう非モテ的妄もう想そうはやめろと何度言ったら……。俺が愛されるわけがない。


    　勘かん違ちがいができるほど満ち足りた人生だったか？　現実をありのままに見ろ！


    　愛河は俺が心配でこう言ってくれてるだけだ。そのほうが可能性ははるかに高い。


    　とはいえ──愛河と一緒に自由時間を過ごせるなら、最高じゃないか。


    　脳内で思考が絡からみ合ったせいで、返答が多少遅れた。幸せを前にすると、人間、判断が鈍る。これはしょうがない。


    「先約とか入ってます？　なら、諦あきらめますよ。一いつ緒しよに行く人に悪いですし」


    　先約など、この俺にあるわけがない。だてに長くぼっちをやってはいない。


    　────あれ？


    　俺は高たか鷲わしのいる班に入ったよな……。


    　しかも、汐しおノ宮みやさんは案内する気満々だったよな……。


    　つまり、今の俺には表面上、複数の選せん択たく肢しが発生しているということだ。


    　稀け有うというか、前例のない状況だ……。


    　いや、複数の選択肢といっても、高鷲や汐ノ宮さんの班から離脱して、しかもあまつさえ愛あい河かと二人で行動って感じ悪すぎる。そんなことできんだろ。


    　しかし──


    　愛河と観光したいという気持ちも俺の中にある。


    　ないと言えば、ウソになる。


    「業なり平ひら君……？　まずいこと聞いちゃいましたかね……？　もっと気楽に考えてくださいね!?　唐揚げでも食べてリセットしてください！」


    　俺が黙り込んでいるせいであわてた愛河から唐揚げが献上されてきた。一メートル離れているので、弁当のものを渡すのも一苦労だ。


    「唐揚げ、ありがとう──じゃなくて……ええと、唐揚げはありがたいんだけど……」


    　どう答えたらいいんだ、こういう時……？


    　俺の人生で間違いなく初の、あるいは二度とはない局面にぶつかっていた。

  


  
    あとがき


    



    　お久しぶりです！　『物理的に孤立している俺の高校生活』四巻です！


    　今回の四巻では、後輩キャラが加わりました！


    　朝あさ熊くま雫しずくをどうぞ、よろしくお願いいたします！（選挙演説風）


    　毎度毎度、ほどほどに実体験をマイルドにして作中で使ってますが、今回もそうです。


    　森田は意外なことに中学・高校とずっと運動部でした。ぼっちと運動部は両立できるようです。


    　で、そこで大きな挫ざ折せつを経験しました。


    　練習しても上う手まくなれないとか、友達できないとかいうことではないです。いや、それもあるけど、また別の問題。


    　試合で異常に緊きん張ちようしてまったく動けなくなるのです。


    　普段の練習での実力が中の下ぐらいだとすると、試合だと下の下ぐらいになりました。


    　その結果、本来なら負けるわけない実力の相手にもバシバシ試合で負けるということが中高ずっと続きまして、自分は本番一発勝負のスポーツとか、それに類するジャンルのことは向いてないと悟りました。


    　そこで、逆転の発想で、提出するまで理論上は無限に書き直せるし、緊張も何もない小説というジャンルではなんとかなるのではないかと考え…………今に至ります。


    　それが小説を書きだした理由ではないですが、本番で緊張するというリスクが発生しない小説の新人賞は自分に有利（？）だと思っていたのは事実です。


    　なお、スポーツ以外でもきっちり緊張するので、大学も模試ではかなりいい成績だったのに、本番で大失敗して、滑すべり込みセーフみたいな成績で合格しました。就職活動の時も面接で落ちまくりました。マジでこういう本番一発勝負系のものは制度として滅亡してほしいと願っています。


    　そんな本番だと緊張するし、それって性格的なものだから対処不可能じゃん！　それで本番で大失敗したら努力だって報むくわれないじゃん！　どうしたらいいんだ！　──という気持ちをぶつけて朝熊雫というキャラを作りました！


    



    　このシリーズは学生の読者さんも多いと思うので、先に大量に挫折してきた先輩としてちょっとだけアドバイスを。


    　緊張する性格の人は、もう絶対緊張します。入試でも面接でも緊張します。これはどうしようもないです。


    　無論、どうにか克服するのも素晴らしいですが限界がありますし、最初からあまり緊張しない性格の奴やつと比べてやっぱり不利です。


    　だったら、緊きん張ちようがデメリットになりづらいジャンルを趣しゆ味みや職業にしちゃいましょう。不利な土俵で戦わずに自分が有利な場所で戦う──生きていくうえでこの発想は割りと重要ではと思っております。


    



    　さて、ここからは謝辞を。


    　Mika Pikazo先生、今回も素晴らしいイラスト、ありがとうございました！　新キャラの朝あさ熊くまもほどよくボーイッシュで、かつ、きっちりかわいいという絶妙のラインを突いていらっしゃいます。誠にありがとうございます！


    　それと、今回、もう一つお礼を言っておかないといけないことがあります。


    　今、バーチャルYoutuberがウェブの界かい隈わいでなかなか盛り上がってますね。


    （なんだそれという人は検索してください）


    　森田も年末頃、仕事をしながら、輝夜かぐや月るなやバーチャルのじゃロリ狐娘Youtuberおじさんの動画を繰り返し繰り返し見て、癒しを受けておりました。


    　それで、ツイッターのMika Pikazo先生のつぶやきを見て、気づきました。


    



    　輝夜月のキャラデザをされていたの、Mika Pikazo先生だ。


    



    　これ、作ったような話ですけど、完全に実話です。


    　それでこれも盛ってるんじゃなくて事実ですが、バーチャルYoutuberでは輝夜月が一番好きで、最新動画があがったのに気づいたらすぐ見てます。実際、まだ視聴回数が四十回ぐらいだった動画もあったので、本当にあがった直後に見ていたようです。


    　輝夜月の動画を見て元気をもらって、それで本作も書いているので、なんというか、非常にエコで効率のいいシステムになっている気がいたします。これからも輝夜月をよろしくお願いいたします！


    　最後に、読者の皆様！


    　今後とも『物理的に孤立している俺の高校生活』をよろしくお願いいたします！


    　だんだんと業なり平ひらたちも学生時代の大きなイベント（たとえば恋愛とか）に立ち向かったり、巻き込まれたりするかと思います。作者としてもぼっちだった高校時代に恋愛とか一切何もなかったので、実体験が使えません。未知の領域に突入します。気合い入れてやっていきたいと思います。


    　いろいろこじらせている彼らを今後とも見守っていただけますと幸いです！

  


  
    森田季節


    Kisetsu Morita


    



    １９８４年、神戸市生まれ。今巻では舞台の八王子市がちょっと多めに出てきますが、先日八王子市が大雪でえらい目に遭いました。あと最低気温マイナス８度とかやめてほしいです……。
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